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　　　プロローグ







　森もり山やま真ま里さとは、仰あお向むけに倒れている伯お父じの首筋に手を触れた。温かくやわらかい、人間の手触りがした。だが、脈はなかった。

　伯父は死んでいた。

「私は自由だ」

　真里はつぶやいてみる。だが、達成感も解放感も、真里の心にはわいてこなかった。妙に空っぽな気持ちで、冷たい床にぺたんと座り込んだまま、死んだ伯父を見つめていた。

　蛇へびはどうなったんだろうと真里は考える。真里が飼っていた小さな蛇。種類はよくわからないが、多分子供のマムシか何かだったんじゃないかと思う。ビンの中の、小さな勝者。

　いつの間にか、床に接していた足と尻しりが冷えきって、痺しびれるように痛みだしていた。身じろぎすると、背筋が震ふるえた。そこでようやく、真里は寒さを思い出した。芯しんまで冷えきって感覚の鈍くなった体をゆっくりと動かし、立ち上がろうとする。その時。

　ブーっと、クイズ番組で使われるハズレの効果音のような音で、玄関ブザーが鳴った。

　真ま里さとはぎくりとして身を強こわばらせる。

　中途半はん端ぱに腰を浮かせた体勢のまま、息を殺し、磨すりガラスのはめ込まれた玄関の引き戸を見る。ぼんやりと浮かび上がる黒い影が、磨りガラス越しに見える。

　ブー、ブーっと、連続してブザーが鳴らされた。

　誰だれだろう。千ち穂ほや千穂のお母さんなら、こういうとき、ごめんくださいの一言をかけるのに。

　ブザーが止やんで数秒。わずかに躊ちゆう躇ちよするような間のあと、カタリと引き戸が震ふるえた。そのままゆっくりと開かれる。

　カラ、カラ、カラ。

　真里は立ち上がりかけた姿勢のままで、戸を開けた人物と向き合った。

　逆光でその姿は黒く沈んでいて、どんな顔をしているのか見て取ることはできなかったが、シルエットから男であることはわかった。

　男は真里と、真里の傍かたわらに倒れている伯お父じの死体を見比べているようだった。

「それ、死んでるのか」

　男が言った。知らない声だ。やわらかな低さを持つ、若い声。

「うん」

　思わず真里は答えていた。夢の中にいるような気持ちだった。ふとしたことから落とし穴に落ちて、現実のすぐ隣に潜ひそむ異世界に入り込んでしまったような、そんな気がした。

　さっきまで生きていて、今は死んでいる伯父。突然やってきた知らない男。

「あんたが殺したのか」

　さっきと同じ、静かな声こわ音ねで男は言った。真里はゆっくりと顎あごを引く。

「うん」

　少しの沈黙があった。

「あんた、モリヤママリか」

　男のその言葉に、麻ま痺ひしかけていた真里の感覚がほんの少し現実感を取り戻した。

　男は真里の名前を間違えた。初めて真里の名を見た人たちが皆そうだったように。ごくごく当たり前の、普通の間違い。

　この男は現実の存在なのだと、真里は初めて実感した。

　実感してようやく、死体を前に動じない男に対して、薄気味悪さを感じた。

　これは誰だ。

「誰」

　短く問いかけると、男は後ろ手に引き戸を閉めた。退路を断たれた気がして、真里は小さく肩を震わせた。男はそのまま家の中にあがってくる。薄暗い廊下を、大おお股またで歩いてくる。

　真里は立ち上がってあとずさり、壁に背中をぶつけた。

　男は階段の下に倒れている伯父の側そばに屈かがみ込み、先程真里がしたように、その首筋に手を当てた。

「あんた、部屋に入ってろ」

　視線は伯お父じの死体に落としたまま、男が言う。

「なんで」

　せわしなく喉のど元もとを行ったり来たりしている息を無理矢理吞のみ込み、真ま里さとは言った。

「いいから。……なんとかするから」

　なんとかする？

　釈然としない思いで男を見た。だが男は黙ったまま急せかすような、少し苛いら立だった目を真里に向けた。その目の強さに操られるように、真里は身を翻ひるがえして居間に飛び込む。

　伯父が早くに雨戸を閉めきったせいで、居間は真っ暗だった。目をつぶり、閉めたふすまにそっと後頭部を当てる。

　すると廊下から、思わずこぼれてしまったような、ささやきのように小さい男の声が聞こえてきた。

「……まだ、死んだばかりだな……。魂たましいも……体から抜けきっていない……」

　これなら喰える。

　男はそうつぶやいた。

　真里は閉めたふすまを振り返った。

　この向こうで何が起きている？

　真里はそっとふすまに手をかけ、音を立てないように慎重に、ほんの少しだけ隙すき間まを開いた。そのわずかな隙間に片目を押し当てる。

　男は先程と同じ体勢で、伯父の首に手をかけていた。その手に、少し力を込めたようだった。男の透明で長い爪つめが、伯父の喉に食い込む。

　すると、血の気が抜けた伯父の顔から、さらに色が消えた。

　伯父の死体が、さあっと黒に染まっていく。

　真里は息を止めて目を見開いた。

　魔ま法ほうで石にされていくかのように、伯父の体は黒くなる。爪の先まで残らず、黒くなる。

　そして、ぼろりと崩れた。

　さっきまで伯父だったものは、男の手が触れているところから、土くれに変わってぼろぼろと崩れていった。伯父が着ていた服だけが、人の形に残った。

（これなら喰える）

　先程の男のつぶやきが、真里の頭の中で叩たたくように響ひびいた。

　男が顔を上げた。ふすまの隙間からのぞかせた真里の片目と視線が絡からみ合った。

　男の白い顔が、廊下の薄うす闇やみの中に浮かび上がる。二は十た歳ちくらいの、さっぱりとあか抜けた感じのする顔。だがそれは、陶器で作った人形みたいな、生気のない噓うそくさい顔だった。まがいものの人間の顔だ。

　ぞっとした。

　現実離れした出来事に、かえって真ま里さとの心は非現実から現実へと急激に浮上していた。忘れていた恐怖が噴き出し、体が寒さとは別の理由で震ふるえだす。歯がかちかちと鳴った。

　男が緩かん慢まんな動きで立ち上がり、二人の間を隔へだてているふすまに手を伸ばす。

　殺される。

　真里は反射的にふすまから離れ、駆けだした。居間と続き部屋になっている仏間へ飛び込む。振り向くと、男が廊下から居間へ足を踏み入れたところだった。真里は仏間の廊下側のふすまを開けて再び飛び出し、廊下を走って奥の物置部屋のドアを体当たりするように押し開けた。中に入ると机を押しやってドアをふさぐバリケードにする。

　魔ま物ものだ。あれは本当に、本物の魔物だ！

　心臓がどくどくと高鳴り、気味が悪いほど強く、こめかみに脈動を感じた。

　足を踏ん張り全体重をかけて、ドアをふさぐ机を押さえる。

　どん、と外からドアが叩たたかれ、その衝しよう撃げきで机が激しく揺れた。たった一度の衝撃で、真里の手は肘ひじまで痺しびれた。

「立てこもっても無む駄だだよ。ここを開けろ。怪け我がするぞ」

　男の声が聞こえる。その声こわ音ねは脅きよう迫はく的ではなく、むしろなだめるような甘さがあった。だがその罠わなのような甘さは逆に真里の恐怖を煽あおった。

　すがりつくようにして必死に机を押さえる。もう一度ドアが叩かれ、今度は揺れた机で顔を打った。痛みで目の前がチカチカし、涙がにじんだ。

「ごめんなさい！」

　真里は叫んだ。

「ごめんなさい！　もう二度としないから。もう二度と、誰だれも呪のろったり、殺したりなんてしないから！」

（悪いことすると、鬼が来るぞ）

　小さい頃ころ、よく伯お父じに言われた言葉を思い出す。無口で無ぶ愛あい想そうで、真里にことさらつらくあたっていた伯父は、戒いましめのためではなく、ただただ怖がらせるためにそう言っていたのだと思う。

（勝手なことしてると、鬼に喰くわれんぞ）

（おめえみたいな悪い子を喰うために、鬼は山を下りてやってくるんだ）

　幼い頃、真里は本気で伯父の言葉を信じ、鬼を恐れた。

　成長して、伯父の目を盗んで金を抜き取ったり、店の物を盗んだりするようになり、いくら悪いことをしたって鬼なんかやってきやしないんだと知ってからも、真里は心のどこかで鬼の影に怯おびえていた。

　その鬼が今、ドア一枚隔へだてた向こう側にいる。

「助けて……」

　真ま里さとは机にすがったまま、つぶやき声をもらした。

　涙が一粒だけ頰ほおを流れ落ちた。

「助ける」

　ドアの向こうで、鬼が言った。真里ははっと顔を上げる。

「俺おれはあんたを助けたい。だからここを開けろ」

　噓うそだ。鬼は、甘かん言げんで人をたぶらかして誘い出し、頭から喰くってしまうんだ。

「俺は、あんたを助けたいよ」

　だけどその言葉は、とても誠実そうに聞こえた。

　噓だ噓だ。騙だまされるな。

　頭の中で、鬼を恐れる自分がわめく。

　だが、頭のもう片隅からは、騙されたっていいじゃないかという声が聞こえる。

　騙されたとしても喰われたとしても、仕方ないじゃないか。

　私は他ほかに、すがるものを何一つ持っていないのだから。

　私は私が大事だ。怖い思いをするのも痛い思いをするのも嫌いやだし、鬼に喰われるなんてまっぴらごめんだ。

　でも、それでも。

『あんたを助けたい』なんて、そんな言葉、もう二度と聞けないかもしれない。

　真里はそっと、バリケードにしていた机から手を離した。













　　　第一章　手遅れ〈三月二十六日から二十七日①〉







　申し訳ありませんが、呪のろいは専門外です。

　最初はそう返事をした。呪いなんか喰くえるわけがないし、喰えないのでは仕事にならない。

　純じゆんはメールを読み終えるとパソコンから目を離し、背もたれに寄りかかって深くため息をついた。そのままぐきりと首を後ろに倒す。キッチンで茶を入れている逆さまの綾あや佳かと目が合った。

　彼女の瞳ひとみは赤い。写真を撮ったときに時々起こる赤目現象のような、のっぺりとした赤ではない。あれはフラッシュによって瞳の血管が透けているのだとどこかで聞いた。アルビノや白ウサギの目が赤いのも、虹こう彩さいの色素がないので血管の色が透けて見えているのだとか。

　だが、綾佳の瞳はそんな透き通った色ではない。きっと、虹彩の色素が濃く暗い赤に染まっているのだと思う。彼女の深い赤の瞳は、人間から化け物への変化の象徴に相応ふさわしく、どこか不吉で、そしてとても美しかった。

　純は頭を逆さにしたまましばらく綾佳の目を見つめてから、「ちょっと」と言って人差し指でちょいちょいと彼女を呼んだ。

　綾佳は怪け訝げんそうに眉まゆを寄せて近づいてくる。

「例の依頼人からまたメール。姪めいに呪われそうだから助けてくれって人」

「断ったんじゃなかったの？」

「そうだけど」

　綾佳は純の横から身を乗り出し、パソコンの画面をのぞき込んだ。彼女の長い黒髪が一ひと房ふさ肩からすべり落ち、純の頰ほおに触れる。純は軽く身を引いて、綾佳に場所を譲ゆずった。

　七なな倉くらのもとから逃げ出して二カ月。純、綾佳、水み藤とうの三人は、函はこ館だてにアパートを借りて暮らしていた。七倉にあてがわれていた高こう円えん寺じのマンションのようには広くないが、小こ綺ぎ麗れいで家賃も東京に比べると格段に安い。一年半モノ祓ばらい師として仕事をしていた純たちには、この部屋で三人の生活を始めるのに不自由しない程度の貯金はあった。

　ただ単純に、遠くへ行こうという発想で北海道まで来たが、この二カ月の間で純はかなりこの地になじんでいた。三月の終わりになってもまだしっかりと雪に覆おおわれているような土地だが、寒さ暑さに強くなった体には、冬の北国の気温も苦にはならなかった。

　純はメールを読む綾佳の顔を黙って見つめていた。読み進めるうちに彼女の顔から表情が消えていく。そのことに微かすかな痛みを覚えて、見せなきゃよかったかなと、純は少し後悔した。

　メールの相手は、純たちが作ったホームページに依頼してきた男だ。「食事」のためと生活費の足しにするために作った『除じよ霊れい相談所』なる我ながらうさんくさいサイト。

　だが、「相談無料」の文句が効いたのか、意外にもこの二カ月間で、かなりの数の相談メールが来ていた。もっとも、その中には先祖の供く養ようをしてほしいとか、自分の運命を占ってほしいだとかいう見当違いの依頼もあったけれど。

　今回の依頼も、そういった「見当違い」のものだと思っていた。そもそも、同居している姪めいが自分を呪のろい殺そうともくろみ、おかしな儀ぎ式しきをやっているのです、などと訴えられてもどうしようもない。正直純じゆんは、依頼人の男かその姪かのどちらかが、霊能者よりも医者に相談すべき状態なのだろうと思っていた。

　だから、簡潔に返信したのだ。

『申し訳ありませんが、呪いは専門外です』と。

　その簡潔なメールのさらなる返事が、目の前のパソコン画面に映し出されている。




『先日の依頼に対し、厳しいご返答をいただき、とても苦しい思いをしています。

　無理を承知で、重ねてお願い申し上げます。

　このままでは、私の命がありません。姪に呪い殺されるのは時間の問題でしょう。




　私を殺そうともくろんでいる姪の名は、森山真里といい、現在十五歳です。

　この子の両親は十年前に他界しており、当時五歳だったこの子を私が引き取って育てました。

　しかし、色々な事情もありまして、あの子はまっすぐには育ちませんでした。

　たびたび家の金を持ち出したり、盗みを働いたりするようになったのです。家出も何度も繰り返していました。

　あの子が決定的におかしくなり、私に殺意を見せるようになったのは、一番最近の家出のあとだったと思います。

　それは、あの子が最も遠くまで行った家出でした。

　二カ月ほど前、あの子はまた、家の金を持って姿をくらませました。私はもう慣れてしまったということもあり、さほど気にもしていませんでした。

　ですがその二日後、一月二十八日の夕方、京都の交番から電話がかかってきたのです。あの子を補導したので迎えに来いとのことでした。

　私はすぐに京都に向かいましたが、着いたときにはすでに夜になっていました。

　不気味な夜でした。私は道内から出たことがほとんどなかったので、そのせいで見知らぬ町を歩くことに慣れず、妙な気味の悪さを感じていたのかもしれませんし、古都の雰囲気に吞のまれていただけなのかもしれません。

　それでも私は、言いようのない恐怖にも似た感覚を味わいました。今思うと、あれは現在私が置かれている状況の前ぜん兆ちようだったのかもしれません。

　私は交番であの子を引き取り、その日は夜遅くなったので宿を取って一泊して帰りました。

　その日から、私たちの生活はおかしくなってしまいました。

　あの子は私に対して恐ろしい目を向けるようになり、これみよがしに蛇へびや蜘く蛛も、ムカデといった気味の悪い生き物を集めて飼い始めました。

　あの子は私に言いました。これは、呪のろいの道具なのだと。これを使って、お前を呪い殺してやるのだと。

　私は恐ろしくて、あの子が飼う呪いの道具たちを処分することはおろか、近づくこともできません。

　どうか助けて下さい。

　あなただけが頼りなのです。

　よいお返事を切せつにお待ちしております。





森もり山やま修しゆう助すけ』　






　最後に、自宅の住所と電話番号が書かれていた。住所は北海道内の町だ。

　綾あや佳かは最後までゆっくりと目を通すと、白い顔をしてうつむいた。

　問題は、この姪めいの経歴でもなければ、気味悪げな呪いの道具でもなかった。

　日付だ。

　姪が補導された日。ここからすべてがおかしくなったのだと依頼人が訴える日。

　一月二十八日。

　京都。

「これ、俺おれたちのせいだよな、多分」

　綾佳からの返答はなかった。純じゆんはちらりと彼女の顔を見て、すぐに目をそらす。

「そんな顔すんな」

「俺たちのせい、じゃなくて、私のせいよ」

「そんなことも言うな。結局あれは連帯責任だよ」

　その日は、綾佳が京都の結けつ界かいを壊し、町まち中じゆうに〈モノ〉をあふれさせた日だった。

　目をつぶれば鮮明によみがえってくる。あの夜の空気、闇やみの密度、巨大な〈モノ〉の奇妙な鳴き声と、百ひやつ鬼き夜や行ぎようの町まち中なか。

　七なな倉くらの本家が自分たちの力を必要とするように仕向けるため、危険を承知で引き起こした事態だった。人じん外がいの力を強めていた自分たちが、本当に人としての道からそれてしまった日。

　後悔はしていない。だけど。

　その日からおかしくなり、依頼人を呪い殺そうとしているという姪は、十中八九あの日町まち中なかをうろついていた〈モノ〉の一つに取り憑つかれたのだ。

　綾あや佳かは黙ってパソコンの前から離れると、こちらに背を向けて動きを止める。

「どうしよう」

　綾佳が言った。あまり彼女の口から聞いたことのない、頼りない声だった。

「とりあえず、話を聞きに行く。人に取り憑ついている半物質的〈モノ〉を分離させる自信はないけど、モノ憑きだってわかってるからには一応俺おれたちの仕事だろ」

「それなら私も……」

「お前は待ってろ。水み藤とうは今け朝さから別件の仕事に行ってるし、連絡係がいた方がいいだろ」

　携帯電話は逃げるときに処分してしまっていた。追われないようにという用心のためでもあったが、なにより、過去を捨て去る覚悟を固めるためだった。過去の自分と関かかわった人々。彼らとつながることができる小さな機械を捨てることで、自分の未練も捨て去ったつもりだった。

「俺たちもいまだに追われてるかもしれないんだし、仕事先で何が起きるかもわからない。拠点となるこの家に誰だれもいないってのはまずいだろ」

　綾佳は答えず、困ったような怒ったような顔をして、そっぽを向いて強く口を引き結んだ。そうしておかなければ不本意な言葉が飛び出してしまいそうになるのかもしれない。

　二カ月前、京都の結けつ界かいを壊すと決めたとき、綾佳はちゃんとわかっていたはずだ。誰かが〈モノ〉に傷つけられたり、取り憑かれたりする可能性もあるのだと。それを承知の上でやったのだ。

　だけど純じゆんはどうしても、彼女の目の前にその結果生まれた惨さん事じを突きつけてしまうのは嫌いやだった。そんな気き遣づかいを口に出して言えばきっと、綾佳は怒るだろうけれど。

　黙ってしまった綾佳にそれ以上言葉をかけることはせず、純は電話に向かった。メールの末尾に書かれていた番号を押すと、ほんの二、三回のコール音で相手は出た。







　今すぐ会いたいと言う相手に、一応相談には乗りますが解決できる保証はありませんと純は答えた。それでもいい、とにかく姪めいの様子を一度見てほしいと懇こん願がんされ、これから向かう約束をし、依頼人の家の最も寄より駅で待ち合わせをした。

　列車で一時間半揺られて着いた、少し古めかしく、人が少ない分広々と感じられる駅。飾り気のない白い駅舎から出て辺りを見回し、純は肩すかしを食ったような気分になった。

　車で迎えに来ると言っていた依頼人は、まだ来ていないようだった。あれだけ切せつ羽ぱ詰つまった様子だったくせに遅刻かと少し呆あきれる。

　昼間は白かった空と空気が、青く染まっていた。今日は太陽は一度も姿を見せないまま沈んだらしい。夜が刻々と近づいてきていた。

　もうすぐ四月なのに春の気配はまだない。東京の方ではそろそろ桜が咲く頃ころだろうかと考えながら、純は固く締まった雪を踏みしめ、ぼんやりと立っていた。

　おかしいと気づいたのは、白から青へと変色した空気の色が、今度はだんだんと黒に近い色に変わり始めた頃ころだった。

　時計を見る。約束の時間から、すでに三十分以上が経過していた。

（遅刻？　こんなにも？　……まさか）

　嫌いやな予感がした。

　何かあったのだ。

　純じゆんはメールから引き写してきた、依頼人の電話番号と住所のメモを取り出した。駅構内に戻り、公衆電話から依頼人の家にかけてみるが、何度鳴らしても出ない。舌打ちして受話器を下ろすと、キオスクに向かった。地図を買い、依頼人の家の場所を確認する。おそらく、純の足ならば歩いても三、四十分あれば着く場所にあった。一応バスも走っていたのだが、つい数分前に最終が出てしまっている。

　不安を振りきるように、純は足早に歩きだした。

　透き通った固い雪の上に、車が通った跡の平行線が何本か引かれている。足を踏み出すたび、ゴム製のすべり止めがついた冬ふゆ靴ぐつの下で、ぎちりと音がする。

　林を右手に見ながら歩き続けると、古い二階建ての木造住宅が目に入ってきた。表札は黒い石でできていて、『森もり山やま』と彫り込まれている。

「ここ、だよな」

　焦しよう燥そう感かんに汗ばむ手を玄関のブザーに伸ばした。ブーっと音が鳴る。

　だが、誰だれも出ない。

　不安がさらにふくらみ、腹から胸へと突き上げてきた。ぎゅうと胃が痛み、次いで心臓が絞られたように苦しくなる。

　純は何度もブザーを押した。やはり反応はなく、家の中は静まりかえっている。

　わずかに躊ちゆう躇ちよした末、純は引き戸に手をかけた。鍵かぎはかかっておらず、抵抗なく開く。

　戸が溝みぞをすべり、ゆっくりと中の様子が露あらわになっていく。

　暗い室内、最初に見えたのは、床に中腰の状態で屈かがみ込んでこちらを凝ぎよう視ししている少女の姿だった。すぐに、その傍かたわらに人が倒れていることに気がつく。

　ああ、と純は胸の中で大きなため息をついた。

　姿を見せない依頼人。倒れている男。その側そばに座る少女。

　ああ。

「それ、死んでるのか」

　純は言った。

　うん、と、少女は頷うなずいた。

「あんたが殺したのか」

「うん」

　遅かった。

　純じゆんは体の横で拳こぶしを握った。

　最初にメールをもらった時点で動いていれば、などという後悔が頭をもたげそうになるが、振りきる。後ろを向いて後悔していると、前からやってくる出来事に対処できなくなる。

　純は少女を見た。少女は夢でも見ているかのような、ふわふわとした現実感に乏しい表情をしていた。

　これが、依頼人の姪めいか。

　メールには十五歳だと書いてあったが、そのわりにずいぶん小さく見える。小動物を思わせる瞳ひとみの大きな両の目が、じっと純を見つめていた。

　純は目を細めた。少女から、確かに〈モノ〉の気配がにじみ出していることを確認する。半物質的〈モノ〉ではあるが、たいした奴やつではない。あの夜京都にはびこっていた、有う象ぞう無む象ぞうの一匹。

　こんなもののために、二つの人生が狂わされた。

「あんた、モリヤママリか」

　純は、メールに書いてあった依頼人の姪の名前を思い出して問いかけた。

　少女はその問いには答えず、逆に、誰だれ、と返した。

　純はかまわずに戸を閉め、家にあがり込む。

　死体をなんとかしなければならない。

　純は倒れている依頼人の側そばまで行き、その横に膝ひざをついた。

　依頼人の男は、目を見開いて天井を見上げている。四十代後半だろうか。多分、純の父親とそう歳としは変わらない。

　純は一瞬だけ目を閉じた。謝罪とも黙もく禱とうともつかない、やりきれない思いと祈りを心に浮かべ、すぐに目を開ける。

　首筋に触れる。脈はない。確かに死んでいる。だが、まだ温かかった。

　部屋に入ってろと言って、少女を追い払う。

　死体を残しておくわけにはいかないと思った。あの子を、殺人犯にするわけにはいかない。

　あの子のせいじゃない。たとえ人を殺したのだとしても、それは彼女に取り憑ついた〈モノ〉のせいだ。そしてそれは。

（俺おれたちのせいだ）

「まだ死んだばかりだな。魂たましいも体から抜けきっていない。……これなら喰くえる」

　熱く冷たく密度のあるものが純の手を這はい上り、体を満たしていく。それと引きかえに依頼人は形を失い、土くれに変わっていく。

　純は依頼人だったものから手を離した。

　指先に、わずかに土くれがついた。

　深く息を吐く。これからどうしようという思いと、死んでいたとはいえ人を喰くってしまったという生理的嫌けん悪おにも近い苦い思いが胸の中に落ちた。

　とにかくあの少女と話さなければと思い、呼びに行こうと顔を上げて──ふすまの隙すき間まからひっそりとのぞいていた少女と目が合った。

　見られた。

　ぎくりとして、純じゆんはどうしたらいいのかわからないまま立ち上がった。ふすまを開けようと手を伸ばす。

　その瞬間、少女ははじかれたように身を翻ひるがえした。純が部屋の中に踏み込んだときにはもう、続き部屋の出入り口から廊下に飛び出していた。

　ぎっぎっと悲鳴のような音を立てて床を踏み鳴らし、少女は廊下を駆け抜けて、つきあたりのドアの向こうへ消えた。閉まったドアを隔へだてて、何か重い物を動かすような音がする。バリケードを作ってドアをふさごうとしているのかもしれない。

「おいおい……」

　部屋の前まで行き、軽くドアを押してみた。抵抗がある。やはり向こう側から押さえているのだろう。

　どうしよう。

　純は、途方に暮れた子供のように、無意味に辺りを見回した。自覚しているよりも、自分は焦あせって混乱しているのかもしれない。

　大体、これからこの子をどうするつもりだ。死体を処理して証拠隠滅して、もう君が殺したって証拠はなくなったから安心していいよと言って放り出すつもりか。いやその前に、彼女に憑ついている〈モノ〉をどうにかしなければならない。でも、どうやって。俺おれたちは〈モノ〉を喰うことはできても、人に取り憑いている〈モノ〉を外に追い出す方法は知らない。

　純は唇くちびるを嚙かんだ。ドアを叩たたく。それほど強く叩いたつもりはなかったが、中から少女の小さな悲鳴が聞こえた。ドアに向かって、純はそっと声をかけてみる。

「立てこもっても無む駄だだよ。ここを開けろ。怪け我がするぞ」

「ごめんなさい！」

　少女の涙交じりの叫び声がした。

「ごめんなさい！　もう二度としないから。もう二度と、誰だれも呪のろったり、殺したりなんてしないから！」

　少女の叫びは、まっすぐに純に刺さった。

　ごめんなさい。こっちのセリフだ。

　ドアに額をつけて目を閉じた。すると冷たい木の扉越しに、小さなつぶやきが聞こえた。

　助けて、と。

「助ける」

　考える前に、純じゆんは言っていた。無責任な言葉かもしれないけれど、今彼女にかけられる言葉を、純はそれしか持っていなかった。

　言葉には力がこもるのだと、以前七なな倉くらが言っていた。思いを込めて口に出した言葉には、本当になろうとする力が働くのだと。ありふれたセリフでも、七倉が言うと何な故ぜか真実味があった。

　純は、込められる限りの思いを込めて言った。

「俺おれはあんたを助けたい。だからここを開けろ」

　俺は、あんたを助けたいよ。

　そう続けると、ふとドアの向こうの張りつめた気配が緩ゆるんだような気がした。

　耳をドアにつけて、部屋の中の様子を探ろうとしてみる。

　静かだ。とても静かだ。もしかしたら窓から逃げ出したのではないかと一瞬ひやりとしたが、人間の息いき遣づかいのような温かみのような、微かすかな気配は感じられた。

「おい？」

　声をかけて、そっとドアを押す。やはり抵抗があるが、押せば押した分だけ開くようで、先程までの押し返そうとする力は感じられない。

「おい、開けるぞ。……下がってろ」

　純は静かに声をかけると、今度は強くドアを押した。床の上を重い物がすべる音がして、ゆっくりとドアの隙すき間まが開いていく。だがすぐに何かに引っかかるような手ごたえがあり、ドアがそれ以上動かなくなった。それでも、人一人がなんとかすり抜けられるくらいの隙間はあった。体をすべり込ませると、たった今までドアをふさいでいたらしい机が向かいの棚たなとの間に挟はさまれているのが見えた。もう障害物としてはほとんど役に立たなくなった机に足をかけ、その上に乗る。

　少女は部屋の向こう側の壁にはりついていた。

　薄暗い中、モノ憑つきの少女の白い顔と、見開かれた大きな目だけが異様に目立つ。

　壁に背をつけてこちらを睨にらむ少女は、痛々しいほどに怯おびえて見えたけれど、その目には攻撃的な光があった。

　野生の獣けものみたいだと思った。人を見ればまずは逃げるけれど、追いつめられたと感じると姿勢を一変させて牙きばをむき、襲おそいかかる臆おく病びような獣。

　純はできるだけ少女を刺激しないよう、それ以上近づくことはやめて、机の上にしゃがんだ。ちょうど少女と同じくらいの目の高さになる。

「ええと、モリヤママリ、だったよな」

「……マサト」

　少女は純を睨みつけたまま、唸うなるような声で言った。

「マサト？　へえ。真実の真に、古ふる里さとの里って字だったよな。マサトって読むんだ。男の名前みたいだな」

　少女は何も答えない。子供っぽい顔をしているくせに、眉み間けんのしわが妙に板についている。

「俺おれは、矢や代しろ純じゆんっていう」

「女みたいな名前」

「そうかあ？　まあ、女にもある名前だろうけど」

　首をひねると、少女は不満そうに顔を歪ゆがめた。嫌いやみが効かなかったことがおもしろくなかったのかもしれない。

　純はしゃがんだ姿勢のまま一歩前に踏み出した。少女の肩が小さく震ふるえ、壁と一体化しようとしているみたいに、ぎゅっと背中を後ろに押しつける。

「私を、どうするの」

「どうにかしたいとは思ってるけど、実を言うとどうしたらいいのかよくわからない」

　正直に言うと、少女の目が探るように細められた。純はその目とまっすぐ向き合う。

「とりあえず、俺と来い」

「どうして」

　死体はもうない。死体がなければ、殺人事件にはならない。失しつ踪そう事件だ。彼女が罪に問われることはおそらくないだろう。だけど。

「あんたには〈モノ〉が憑ついている。〈モノ〉ってのは、鬼とか妖よう怪かいみたいなものだと思っておけばいい。そのせいで、あんたは伯お父じさんを殺した。放っておけばまた同じことを繰り返しかねない。……信じろ」

　少女は、考え込んでいるような、見定めようとしているような顔で純を凝ぎよう視ししていた。

「あんたは、〈モノ〉じゃないの」

　それは、この状況下ではとても的確な質問だといえた。純は苦笑した。

「半分だけ。半分だけ〈モノ〉だよ、俺は」

「私と同じ？」

「違う。あんたは、百パーセント人間だよ。ただ、今は取り憑かれているだけだ。あんたは治る」

　少女に取り憑いている〈モノ〉は、腫しゆ瘍ようのようなものだ。その腫瘍がある間は具合を悪くしても、切除してしまえば元のように回復する。転移や再発の心配もない良性腫瘍。それに対して自分に溶けている〈モノ〉はもはや、臓器の一部だ。──自分の体を形成しているものの一部だ。

「俺と来るか？」

　純はゆっくりと尋たずねた。少女は頷うなずかなかった。けれど拒否もせず、一歩純の方へ歩み寄った。







　罵ののしり倒されるものと覚悟していたが、綾あや佳かは純じゆんの後ろの少女を見ても何も言わなかった。

　また、少女は少女で、綾佳の赤い瞳ひとみに対して驚おどろくとか怯おびえるなどの反応をするだろうと思っていたのだがその様子もなく、彼女たちは黙ったまま数秒間無表情で見合っていた。

　その張りつめた空気の中に投げ出せる言葉もなく、純も口をつぐんで事態の進行を見守った。

　綾佳はしばらく少女をじっと観察すると、ゆっくりと体をずらして場所をあける。

「どうぞ」

　綾佳が言うと、睨にらみつけるように見返していた少女は、あからさまな警戒の姿勢を見せたまま家の中にあがった。

　少女はリビングの奧まで行くと、その隅にしゃがみ込む。

「寒いだろ、そんなとこじゃ」

　声をかけてみるが、少女は純を一いち瞥べつしただけで動かない。純はため息を一つついて、部屋の暖房を強くした。

　リビングとつながっている洋間に入り、ベッドから毛布をはいで持ってくると、少女が座り込んでいる床の横に放った。

　見ると、リビングの中に綾佳の姿がない。

　純は悟って、今日何度目か知れないため息をつきながら、重い足取りでリビングを出て綾佳の部屋に向かった。

「それで？　あの子はなんなの」

　綾佳は、純がドアを後ろ手に閉めると同時に口を開いた。

「依頼人の姪めい。森もり山やま真ま里さとさん。真の里って書いてマサトと読むらしい」

「なんで連れてきたの」

「見ての通りモノ憑つきだからな。どうやってあの子の中から〈モノ〉を出せばいいのかわかんねえけど、放っておくわけにもいかないだろ」

「……依頼人は、なんて言ってるの」

「死んだ」

　綾佳は顔を強こわばらせた。けれど、それは予想の範囲のことでもあったのだろう。想定していた中での最悪の結果を聞かされた、そんな衝しよう撃げきの受け方に見えた。

　数秒間こらえるように口をつぐみ、綾佳はそっと言った。

「あの子が、殺したの？」

「そうだ」

　純は、彼女と出会い、ここに連れてくるまでの経緯を簡潔に語った。綾佳は表情を動かさずに、耐えるようにして聞いていた。







　真ま里さとは、自分の横に落ちている毛布をじっと見ていた。

　寒い。それに、尻しりの骨がフローリングの床に当たって痛い。

　そっと毛布をつかみ、引き寄せる。やわらかい手触りがした。端はしを両手で持って裏表を確認し、おかしなところがないことを確かめると、それで体をくるんだ。温かいけれど他人のにおいがして落ち着かない。

　これからどうなるんだろう。

　うずくまって、じっと考えた。あの男は助けると言った。けれど本当は、私のことも土くれに変えてしまう気なのかもしれない。その前に何かに利用しようと思って、ここに連れてきたとか。だって、助けてもらういわれがない。

　自分の利用方法について考えていると、いきなりリビングのドアが開いた。真里はびくりと体をすくめる。さっきの男と女が入ってきたところだった。

　真里は毛布にくるまったまま、できる限り小さくなり、部屋の角に体を押しつけた。じっと二人を睨にらみつける。

　あの女も、男と同じような化け物なのだろう。赤い目がその証拠だ。

　女は、リビングの真ん中辺りまで来ると立ち止まって、少し困ったような顔をして首を傾けた。近づきすぎると嚙かみつかれるとでも思っているような距離の取り方で、ちょっと腹立たしくなる。

「ええと、マサトくんだっけ」

「……あんたは」

　早はや瀬せ綾あや佳か、と女は名乗った。

　綺き麗れいな名前だと思った。綺麗な名前の女は綺麗な顔でぎこちなく微笑ほほえんで、「何か食べる？」と訊きく。

　お腹なかはへっていた。とてもへっていた。

　びくびくしながら迷っていると、女は真里の返事を聞かないままにこりと軽く笑い、台所へ向かった。

　すぐに、料理の音が聞こえてくる。まな板の上で何かを切る軽快な音、水を使う音、鍋なべや食器が何かにぶつかる軽い音。

　それはとても平和な音だった。平和で、真里にはなじみが薄く、化け物が立てるには噓うそくさい音だった。

「あんたさ」

　突然男に話しかけられて、台所の方に気を取られていた真里は思わず肩を跳はねさせた。男が苦笑する。

「なんもしねえよ。びくびくすんな」

「……何」

「あんたさ、今日何も食べてないわけ？」

「うん」

「……いつから、食べてないんだよ」

「忘れた」

　正直に答えると、男は一瞬だけ眉まゆ尻じりを下げて悲しそうな顔をした。だがすぐに元の表情に戻って、ふうん、とつぶやく。それきり黙ってしまった。

　しばらくすると、女がやわらかい湯気が立つ皿を運んできた。女は少し迷うようなそぶりを見せてから、床の上──テーブルと真ま里さとが座る場所の中間辺りに皿を置き、そのまま数歩下がる。

　酸味のある野菜を煮た匂においと、香こう辛しん料りようの匂いがした。口の中に唾つばがたまる。

　真里は皿と二人を見比べた。女はさらに後ろに下がる。男は椅い子すに座ったままほとんど動かない。真里は膝ひざをついて身を乗り出し、そっと皿に手を伸ばした。視線は二人の方に向けたまま、温かい皿の縁ふちに指をかけて、ずるずると引き寄せる。

　元の位置に腰を落ち着けると、皿を膝の上に載せた。白い湯気がしみて、目の表面にうっすらと涙の膜が張る。冷たかった顔が急に温められて、じんじんと痺しびれだす。

　トマトの入ったリゾットだった。真里は、その匂いを胸いっぱいに吸い込んだ。

　スプーンをつかみ、やわらかく煮られたご飯をすくって口に運ぶ。トマトの酸味と、ご飯にしみたベーコンの味が口の中に満ちた。飲み下すと、温かな感触が喉のどから胃に落ちていく。そのとたん、急激な空腹に襲おそわれた。真里は皿の縁に口をつけ、行ぎよう儀ぎ悪くスプーンでリゾットをかき込んだ。

　おいしかった。空っぽの胃を、温かく満たしてくれた。

　鼻の奥がツンとして、真里は慌あわてて二人の化け物に背を向けた。背を向け、鼻をすすりながら、皿の中身を食べ続ける。

　真里の目から涙がこぼれ落ちた。どういう理由で出てくる涙なのかよくわからないまま、真里は泣きながら食べ続けていた。







　蓑みの虫むしのように毛布にくるまって眠る真里の姿を、純じゆんは自分の膝の上で頰ほお杖づえをつきながら、呆あきれた思いで眺ながめていた。

　眠る真里の脇わきには、空の皿と鍋なべが置かれている。

　真里は何な故ぜか泣きながらリゾットを平らげると、おかわりにと綾あや佳かが持ってきた鍋を奪うばって鍋から直接食べた。

　そして、食べ終えると毛布をかぶり直して、うとうとと眠ってしまったのだ。

　なんだそりゃ。警戒してたんじゃなかったのか。この無防備さはどうなんだ。

「この子、ずっと何も食べてなかったのかな」

　綾あや佳かがぽつりと言った。

「十五歳でしょ？　そう見えないわ。すごく細くて小さいじゃない。……ちゃんと、食べさせてもらってなかったんじゃないの」

　純じゆんは顔をしかめた。嫌いやな想像だ。だけれど、それは正しいような気がした。依頼人のメールには、事情があって姪めいはまっすぐ育たなかったというようなことが書かれていた。

　この子には、伯お父じを殺そうとするだけの理由があり、依頼人には、姪に殺されるのではないかと怯おびえるだけの理由があった。多分、そういうこと。

　綾佳は深くため息をつくと立ち上がった。足音を立てずにそっと真ま里さとに近づき、腰を屈かがめて皿と鍋なべを取り上げる。

　その時、唐とう突とつに綾佳が短く叫んでのけぞった。

　綾佳の手から離れた皿と鍋が宙を舞い、床に落ちて耳を刺すような大きな音を立てる。

　その音に真里が飛び起きるのと、純が椅い子すを蹴けって立ち上がり、綾佳の背後に駆け寄ったのはほぼ同時だった。

　床で、奇跡的に割れずにすんだ皿がくわんくわんと回っている。

「おい、なんだよ」

　数歩のけぞったまま固まっている綾佳の肩に手を置いて引く。

「蛇へび！」

　綾佳は顔を引きつらせながら叫んで、目を見開いている真里の膝ひざの辺りを指さした。見ると、確かに小さな蛇が真里がかぶっている毛布の隙すき間まから半身を見せている。

　銭ぜに形がた文もん様ようが浮かぶ細長い体をＳ字形に曲げた蛇は、三角の頭を持ち上げて、純と綾佳を見比べるかのように頭を左右に動かした。
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　なんで蛇が家の中に。

　純は眉まゆをひそめ、はらはらしながら真里の様子を見守った。だが、真里は自分の使っている毛布の中から蛇が出てきたことに対して綾佳のように叫び声をあげるでもなく、わずかに目を見張っただけで、そっと指の背で蛇の頭の後ろを撫なでながら言った。

「お前、なんでここにいるの」

「それあんたの蛇か」

　真里は頷うなずいた。蛇の体をわしづかみにして、膝の上に載せている。

　綾佳はあからさまに顔を引きつらせて、また数歩あとずさった。真里はその様子を見て、すっと目を細める。

「蛇が怖いの？」

　化け物のくせに、とでも続けたそうな口調だった。

「怖いっていうか……気持ち悪いわ。正直言って」

　真ま里さとは少し考えるような間のあと、ぽいと無む造ぞう作さに蛇へびを前に放った。

　放られた蛇は、体をくねらせながら床の上をすべり、綾あや佳かの方に向かってくる。

　純じゆんはため息をついて、手で綾佳を後ろに下がらせ、向かってくる蛇に手を伸ばした。頭の後ろをつかもうとしたのだが、その前に蛇は鎌かま首くびをもたげ、純の手に咬かみつこうとする。

「駄だ目め！」

　真里が声をあげた。すると、蛇はぴたりと動きを止める。

「変に手を出さない方がいいよ。それ、多分マムシだから。咬まれると死ぬかもよ」

　真里は低い声でそう言った。純はまず何についてコメントするべきかしばらく考える。お前がけしかけたんだろ、という言葉だけは吞のみ込んで、一つずつ訊きくことにする。

「俺おれが殺されないよう、蛇を止めてくれたわけ？」

「別に」

　真里は口をへの字に曲げ、そっぽを向いた。

「この蛇、あんたの言うことを聞くのか」

　真里の表情が固まった。

「そもそも、なんでこの時期蛇がいるわけ。三月の北海道、蛇が冬眠から覚めるには早すぎるよな」

　純は、視線は蛇から外さないまま、綾佳の方にわずかに顔を向ける。

「綾あや佳か、わかるか。この蛇へび……多分〈モノ〉だ」

　背後で綾佳が息を吞のむ気配がした。純じゆんの後ろに半分隠れるように膝ひざをついて、綾佳はおそるおそる蛇をのぞき込む。

　霊れい的てき〈モノ〉ではない。半物質的〈モノ〉でもない。蛇は生なま身みの蛇で、ちゃんと酸素を吸って二酸化炭素を吐きながら生きていた。

　ただ、その体からは〈モノ〉の気配が微かすかににじみ出している。生身だけれど、〈モノ〉のにおいがする、まじりものの生き物。

　強しいて言えば、自分たちに似ている。

「この蛇、なんなんだ？」

　純は真ま里さとをじっと見つめたまま、努めて静かな声を出して問うた。

「何って……」

「ただの蛇じゃないだろ」

　真里はしばらくの間口をもぞもぞと動かしていた。やがて、ぽつりと言う。

「ビンの中に、入れた。カエルとムカデと、あと蜘く蛛もも一緒に。それで殺し合わせるの。……どうせ、この子が勝つと思っていたけど」

　綾佳は口元を曲げて、実に嫌いやそうな顔をした。

「なんでそんなことしたのよ」

「伯お父じさんを呪のろい殺そうと思って」

　綾佳は嫌そうな顔をしたまま、よく意味が捉とらえられないらしく首を傾かしげる。

　純は依頼人からのメールを思い出していた。依頼人は、姪めいが気味の悪い生き物を集めて呪いの道具にしていると訴えていた。この蛇が、完成した呪じゆ具ぐなのだろう。

「それ、あれか。……蠱こ毒どくってやつ」

「コドク？」

　綾佳が眉まゆをひそめる。

「聞いたことない？　なんか、皿とか壺つぼの中にこういう気味の悪い系の生き物を数種類入れて、殺し合わせて作る毒物。最後に生き残った奴やつが、主あるじの望みの相手を殺してくれる呪いの道具になるんじゃなかったっけ」

「どこで仕入れたのよ、そんな知識」

　綾佳はうさんくさげに純を見やった。

「さあ。多分漫画とか小説とか？　別に知識っていうほどのもんでもないし、それがフィクションなのか実際にある呪いの方法なのかも知らねえよ」

　真里を見ると、彼女もいまいち得とく心しんのいかない様子で純を注視している。

「でも、あんたがその方法で呪いの蛇を作ったってんなら、実際にあるやり方なんだろ。それとも、漫画なんかに出てきたやり方を真ま似ねたクチ？」

「漫画なんて、読んだことない」

　真ま里さとはぼそりと返した。だが、論点がずれている。

「あ、そ。じゃあ蠱こ毒どくなんてどこで知ったんだ。調べたのか」

「……知らないよ。何、蠱毒って」

　どこか苛いらついた様子で真里は言った。

「知らないって……。じゃあ、あんたなんでビンの中に蛇へびやら虫やら入れてみたりしたんだよ」

「知らないってば！　伯お父じさんを呪のろい殺してやろうと思って、そうしたらなんとなく、そんな方法が頭に浮かんだんだ。それがそんな、人に知られてる方法だなんて、思ってもみなかった」

　純じゆんは困惑した。そんな面倒で気色の悪い行動、偶然や無意識で取れるもんじゃない。純は首をひねりながら綾あや佳かを見る。

「こいつに憑ついてる〈モノ〉がやらせたのかな」

「うん……それしか考えられないけど、変よね、なんか」

　真里に憑いた〈モノ〉が、彼女の無意識の中に呪いの方法をすり込んだ？

　どうも釈然としなかった。そもそも、呪いとは人間が人間に対して発する悪意から生まれたものなのだろう。そのための技術的な方法を〈モノ〉が会え得とくしているというのは、どうにもしっくりこない。

　綾佳はいきなり蛇が動きだしても逃げられるくらいの距離を取りつつも、真里と目を合わせようとその顔をのぞき込んだ。だが真里は綾佳の視線から逃げるように、微妙に目を伏せる。

「ねえ、マサトくん。あなた一体どうやって伯父さんを殺したの？　伯父さんを呪い殺そうとして、その蛇を呪いの道具に仕立てあげたんでしょ。ということは、実際はその蛇が伯父さんを殺したの？」

　真里はすぐには答えなかった。数秒間迷うように視線を揺らし、やがて観念したように口を開いた。

「そうだよ。蛇にやらせたんだ。……今日はいきなり、これから客が来るって言って、伯父さんはバタバタ準備をしてた。普段使ってない座ざ布ぶ団とんを引っ張り出してきたり、廊下や階段のほこりを払ったり。雨戸も早くに閉めてさ。お前にも会ってもらうぞって言ってた。伯父さんが私を客に会わせようとすることなんて今までなかった。なんか嫌いやな感じがした。だから、決行したんだ。伯父さんが二階の廊下にいるとき、この子が飛び出していってその足に咬かみついた。伯父さんは叫び声をあげて、階段から転げ落ちてきたよ。この子の毒で死んだのか、階段から落っこちたときに頭を打って死んだのか、よくわからないけど」

「じゃああなたは、直接的には何もしていないのね？」

「この子にやらせた。この子と私は、つながってるんだ。私の意思に従って、この子は伯父さんを殺した」

　真里はそう言って、蛇の胴を両手できゅっと握った。

　綾あや佳かが横目で純じゆんを見やる。純は額に片手を当てた。

　早とちりだ。

　この子は、自分の手で伯お父じを殺したわけではなかった。この子は殺人なんか犯しちゃいない。死体を調べられたとしても、蛇へびの咬かみ傷が一つ見つかっただけだっただろう。

　死体を喰くう必要なんてなかった。むしろ、この子に無用の恐怖を与え、事態をややこしくしただけだったかもしれない。

「どうして、伯父さんを殺そうとしたの」

　綾佳が静かな声こわ音ねで訊きいた。

「殺したくなるような理由があったんでしょ」

　真ま里さとがすうっと目を上げた。大きな瞳ひとみから光が消えていた。それは、吸い込まれそうな深い黒だった。

「何を考えてるの？」

「何って？」

「私が伯父さんにいじめられてたとでも？」

「違うの？」

　真里は口を真一文字に引き結び、感情の読み取れない目で綾佳を凝ぎよう視ししていた。そして、言った。

「そうだよ」

　背筋を伸ばし、顎あごを持ち上げ、負けまいとするように、無理矢理な様子で胸を張る。蛇が、まるで心配しているかのように真里を見上げていた。

「そうだよ。伯父さんは私を嫌ってた。小さい頃ころから、私が勝手な行動をするとめちゃくちゃに怒った」

「勝手な行動って……」

　綾佳がつぶやくように問うと、真里は微かすかに笑った。幼い外見に不似合いな、暗い笑い方だった。

「自分の部屋とトイレ以外の場所に入ること。勝手に何かを食べること。家の中の物にさわること。……そんなこと言われたってさ、お金もなくて、ご飯をくれるのも伯父さんの気まぐれじゃ、苦しいじゃないか。だから盗みをしたり家出をしたりもしたけど、結局、状況は変わんなかった」

　蛇がちろちろと赤い紐ひものような舌をのぞかせる。真里の手が動き、蛇の背をまさぐる。

「伯父さんはさ、できるだけ私のことを見ないようにして考えないようにして、できるだけ私のことを忘れて生活しようとしてたんだ。伯父さんは私に、料理とか掃除とか洗濯とか、そういった仕事も何一つやらせようとはしなかった。あの人は、私に与えた小さな部屋の中で、私が生きていくことを認めただけだった。生かしてやる以上の関かかわりを、持ちたくなかったんだ」

「どうして、そんな」

「私の父親に恨うらみがあったから」

　綾あや佳かの問いに、真ま里さとは簡潔に答える。

「私の父親は、伯お父じさんを借金の保証人にして、返済できなくなって逃げたんだって。だから、伯父さんがその借金を代わりに返したんだって。伯父さんは、やってたお店売って、その頃ころ住んでた家も売って、それでも足りなくて、七年がかりでなんとか返したらしいよ。その間に、奥さんには出ていかれてさ。いまだに、その奥さんと正式に離婚するかしないかでもめてる。……伯父さんは、可哀かわい想そうな人だったんだよ。みんなそう言ってる。伯父さんは可哀想な人で、お前の父親はひどい人間だって」

「でもそんなの、マサトくんには関係のないことじゃない！」

　真里の目にかっと激情の色が走るのを、純じゆんは見た。

　そうだ。関係ない。確かに依頼人にも同情の余地はあるけれど、だからといって姪めいを虐しいたげてもいい理由にはならない。絶対にならない。

　真里にはなんの責任もない。けれどそれは言われるまでもなく、誰だれよりも真里自身が感じ続けていたはずだ。

　綾佳がそっと近づき、真里の肩に手を伸ばした。だがその瞬間、真里の表情が激変し、その手をすごい勢いではねのけた。

「さわんな！」

　大きな瞳ひとみがぎらぎら光る。背中で壁をすり上げるようにして立ち上がった。

「伯父さんは可哀想な人だったから、私に対してそんなあつかいをするのもしょうがなかった。でも、でもさ、私も可哀想じゃないか。私が伯父さんを殺したことだって、しょうがなかったんだ。あの人に、私をひどくあつかう権利があったように、私にはあの人を殺す権利があった」

「違う」

　断ち切るように、純は言った。

「そんな権利、どっちにだってありゃしねえよ。あんたの伯父さんがあんたをいじめたのは心の弱さのせいだ。あんたが最悪の選択をしたのは、取り憑ついている〈モノ〉のせいだ。……権利だなんて、そんなもの」

　吐き捨てると、気まずい沈黙が落ちた。

　真里はしばらくの間興奮に紅潮した顔をしていたが、やがてその顔からすうっと血の気が引いていき、元の不健康そうな白い顔に戻った。

　ごめん。

　つぶやくように真里は言った。すとんと尻しりを床に落とし、身を隠すように毛布をかぶり直す。蛇へびがするすると真里の膝ひざの上に這はい上っていった。







　真ま里さとには五歳以前の記憶がない。

　両親は同じような時期に別々に死んだのだと聞いている。真里を育てた伯お父じは、姪めいが傷つかないように気を遣つかって事実を隠すなどという発想ははなから持ち合わせていなかったので、真里はとても早い時期にそれを知ることができた。

　父親は心しん筋きん梗こう塞そくを起こしてぽっくりと逝いき、母親はそれからまもなく自殺したらしい。父親に浮気されて捨てられたあとのことだったというから、多分そのへんが理由で人生嫌いやになったんだろうな、と真里は他ひ人と事ごとのように考えていた。さもなければ、自分を捨てた男であってもその死は耐えがたく、あとを追ってしまったとか。

（どっちにしろ、そんなことで死んじゃうなんて、馬ば鹿かみたいだ）

　真里は思う。

（馬鹿みたいだ。私がいたのに。独りぼっちじゃなかったくせに）

　別に、恨うらんでいるわけじゃない。薄情者め、とは思うけれど、母親が生きていればもうちょっと幸せだったのかなとも思うけれど、なにしろ何も覚えていないのだから恨むのも悲しむのも難しい。

　父親に対してはそれ以上になんの感かん慨がいもない。最低だ最低だあれは最低男だとさんざん聞かされていたので、自分の中で一人の最低な男の像はできあがっていたが、それが自分と血のつながった父親だとはどうも実感できなかった。

　東京に出ていって、兄──真里の伯父を保証人にして借金して事業を興おこして、結局失敗して行方ゆくえをくらませた。そのあとの消息はよくわからないらしいが、どこぞで結婚して子供、つまり真里を作り、結局はその妻子も捨てて別の女に走って、最さい期ごは心筋梗塞を起こしてさよならだ。

　伯父の話と、大人おとなたちの噂うわさ話ばなしや同級生たちのいやみを総合してできる父親のプロフィールは、なるほど確かに最低男のものだった。

　真里はごろりと寝返りをうった。硬い床が背に当たって痛い。暖房を強くしてくれているので、さほど寒くはないけれど。

　枕まくらにしているバッグは、真里が家から持ってきた学校の指定バッグだ。支し度たくをしてこいと言われて、このバッグの中に目についたものを放り込んできたけれど、よっぽど動揺していたのか、なけなしの金以外にはろくなものは入っていない。たいした荷にもならない荷造りをして下に下りると、伯父の残ざん骸がいとして残っていた土くれは綺き麗れいに片づけられていた。支度をしてこいと言ったのは、真里をその場から追い払うための口実だったのかもしれない。

　夜、あの二人にベッドを使うように勧められたのだが無視してこの部屋の隅に居座り続けている。

　真里が動かないのを見ると、二人は困ったような顔をして、ならせめて布ふ団とんを使えと言って持ってきてくれた。

　やわらかそうな布ふ団とんの誘惑と、拒否感の間で揺れて、結局折せつ衷ちゆう案あんとしてかけ布団だけをひったくってそれにくるまっている。

　自分のこの中途半はん端ぱな態度に、真ま里さと自身呆あきれていた。

　二人の化け物──純じゆんと綾あや佳かといったっけ──は、始終心配そうに真里のことを見ていた。本気で心配しているのかどうかは知らない。

　けれど、彼らのその人間くさい表情を見ていると、少なくとも、彼らが困っていることだけは──真里が彼らを困らせていることだけは、確かだと思えた。

　真里は布団に顔をうずめて、小さく鼻をすすった。







　部屋を出ると、香ばしいを通り越した焦こげのにおいが漂ってきた。

　綾佳はぎょっとして、においの元、台所へ急ぐ。

　台所では真里が難しい顔をして、もうもうと黒い煙を上げるフライパンを握っていた。

「マサトくん、あなた、何やってんの？」

「失敗した」

　真里は、眉み間けんにしわを寄せて（昨日から寄せっぱなしなので、もはや綾佳の目にはそれが真顔に見える）、フライパンの中の黒い物体を見つめていた。よく見ればその脇わきには、こちらもよくわからない平べったく白っぽい塊かたまりが皿の上に載っている。

「もしかして、料理をしようと思ったの？」

　真里は頷うなずく。

「何を作ろうとしたの？」

「……パン」

「……フライパンで？」

　綾佳の問いかけに、真里は見ればわかるだろうというような顔をした。

　コンロの横には、小麦粉と塩とボウルだけが置かれている。

「その黒いものは、粉と塩を水で練ったものを焼いてできたのかしら」

　再び真里が頷く。

「そっちの白いものは？」

「同じ。食べてみたら生なまっぽかったんで、今度はよく焼こうと思ったら黒くなった」

　意外と素直に真里は答えた。

　これは歩み寄りだろうか。

　綾佳は反応に迷いながら考える。昨夜はあれだけ頑かたくなだった真里が、自ら化け物の家の台所に立ち、曲がりなりにも料理をしようとしている。

「あのね、パンっていうのはオーブンで焼かなきゃいけないの。フライパンだと……ちょっと、難しかったわね」

　綾あや佳かは控えめな言い方で指摘した。

「それとね、パンを作るにはイーストを入れてふくらませないと」

「イーストって？」

「発はつ酵こうに必要な菌で……」

「菌？」

　真ま里さとは嫌いやそうな顔をした。バイ菌とか細菌だとかを思い浮かべているのかもしれない。

　綾佳は軽く肩をすくめると、冷蔵庫を開けた。卵と野菜を取り出す。とにかく、まっとうに食べられる食事を作らなければならない。

「ところで、なんでパンだったの？」

　レタスの葉をちぎり取って洗いながら尋たずねる。真里は少し離れた位置から綾佳の手元をのぞき込んでいた。

「伯お父じさんが、昔パン屋をやっていたらしいから」

「へえ、今はもうやってないの？」

「私が引き取られたときにはとっくに店はなかった。私の父親の借金を返すために売っちゃったんだって」

「ああ……」

　しまった地雷を踏んだかと綾佳は内心ひやりとしたが、真里の様子は変わらなかった。

「伯父さんの手作りパンなんか、一度も食べたことないけど。手作りパンって、どんな味するのかなと思って」

　そこまで言って、真里はしゃべりすぎたと思ったのか、眉まゆを寄せて口をつぐんだ。

　綾佳はその姿をしげしげと見て、少し迷ってからまったく関係ないことをややためらいがちに口にする。

「マサトくん、よかったらシャワー浴びてきたら？　着がえは貸してあげるから」

　いつからそのままなのか、真里の着ているセーターもジーンズもくたくたになって薄汚れている。肩までの長さの髪もぺたりと頭にはりついていて、体たい臭しゆうも──さほどひどくはないがないわけでもない。

　自分の身なりに今気づいたのか、それとも指摘されてしまったことが恥ずかしかったのか、真里の顔にさあっと朱しゆが上った。

　綾佳はそれを見ながら、なんだ、こういうところは普通の女の子じゃないかと少し安心した。







　よくわからないのだが、純じゆんが起きたとき、真里の様子はずいぶんと改善されていた。

　彼女は綾あや佳かのワンピースを着て、居間の椅い子すに腰かけていた。ベージュのワンピースは真ま里さとが着るとまったく別の服のように見える。膝ひざ丈たけワンピースのはずの裾すそがすねの中程まできていて、てるてる坊ぼう主ずを連想させる姿になっていた。真里の背は、綾佳より頭一つ分は低い。長すぎる袖そでをまくって着ている姿が妙に可愛かわいらしくて、純じゆんは思わず笑ってしまった。

　シャワーを浴びてきたのか、真里の髪から時々したたるしずくが肩を濡ぬらしている。

「頭ふけよ」

　タオルを差し出してみると、真里は純を見上げた。まだ体の大きさのバランスが整わない幼児みたいな大きな目をしていた。白っぽかった肌が、風呂あがりのせいか薄く桃色づいている。

　真里はためらいがちにではあるが素直に差し出したタオルを受け取り、無む造ぞう作さに髪の毛をふいた。

　手負いの小さな獣けもののようだった少女は、こうやってあらためて見てみると、思いがけないほど可愛かった。

　いつも眉み間けんにしわ寄せて、睨にらむような目をしているから偏へん屈くつなガキに見えるんだよな、と純は心中でつぶやく。

　テーブルの上にはすでに食事の支し度たくがされていて、チーズとポテトのオムレツとサラダが並べられている。そしてその横には、白と黒の扁へん平ぺいな物体。

「その平べったいやつ、何？」

　コーヒーを運んできた綾佳に訊きくと、彼女は何な故ぜか脅きよう迫はく的な雰囲気のにじみ出る笑顔を向けてきた。

「マサトくんが作ったパンよ」

「パンって……」

「パンよ」

　綾佳に力強くそう押しきられ、純は釈然としない気持ちのまま席に着く。綾佳はオムレツにケチャップをかけ、少し考えてから、パンだと言い張る物体が載っている皿の縁ふちにも少し出した。

「多分、ケチャップをつけるといいんじゃないかな」

「パンに？」

「パンに」

　純はそれ以上問答する気をなくして、その通りにしてみた。なるほど、ケチャップをつけた白い物体は具のないお好み焼きのような味がして、こういう料理だと思えば食べられなくもなかった。黒い方は焦こげの味しかしなかったが。

　真里は難しい顔をして、黙々と食べ物を口に運んでいた。そして、誰だれよりも早く食べ終えると、唐とう突とつに、しかし決然とした様子で顔を上げた。

「理由を教えて」

「理由？」

　純じゆんは飲んでいたコーヒーカップを置く。綾あや佳かも手を止めて視線を真ま里さとの方に向けた。

「私のこと、助けるって言ってくれたよね」

　真里の目はまっすぐに純に向いていた。その目からはいまだ怯おびえの色は抜けきっていなかったが、何かを吹っきったような、虚勢ではない強さがあった。

　純はその視線に応こたえるように彼女の顔を見返し、頷うなずく。

「言った」

「どうして？」

「あんたが〈モノ〉に憑つかれたのは、多分……」

　一瞬だけ、綾佳のことを気き遣づかった。だがここで言葉を切るわけにもいかず、純は言う。

「多分、俺おれたちのせいだから」

　訝いぶかしげな顔をする真里に、純は語った。

　──二年近く前、俺たちはエレベーターの中で瀕ひん死しの〈モノ〉に襲おそわれた。喰くわれそうになったって言った方がいいのかな。けど、その〈モノ〉は人を喰うほどの力は残ってなくて、なんでか……俺たちと同化する形になった。〈モノ〉の破片が、俺たちの体に溶けたんだ。おかげで、俺たちは半分化け物になって、普通の食べ物以外に、魂たましいを喰わなきゃ生きていけない体になったんだ。でもだからって人間喰うわけにはいかないから、〈モノ〉を喰って生きようと、モノ祓ばらい師になった。それで、一年半くらいは〈モノ〉を喰って生きてたんだけど、〈モノ〉喰うたびに、俺たちの体はだんだん変化して強くなっていっちまって……他ほかのモノ祓い師たちに、危ない奴やつらだ。倒した方がいいんじゃないかって思われるようになった。そんなときに……ちょっと、色々あって、俺たちの中の一人が、やっちゃいけないことをやっちまった。

　なにをしたの？　と、この時だけは真里が口を挟はさんだ。純はただ首を横に振った。

　──普通のモノ祓い師たちが、こいつらはもう危険すぎる、倒すしかないって思うようなこと。……だけど、俺らは殺されたくなかった。人間喰わなきゃ生きられないような状況に陥おちいるのも怖かった。だから、モノ祓い師たちが自分たちを頼らざるを得なくするために、大昔から封じこめられていた巨大な〈モノ〉を、解放した。

　真里は真剣な顔で聞いていた。純にはそれが逆におかしいことのように見えた。こんな馬ば鹿かげた話を真まに受けるなんてどうかしてる。けれど、真里はそれを真実として受け取るしかない事態をその身にひっかぶってしまっていた。真里の上に、半分人間ではなくなったことを知らされたときの自分の姿が重なって、純は息苦しくなった。

「結けつ界かい破って〈モノ〉を出した場所は、京都。あの日、巨大な〈モノ〉に引っぱられて小さな〈モノ〉たちもたくさん出てきた。百ひやつ鬼き夜や行ぎようの光景だったよ。一月二十八日のことだ」

　真里の目が見開かれた。

「覚えてるだろ？　あんたが家出して京都まで行った日だよ」

「なんでそれを知ってるの」

「あんたの伯お父じさんに聞いた。俺おれがあんたの家に行ったのは、伯父さんに依頼されてたからだよ。……姪めいに呪のろい殺されそうだから助けてくれってさ」

「依頼？」

「東京から逃げてきてからも、俺たちはモノ祓ばらいの仕事をしてるんだ。金のためっていうより、食事のために。まあ、今はまだ、京都で喰くった〈モノ〉のおかげで飢うえてはいないけど」

「じゃあ、本当は伯父さんを助けに来たの？」

「助けにっつーか、まあ、そうなのかな。具体的にどうしたらいいのかはわからなかったけど、とにかく責任を取らなきゃと思ったから」

「でも、手遅れだったんだ」

　真ま里さとの声のトーンが落ちた。

「……あんたの伯父さんに関してはそうだな。だけど、あんたはまだ手遅れなんかじゃない」

「私、人殺しだよ」

　落ち着いた声だった。その言葉に、それまで黙ってやりとりを聞いていた綾あや佳かが、きっぱりと首を横に振った。

「違う。あなたがやったんじゃない。全部、あなたに憑ついてる〈モノ〉のせいよ」

　真里は少しの間考え込むように沈黙した。そして、純じゆんと綾佳を等分に、ゆっくりと見比べた。

「二人とも、半分化け物なんだよね。人、殺したことある？」

　なくしてきた一人の人間の顔が純の頭に浮かんだ。だが動揺は胸の中だけに押し込んで、純は平静な顔で頷うなずいた。

「……俺は、あるよ」

「そっか」

　淡たん泊ぱくな相あい槌づちの中に、どこかほっとしているようなにおいを感じた。純は咎とがめるように軽く真里を睨にらんだ。

「言っておくけど、そんなことで俺たちに親近感を覚えるなよ。あんたは違うからな。俺たちとは、絶対に」

　言うと、真里はほんの一瞬だけ、仲間はずれにされた子供のような顔をした。

　純は重ねて言う。真里と自分の両方に言い聞かせるように。

「あんたは戻れる。たとえ人殺しだろうとなんだろうと、あんたはやり直せるよ」




　　　　　　＊




「マリがいない？」

　家までやってきた千ち穂ほがもたらした知らせを、守まもるは眉まゆを寄せてオウム返しにした。

　千ち穂ほは大きく頷うなずいた。

　真ま里さとが男のような自分の名前を嫌っているため、千穂と守まもるは彼女の名前をわざとマリという愛称で呼ぶ。

「また家出かな」

「多分……。でも、ちょっと変なの。実は、森もり山やまの小お父じさんも工場に出勤してないらしくて」

「へえ？」

「無断で休んだことなんて一度もないらしいよ。なのに今日はなんの連絡もなく来ていないから、工く藤どうさんが心配してうちの母さんに電話してきたの。それで、母さんと一緒に様子を見に行ったら、家に鍵かぎがかかってなくて、誰だれもいなかった」

「じゃあ、二人で出かけたとか」

「あの二人が？　家も開けっぱなしで？」

　守が顔を曇らせた。心配と怪け訝げんの色が濃くなる。

　森山家の主人とその姪めいの仲が最悪であることは、地元の者ならば誰もが知っていた。

　真里の父親の借金のせいで森山の小父さんが苦労したとかなんとかいうことが原因らしい。千穂はその経緯を親から噂うわさ話ばなし的に聞いただけだが、親の口振りはずいぶんと森山修しゆう助すけ氏に同情的だった。

（そんなひどい弟の娘でも、ちゃんと引き取って育てているんだからえらいわよね）

　母親はそんなことさえ言った。そのえらい森山修助氏が、引き取った娘をどんなふうにあつかっているのか、知らないわけではないだろうに。

　千穂がその言葉に抗議し、真里が置かれている状況を訴えると、母親はやわらかく微笑ほほえみ、千穂はそんな子とも仲良くしていてえらいわね、と言った。完全にずれている。

　おっとり平和主義の千穂の母でさえそうなのだから、地元の人たちのほとんどが、森山修助の味方で、真里に冷たいのも仕方がないのかもしれない。十年間この地で育っても、大人おとなたちにとってはやはり真里はよそ者で、真ま面じ目めな修助さんを苦しめた、腹立たしい弟の娘なのだろう。

　けれど、真里は千穂の目にはなかなか魅み力りよくのある人間として映った。だから、学校でものけ者にされがちだった真里とも、千穂はずっと仲良くしてきたし、必要とあらば庇かばいもした。

　昔は、真里の家出の手伝いをしてやったことも何度かある。十五歳になった今では、無む駄だな家出を繰り返す真里を諫いさめる側に回っているけれど。

「マリに関しては、多分家出だとは思うんだけどね……。最近マリの様子ちょっと変だったし。それにほら、高校進学するかしないかでずうっと小父さんともめてたらしいじゃない」

「ああ、マリはすぐ働きたがってたよなあ」

「そうそう。なのに、小父さんは高校行けの一点張りだったって。マリ、結局無理矢理受験させられたんだよ。嫌ってるくせになんで進学させたがるんだろうって悔くやしがってた。そのせいかどうかはわかんないけど、最近のマリはなんか暗かったっていうか、何かに怒ってたっていうか……ちょっと怖い感じさえしたんだ。だから私、ああこりゃきっとまた家出するだろうなって思ったのよ。それで、母さんが電話を受けたとき、私も気になって、一緒にマリの家に行ってみたら……」

「誰だれもいなかった、と」

　守まもるは先回りしてそう言うと、腕を組んだ。色素の薄い茶色がかった髪が一筋揺れる。もし彼が不ふ真ま面じ目めな生徒だったら、先生に目をつけられそうな色だ。

　守は千ち穂ほの、中学校に入ってからの友達だった。子供っぽい同級生の男子たちの中で、守はいつも落ち着いていて、理知的だった。千穂が真ま里さとを紹介したときも、守は少しもためらわずに微笑ほほえんで、よろしくと言ったのだ。

　千穂にとって、真里に関する問題は、守と一緒に対処していくべき案件だった。私たち二人だけが、真里のことをわかってやれる。そのことが、千穂と守の間を親密なものにしている気がして、千穂は密ひそかにうれしく思ってもいた。

「それにね、森もり山やまの小お父じさんもここのところ変だったの。二、三日前に突然うちに来てさ、パソコンを貸してくれって言ったんだよ。あの小父さんが！」

「何に使いたかったんだって？」

「メールがしたいんだって。やり方わかるんですかって訊きいたら、わからないから教えてくれって言われた。メールアドレスを書いたメモを持ってきてさ。……メールの相手、誰だったんだろう」

「訊かなかったの？」

「一応訊いたけど、教えてくれなかった。メールの文章も紙に書いてきて、それをもたもたした手つきで打ってるから、代わりに打ち込んであげましょうかって言ったんだけどね。いらない、見るな、向こうへ行ってろ！　って逆に怒られたんだよ！」

　話しているうちに、その時の腹立たしさを思い出してつい声を荒げてしまった。

　人が親切で言ってあげたのに何なんだ、と思う。メールを送信し終えたら終えたで、今のメールはパソコンの中に残るのか、残るのなら消してくれ、と強い口調で言い、彼が監視するような目で見ている前で削さく除じよさせられた。

　そりゃ、気にならなかったわけじゃないけど、盗み見をするに違いないと頭から疑われている気がして、気分はよくなかった。

「そのメールに返事は来た？」

「来たよ。返事が来たら絶対に中を見ないで知らせろって言うからその通りにしてあげた。なんか……小父さん、ものすごくがっかりしてる感じだったな。ううん、がっかりよりもっとひどい。もう、この世の終わりみたいな顔してた。それでまた、その返信の返信もずいぶん時間かけて送ってた」

　守まもるは首を傾かしげた。

「それって、何か関係あるのかな」

「わかんないけど、でも、変じゃない」

　変だね。と守は答えた。ドラマに出てくる探偵役のように、人差し指と親指で顎あごを挟はさんで考え込む仕草をすると、顔を上げた。

「もう一度マリの家に行ってみよう。ちょっと近所に出ていただけって可能性もないわけじゃないし」

　守はそう言うと後ろ手に玄関の戸を閉めて出てきた。千ち穂ほと並んで歩きだす。

　守の家の裏手から、ミズナラの林が延々と続いている。地面を白く覆おおっている雪は、解けかけたり固まったりを繰り返して、表面がぼこぼこといびつな形を作っていた。木の根元だけは雪が解け、ぽっかりと穴をあけている。

　真ま里さとの家は、先程千穂が訪ねたときと変わらず、静かだった。千穂は一応玄関ブザーを鳴らしたが、やはり応こたえる者はない。ごめんくださいと大きな声をあげてみても同じ。

「千穂、中には入ったの？」

　守が念のためにもう一度玄関ブザーのボタンを押しながら訊きいた。

「玄関先にだけね。そこから奥に呼びかけたの」

　守は頷うなずくと、遠えん慮りよがちにゆっくりと戸を引いた。

「ごめんください。森もり山やまさん？　マリ？　誰だれかいませんか？」

　昼間の光に慣れた目には、室内は暗く、目がじんと痺しびれて一瞬何も見えなくなる。視覚が戻って目に映ったのは、薄暗い廊下だけだった。

「暗いな」

　守が言いながらそっと靴くつを脱ぎ、板敷きの廊下にあがった。守の靴下の下で、床がぎしりときしんだ。

「雨戸が閉まってる」

　居間をのぞいた守が言った。千穂はなんとなく気味が悪くて、守の後ろにぴったりとくっつく。

「本当だ。じゃあ昨日の夜からいなかったってことなのかな？」

「うん……」

　守は曖あい昧まいに頷きながら、一部屋一部屋を見て回る。

「マリの部屋って上だっけ？」

　守は上を指さして訊いた。千穂は頷き、守の腕をつかんで、および腰になりながら階段を上がる。

「ねえ、なんかちょっと怖くない？」

「今は真っ昼間だよ。雨戸が閉まってるから暗いだけで」

「わかってるけどさ……」

　雨戸の閉まりきった家の中は、時間の感覚を狂わせるように暗い。電気をつければよかったと遅ればせながら考えた。今は昼間なのだという思い込みと、家人の許可なく家にあがり込んでいるといううしろめたさのせいか、その行為を今までなんとなく思いつけずにいた。

　二階の一番奥にある真ま里さとの部屋に入る。そこもやはり雨戸が閉めきりになっていて暗かった。そっと電気をつける。

　不衛生という意味での汚さはないが、部屋の主あるじの大おお雑ざつ把ぱな性格を反映して、物が少ないにもかかわらず、室内は脱いだ衣服や出しっぱなしの教科書などでそれなりに散らかっていた。

「千ち穂ほ、マリが荷物まとめたかどうかってわかる？」

「ん。ちょっと待って」

　千穂はしゃがんで机の脇わきをのぞき込んだ。真里が唯一持っている鞄かばんである、中学校の指定バッグが消えていた。

「バッグがない。あー、やっぱ家出だねこりゃ」

　千穂は深くため息をついた。だが、呆あきれると同時に少し安心もした。いつもの家出なら、きっと遠くないうちに帰ってくる。

　千穂にとっての気がかりは友人の安否であって、正直小お父じさんのことはわりとどうでもよかったので気が抜けた。小父さんは大人おとなだし。何かあったとしても自分でなんとかするだろうし。

「ほんっと、人騒がせな子！　家出するんなら一言相談くらい……」

　ひっ、と、息を吞のむような悲鳴が千穂の言葉尻じりにかぶった。ぎょっとして見やると、守まもるが目を見開いたまま顔を強こわばらせて一歩あとずさったところだった。

　ただならぬ様子に、千穂の背筋が冷たくなる。

「守？」

　守は千穂を見、何か言いたげに口を動かしたが結局言葉は発さずに、ある一点を指さした。

　そこには、数本のビンが並んでいた。

　千穂は、とっさに理科室を連想した。一番似ているのはあれだ、学校の怪談には欠かせない、理科室の棚たなに並ぶホルマリン漬づけ。

　けれど、今目の前に並ぶビンの中身は、生きていた。一つ一つの中で、生き物がうごめいている。

　絡からみ合うように身をくねらせている数匹のムカデ、ビンの底や壁を這はい回る蜘く蛛も、生きているのか死んでいるのかわからないカエル──。

　全身の毛穴がざわめいた。

　しばらく何も言えず、目を背そむけるということにすら思い至らずに、千穂はじっとその不気味なビンを凝ぎよう視ししていた。

　数秒経たってから、ようやく「ぎゃああ」と悲鳴が出た。

　足をばたつかせ、尻しりでずってあとずさる。守まもるも千ち穂ほの悲鳴につられたのか、わああと叫んで尻もちをついた。

　千穂と守はお互いにお互いの手を握り合って青ざめた顔を見合わせる。

「な、何よあれっ！」

「あ、あれ……、マリの、なのか？」

「知らないよっ！　私が前にここに来たときは、あんなのなかったもん！」

　千穂は守の手をぎゅうぎゅうと握りしめてわめいた。友人を心配する気持ちが、薄気味悪さと不審感に染め変えられていく。

「か、観察のために飼ってたとか？」

「馬ば鹿か言わないでよ！　こんな気持ち悪いのを、なんのために……」

　真ま里さとが虫が好きだったなんて話は聞いたことがない。それに、ビンに入れられた生き物たちは、とても「飼われている」ようには見えなかった。イメージとしては、「ストックされている」感じだ。必要になったらいつでも使えるように、ビンに入れて取っておいているみたいじゃないか。

　だけどこんなものを、何に使う？

　一つだけ、ひときわ大きなビンがあった。底の直径が三十センチくらいの、千穂の家で梅酒を作っているビンと同じような形のもの。そのビンの中は、空だった。けれど内側は何な故ぜかどんよりと曇っていて、底には昆虫の足のようなものが落ちている。このビンは何に使ったんだろう。

「もう駄だ目め。ここ、気持ち悪い……」

　本当に気分の悪さを感じて、千穂は這はうように部屋を出た。真っ暗な階段を下りて、玄関まで駆けて引き戸を開ける。陽光に照らされた明るい──実際は薄曇りだったので雲越しの弱々しい日光しかなかったのだが、今の千穂にとっては十分に明るい外の世界が広がる。ようやく、落ち着いて息ができた。

「ね、守。マリは本当に、ただの家出なのかな？」

　雨戸を閉めきったままの無人の家、ここのところ様子がおかしかった二人の住人、そして、不気味な生き物のビン詰め──。

　守は、千穂の質問には答えなかった。ただ、強い声で宣言するように言った。

「僕、マリを捜すよ」

「え？」

「何があったのか知らないけどさ。理由があったはずだよ。あんな、不気味なことをする理由も、姿を消さなきゃならなかった理由も。だとしたら、マリは誰だれかの助けを必要としているのかもしれない」

　真里に関する案件を共に解決していく同志であるはずの、守のその決意の表情に、千穂は置いていかれた気がして胸が痛んだ。

　一緒にマリを捜そうって言ってくれたらいいのに。

　守まもるが千ち穂ほを置いて、真ま里さとの方へ走っていってしまったような、そんな寂しさを覚えながらも、千穂は「そうだね。捜そう」と言って頷うなずいた。




　　　　　　＊




　モノ祓ばらいの仕事って、どんなことしてたの？

　ベランダで煙草たばこを吸っていた純じゆんのところへ行って、真里はそう訊きいてみた。

　純は少し驚おどろいたような顔をした。

「ここに来てからの仕事？　それとも東京にいた頃ころの？」

「どっちでもいい」

「そうだな、東京のときは七なな倉くらが……俺おれたちの保護者みたいな奴やつがいたから。そいつがいつも仕事を選んで持ってきてくれたんで、俺たちはただそれをこなせばいいだけだった。函はこ館だてに来てからは色々だな。取り憑つかれてもいないのにお祓いをしてくれって言ってくる人もいるし。人形の供く養ようだとか死んだ誰だれ々だれの言葉を聞いてくれだとかいうのもあったし」

「そういうのもやってあげるの？」

「俺たちには無理だよ。真ま似ね事ごとの演技をして金をもらうのも気が引けるしな」

「化け物のくせに」

　そう言ったが、自分で意識していたよりもずっと好意的な、からかうような声こわ音ねになったので真里は慌あわてた。

　純は笑う。

「化け物にも良心くらいあるんだよ」

　純は薄く開いた唇くちびるから、煙草の煙を吐き出す。

「それとも魂たましい喰くって生きるような化け物は、いい人のふりしちゃ駄だ目めデスカ？」

　純はふざけた口調でそう言った。口調はふざけていたのに、何な故ぜか真里の心臓の辺りは鈍く痛んだ。

「一番最近のまっとうな仕事は、霊れい的てき〈モノ〉に取り憑かれた女の件かな。なんとかっていう宗教団体の信者だったらしくて、最初はこれが神秘体験だって思ってたらしいんだけどね。実際は幽ゆう霊れいに取り憑かれてましたって話」

「人に取り憑いている奴は喰えないんじゃなかったの？」

「霊的〈モノ〉は別だよ。いわゆる幽霊なんかは、完全に生きている人間の中に入り込むことはできない。ほら、幽霊は人の背後に憑くって言われがちだろ。まさにそんな感じ」

「じゃあ、私のは」

「半物質的〈モノ〉って俺おれたちは呼んでる。元から人間とはまったく別物だよ。あんたに憑ついてるのは、人の中に入り込んで、その精神を喰くらったりする奴やつ。ちゃんとしたモノ祓ばらい師にとっては、憑かれた人間の中から〈モノ〉を追い出すのは難しいことじゃない。……それをできる人を捜してくるから、もう少し待ってろ」

「私に憑いてる〈モノ〉は食べられないの？」

「外に出さえすれば喰える。むしろ俺たちの主な食料だよ。霊れい的てき〈モノ〉じゃ、ほとんど腹の足しにはならないからな」

「ふうん。人間じゃ駄だ目めなんだ」

「生きてれば別だけど」

　純じゆんの言葉に、真ま里さとは口をつぐむ。伯お父じさんはどうだったんだろうと思った。

（まだ死んだばかりだな。魂たましいも体から抜けきっていない）

（これなら喰える）

　あの時の純の言葉がよみがえる。伯父の体にはまだ、霊体のようなものが残っていたのだろうか。

　伯父さんは本当に死んでいたのかな。

　ふと、真里は思った。

　脈が止まっていることは確認した。けれどそんなのは、心臓マッサージで再び動きだしたかもしれない。

　その考えを純に話してみた。すると彼は一瞬表情をなくし、数秒してから苦笑いを浮かべて、「それじゃ、俺が殺したってことにしとけ」と言った。

　責任転てん嫁かしようとして言ったわけじゃないのに、と真里は不本意な思いで再び口を閉じる。

　少し近づいてみようかと、真里はベランダに出る。手すりの上に煙草たばこの箱が置いてあった。純の様子を気にしながらも、そっと手に取ってみる。

「吸ってみてもいい？」

「駄目」

「なんで？」

「いいことないから。それに、ガキの頃ころに吸うと成長の邪じや魔まになるって聞くし。あんたただでさえチビでガリガリなんだからやめとけ」

「化け物のくせに」

　今度はちょっと意識して冗談っぽい声を出してみた。純はまた笑った。

「じゃあなんで自分は吸ってるの」

　純は自分の指の間にある吸いさしの煙草を見つめ、少し考えてから、足あし下もとに落として踏み消した。

「そうだな。やめる。無意味だし、無駄に金かかるし」

「別にそういう意味で言ったんじゃない」

　純じゆんの行動をあてつけのように感じて、表情が強こわばった。だが純はまた笑ってみせる。

「俺おれ、本当は煙草たばこの効果って何も得られないんだよ。ただの手て慰なぐさみ。でもそれも、よく考えてみたら間抜けだよな。赤ん坊のおしゃぶりじゃないんだから」

　自じ嘲ちよう的に純は言う。真ま里さとは自分の手の中にある煙草の箱に目を落とした。

「やるよ、それ」

「吸うなって言った」

「もう少し肉つけて背も伸びて大人おとなになったら、吸いたきゃ吸ってもいいんじゃない。まあ、それでもやっぱりいいことはないと思うけど」

　真里はじっと箱を見つめる。

　大人になれるようにちゃんと生きろと言われたのだろうか。生きて成長して大人になれるように、助けてやるという意思表示のつもりだろうか。それとも、別に意味なんてないのか。

　真里は純を見上げた。

「純ちゃん」

　呼びかけてみる。純はぎょっとした顔をした。ちゃんづけなのは、いつも自分が男みたいな名前だと馬ば鹿かにされることの鬱うつ憤ぷん晴ばらしと、くんづけしてくることへの仕返しのつもりだった。……マサトくんと呼ぶのはもっぱら綾あや佳かの方だったが連帯責任だ。

「そのうちお腹なかがすいたら、私を食べる？」

「食べない」

　きっぱりした答えが返ってくる。

「なんで？」

「もう、人間は喰くわない。……俺は、まだ人間でいることに対して未練たらたらなんだよ」

　真里は少し考えた。それから、言った。

「いい魔ま物ものを目指してるの？」

「……お前、あんまり人の話聞いてないだろ」

　純は疲れきった顔をした。







　真里のことは水み藤とうが帰ってきてからあらためて話し合おうと一時のばしにしていたのだが、その水藤が帰ってこないうちに夜になってしまった。

　純は時計を見上げ、しばらくうろうろと歩き、台所で夕食の食器を洗っている綾佳のところへ行った。

「水藤からの連絡あった？」

　綾佳は首を振る。

「まあでも、出かけたのは昨日の朝だし。仕事に数日かかることなんて別に普通だし、心配するほどのことじゃないでしょ」

　綾あや佳かはそう言ったが、その口調には微妙に不安げなものが交じっていた。

　モノ祓ばらいの仕事を行うのは、大たい抵ていは夜だ。昨日の夜うまくいかなかったのなら、仕事は当然今晩に持ち越されただろう。よくあることだし、わざわざ連絡してくる必要もない。

　心配するほどのことじゃない。

　それなのに、まるで娘の帰宅時間が遅れていることを心配する母親のように気をもむ自分たちに、純じゆんは苦笑した。

「あいつが帰ってこないのって、微妙にトラウマだよな」

　言ってみたら、冗談とも本気ともつかない声こわ音ねになった。

　真ま里さとが不思議そうな顔をして二人を見つめた。













　　　第二章　交こう錯さく〈三月二十六日から二十七日②〉







　暗い。

　暗く閉じられた穴だ。

　水み藤とうは、橋の下をのぞき込んでそう思った。

　谷底には浅い川が流れている。その川は細くはあるが東西に長く伸びていて、決して閉じられた空間ではない。

　にもかかわらず、水藤は橋の下の暗い空間が、巨大な壺つぼのように見えて仕方がなかった。

　飛び降り防止のフェンスに指をかけ、顔を寄せる。

　確かに、霊れい的てき〈モノ〉はそこにいた。けれど、水藤が想像していたような、渾こん然ぜんとした霊の集合体の形でもなく、独立した多くの霊がいるわけでもない。

　暗い谷の底には、一つの霊的〈モノ〉だけがいた。

　その〈モノ〉からは、腹の中にるつぼを持っているかのような、何か多くのものが混ざり合ったような不気味な気配がした。だがそれでいて確固とした個性を持っていて、そして極めてまずそうだった。

　水み藤とうは眉まゆをひそめた。

「なんだあれは」

　昼間の、依頼人との面会を思い出す。依頼人は、仙せん谷たに由ゆ紀き夫おと名乗った。

　二十代後半くらいだとは思うが年齢不詳の感じもする男で、格好次第で若くも老ふけても見えるだろうという気がした。

　水藤は問題の場所を写した写真と、そこへ行くための地図に目を通しながら訊きいた。

「それじゃあ、この橋の下にたまっているという〈モノ〉を祓はらうことをご希望なんですね」

「そう。自殺の名所だからね、きっと死んだ霊れいの怨おん念ねんが渦巻いているんだよ。この橋の上で事故が頻ひん発ぱつしているのも、霊のしわざなんじゃないかって思えて」

　仙谷は沈痛な面もちで言った。彼は、一番長い部分がわずかに肩にかかる程度に伸びている髪を無む造ぞう作さにかき上げる。生え際ぎわの辺りに傷きず痕あとがあるのが見えた。

「失礼ですが、仙谷さんは何な故ぜこの場所の祓いを依頼なさったんですか」

　このような、いわゆる心霊スポットのような場所のモノ祓いが持ち込まれることはほとんどない。自分の所有している建物なり敷地なりが心霊スポットになってしまい困っているというのならともかく、この橋は公共物だ。

「僕が住んでいるのはこの橋の近く、山側の集落でね。この橋はしょっちゅう利用しているんだよ。それなのに、この橋の上では原因不明の事故が相次いでいる。先日、うちの家族も事故を起こしてね。幸い軽い怪け我がですんだが、またこんなことがあったらと思うと……」

　仙谷は言葉を切り、ため息をついた。

　水藤もまた、こっそり息を吐く。

　はっきり言って、受けたい依頼ではなかった。自殺の名所にいるような霊的〈モノ〉など、喰くえたものではないに決まっている。

　本当なら、メールで事情を教えてもらい、そこで引き受けるかどうかを判断したかった。だが仙谷は、どうしても直接会って話したいと主張し、問題の場所がある青森までの旅費と宿泊費などの経費の他ほか、本来は無料である相談料も出すので頼むと懇こん願がんした。そこまで言うのならよっぽどのことなのだろうと、今け朝さ、水藤一人で出てきたのだが。

　よりによって、自殺の名所とは。

　それでも、喰って喰えないことはないだろう。かなりの食あたりを覚悟すれば。

　不可能な依頼ではない上に、ここまで来て話を聞いてしまったからには断りにくく、結局水藤は引き受けた。

　仙谷は大げさに感謝して、前金だと言ってふくらんだ封筒を渡した。

　水藤は、てっきり仙谷も同行したがるだろうと思っていたのだが、彼は喫茶店を出るとすぐに、それでは頼みますとだけ言い残して去ってしまった。

　拍子抜けした。

　呪じゆ文もんを唱えたり儀ぎ式しきをしたりなどという、いかにもなモノ祓ばらいのパフォーマンスを行わない水み藤とうたちにとっては、依頼人の同行はあまり好ましいものではない。

〈モノ〉を喰くって、はい終わりましたと言っても、不審そうな目で見られてしまうことがほとんどであるからだ。

　安あん堵どと訝いぶかしい思いを半々ずつ抱いだきながら、水藤は夜になるのを待って、この問題の場所へやってきた。

　夜になると、橋の上を通る車はほとんどなくなる。ここから目で見える範囲には民家の一つもなかった。橋の上には水藤が立ち、橋の下の谷底には、うずくまるように静止したまま動こうとしない霊れい的てき〈モノ〉がいる。それだけが、この場所にいるすべてだった。

　橋から谷底までは、三、四十メートルほどだろう。岩や石の間を流れる水の音が微かすかに聞こえる。風が吹くと音がさらわれて聞こえなくなるほどの、微かな響ひびきだ。

　橋の向こう側は木がうっそうと茂っていて暗い。熊くまでも出そうだな、とぼんやり思った。そういえば昔、テレビで青森で現在も狩しゆ猟りようを行っているマタギを取材した番組を見たことがあった。こんな人家が近い場所ではさすがに狩猟は行われないだろうけれど。

　橋のたもとから谷底にかけては垂直に近いほどの急斜面になっているが、たくさんの木が根元を曲げてまで空に向かって背を伸ばしている。その間を伝って谷底へ下りることはできそうだった。

（下りるしかないよな、これは）

　いささかうんざりしながらも、水藤は橋のたもとへ回ろうと足を踏み出す。

　だが、踏み出した足のつま先に、一瞬電流のような痛みが走った。

　ぎょっとして足を止めた。何が起きたのかと意識を集中させる。

　目の前に、〝壁〟が出現していた。〈モノ〉を閉じこめる、見えない壁。

　水藤はそっとその〝壁〟に指先を触れさせる。触れた指にちりちりとあぶられるような痛みを感じるが、耐えられないほどではない。その〝壁〟は、水藤にとっては弱々しいものだった。七なな倉くらのそれよりも、遥はるかに弱い。

　水藤は少し迷った末、〝壁〟を破るのをやめて身を引いた。辺りを見回す。

「誰だれだ」

　声高に呼んだ。その声は谷間に反はん響きようして大きく響いた。

　静かな夜の峡きよう谷こく。そこに微かな、独特な音楽のような歌のようなものが細くうねるように聞こえてきた。

　同時に、頭が締めつけられるように痛む。

（何だ……？）

　こめかみを押さえて顔をしかめながらも、その音の発信源をたどろうと耳をすます。だが音が反はん響きようしてどこから聞こえているのかよくわからない。

　低くなり高くなりしながらうねる、声。

　それは歌ではない。読ど経きようだとか真しん言ごんだとか呪じゆ文もんだとか、そういった、何かを唱える声だ。

〈モノ〉を祓はらおうとする声。

　その対象は、橋の下の霊れい的てき〈モノ〉ではない。

　自分だ。

　水み藤とうは目を閉じた。声の発信源はどこだ。

　一本の紐ひものようになって自分の身に絡からみついてくる声をつかみ、逆にたぐり寄せるようにして、その気配を探る。

〝壁〟が邪じや魔まだった。橋の下の〈モノ〉も邪魔だった。他ほかにも何か、よくわからない様々な要素が絡み合っている気がして、この場は混こん沌とんとして先が見通せなかった。

　結けつ界かいと〈モノ〉の気配に満ち満ちた京都を彷ほう彿ふつとさせるような、気味の悪い場所だ。

　水藤は〝壁〟に再び手を伸ばした。当面の、排除しやすいものから壊して解体する。

　指に力を込める。すると、心なしか聞こえてくる声が揺らいだ。そのまま力を入れた。ぱちん。軽く光がはじける。

　すると、エコーの強くかかったマイクのスイッチを切ったように、空から降るように一帯に響ひびき渡っていた声が、ただの声になった。

　そのことに声の主ぬしが動揺した。橋のたもとの暗い茂みが、震ふるえるようにがさりと鳴った。

　水藤は地面を蹴ける。まっすぐに、音の源へ走り、茂みをかき分け正体を暴あばく──。

　若い女の姿が見えた。とっさに伸ばした手の力を加減する。

　水藤に襟えり首くびをつかまれた女は、軽く木の幹に背をぶつけ、咳せき込んだ。若いというよりむしろ幼いと表現した方がいいかもしれない。せいぜい十五、六歳だろうか。頰ほおがふっくらとしていて、唇くちびるが小さく赤いせいか、それとも単にまっすぐ切りそろえた前髪のせいなのか、どことなく日本人形のような雰囲気があった。

　彼女は引きつった顔で愛あい想そ笑いのようなものを浮かべた。

[image: ]

「君は誰だれだ」

「あー、あなたは、あれよね。『七なな倉くらさんちの不始末』」

　水藤の手が思わず緩ゆるんだ。彼女は顔がん色しよくを失ったまま、へらりと笑った。

「……どうなのかな、私はこのまま殺されちゃうのかな？」

　明らかな冷や汗を浮かべながら笑ってみせた彼女に、水藤はため息をついて手を離した。

「なんなんですか、あなたは」

　やや口調を緩めた水藤に、彼女はあからさまにホッとした様子で息をついた。

「やあ、だってねえ。私も曲がりなりにもこういう商売しているわけだし？　あの有名なキメラを見つけたら放っておくわけにもいかないじゃない。というか、君がこっちに向かって歩いてくるのを見て焦あせっちゃったっていうか」

　ぺらぺらとしゃべる。水み藤とうは彼女の口が止まるのを待ってから言った。

「こういう商売っていうのは、モノ祓ばらい師？　……子供なのに」

「あら、あなたの方が子供じゃない。十九でしょ？」

　水藤は目を見張った。

「あなたは……？」

「二十二歳よ、こう見えても」

　女は華やかに笑った。どっと疲れて、水藤はそのことについてそれ以上言及することはやめる。

「それで、俺おれを祓うために来たんですか」

「まさか！」

　女は大おお仰ぎようにかぶりを振った。

「私みたいなイタコくずれのモノ祓い師にそんなことできるわけないじゃない」

「イタコ？」

　女は頷うなずきながらにいと笑った。水藤に彼女を害する気持ちがないことを感じ取って安心したのか、態度が先程よりもくつろいでいる。

「死者の口くち寄よせをする巫み女こ。聞いたことあるでしょ？」

　女は光のある黒い瞳ひとみを水み藤とうに向けて言った。

「……死んだ人の言葉を聞きたいという依頼者の願いを、自分の体を媒ばい体たいにして叶かなえてやる人ですよね」

「そう」

「それで、どうしてそんな人が俺おれに攻撃を？　そもそも、俺が狙ねらいじゃないなら、どうしてこんなところにいるんです」

「私は別に専業イタコじゃなくて、モノ祓ばらいの仕事もしているので……つまり、お仕事です。祓うのはあなたじゃなくて、その橋の下にいる霊れい的てき〈モノ〉ね。あなたを攻撃したのは、だから不幸な偶然というか私もどうしていいかわからず焦あせっちゃったというか……、むしろ防衛本能？」

「モノ祓いの仕事？」

　言い訳の部分は聞き流して、水藤は声をあげた。女が頷うなずく。

「俺も、仕事です。この橋の下にたまっているだろう霊的〈モノ〉を祓う仕事」

「あらまあ。依頼のバッティング？」

　女は軽く言ったが、その顔は不審そうだった。

「……誰だれに依頼されたの？　ちなみに私は、この橋の向こう側に住んでる人たちから。なんでも、心霊スポットとして有名になっちゃってから、肝きも試だめしだなんだって、よそから若い奴やつらが集まってきて騒いだりゴミ捨てたり……あげく、なんだかよくわからないけど、自殺目的じゃなかったはずなのにフェンス乗り越えて飛び降りちゃう人とかが出るんだって。そういう飛び降りちゃう人ってのは、多分霊的〈モノ〉の力に引き寄せられちゃったんだろうからね」

　水藤は眉まゆを寄せた。

「こっちの依頼人も、この先の集落に住んでいると言っていました。この橋の上で事故が多発していて、それが自殺した霊的〈モノ〉のせいじゃないかって」

「事故？　そんな話は聞かなかったけど」

　二人は黙り込む。

「まあ……いいか。とにかくあの〈モノ〉を祓えばいいのよね、お互いに。報ほう酬しゆうはそれぞれの依頼人からもらえばいいでしょ」

　水藤が苦い顔をすると、女は笑った。

「何、不誠実だって責めるの？　意外とお堅いのね。半分〈モノ〉なのに」

「そっちこそ、最初は俺に殺されるんじゃないかって怯おびえていたくせに、意外と遠えん慮りよのない物言いをするんですね」

「ちょっと話をすれば、相手がどういう人間でどんなことを思っているかくらいわかるわ。だてにイタコやってるわけじゃないし」

「……死者の言葉を聞くって、本当にそんなことができるんですか？」

「うーん、依頼者の近くに霊れい的てき〈モノ〉になったその死者がいるなら話は簡単だけど。ほとんどそんなことはないから……実際は、依頼者の中にある死者への思いを、鏡みたいに照らし出すことになるわね」

「鏡？」

「この人は、死者に何を言ってほしいんだろうっていうのを感じ取り、伝えてやるの」

「……詐さ欺ぎくさいな」

「依頼者だって、完かん璧ぺき完全に百パーセント、私たちの言葉を死者の言葉だと信じているわけじゃないわ。でもね、たとえ……たとえ五パーセント程度の信心だとしても、その言葉によって心のどこかは救われるのよ。詐欺呼ばわりされるいわれはないわ」

　女の言葉は思いがけないほど毅き然ぜんとしていて、水み藤とうは一瞬吞のまれた。素直に謝罪する。

「すみません」

　すると、女は急に身を小さくした。

「えらそうなことを言いました。……殺さないでね」

　水藤は女と共に斜面を下った。木の根元に足をかけ、すべり落ちないように注意しながら別の木の根元へ移っていく。ところどころに残っている解けかけたシャーベット状の雪で、足あし下もとがひどく濡ぬれた。

　途中、女は何度も足場を踏み誤ってずり落ちた。水藤はそのたびに彼女の腕をつかんで引き上げてやる。最後の方は、ほとんど手をつなぎながら下りていった。

「それにしても、あなたたちいまだにモノ祓ばらい師なんてやってるのね。あなたたちの面倒をみていた七なな倉くら家の誰だれだかが、食事のためにモノ祓いの仕事をさせていたって噂うわさは聞いていたけど」

「俺おれたちのこと、有名なんですか」

　息のあがっている女に、水藤はそっと訊きいた。女は肩で息をしながら頷うなずく。

「モノ祓いみたいな仕事に関かかわっている人なら大たい抵てい知ってるわよ。七倉家は大おお老舗しにせだし。こんな事態、めったにあるもんじゃないからね」

「それじゃあ、俺たちは七倉家以外からも狙ねらわれているのかな」

「そうね。京都では大騒ぎを起こしてくれたし。あなたたちをどうにかすれば、七倉家に恩も売れるし……ねえ、一休みさせて」

　女は木の根元に腰を下ろし、幹に抱だきつくようにして体をあずけて息をついた。

「でも、同情している人も多いよ。それに、実際のところあなたたちをどうこうできる力があるモノ祓い師なんてそうそういないから、関わりたくないと思ってる人がほとんど」

「そうですか」

　水藤は長く息を吐いた。女は水藤をじっと見つめている。

「ねえ、口くち寄よせをしてあげましょうか」

　唐とう突とつに女が言った。

「誰だれか、大事な人に死なれたんでしょう？」

　熱した針を頭の中に差し込まれたような気がした。心を見透かすような言葉への怒りなのか、いまだに癒いえない死なれたことへのダメージなのかもわからないまま、ただ女を睨にらみつけた。

「種明かし済みの気休めで、心の平安を得る気はない」

　強い口調になった。

　込み上げた感情は、本当は怒りでも死なれた心の痛みでもなく、慰なぐさめられたがっていると思われたことに対する屈くつ辱じよく感かんだったのかもしれない。

（この人は、死者に何を言ってほしいんだろうっていうのを感じ取り、伝えてやるの）

　もし、口くち寄よせをした彼女に「お前のせいじゃない」とでも言われたら、自分はもう立ち直れないような気がした。

　女は目を伏せた。

「……そうね、ごめんなさい。馬ば鹿かなこと言ったわ。その人がここにいないことなんて、あなたは誰よりも知っているわよね」

　沈んだ彼女の声こわ音ねに、水み藤とうは切って捨てるような自分の物言いを恥じた。慌あわてて話題を変える。

「あなたは、霊れい的てき〈モノ〉と言葉を交わすことができるんですか」

「そりゃあね」

「俺おれたちにはできませんよ」

「人によるからね。特にあなたたちは、元は別に霊能力があるわけでもない普通の人間だったんだし。でも、モノ祓ばらい師には霊的〈モノ〉の言葉を聞ける人なんて結構たくさんいるわ。半物質的〈モノ〉が相手じゃ、難しいけどね」

　水藤は谷の底でじっとしている霊的〈モノ〉を凝ぎよう視しした。水藤の視線に応こたえるように、〈モノ〉の顔がゆらりとこちらを向く。

　女だ。一人の女の幽ゆう霊れいだ。

「あの〈モノ〉の声も聞けますか」

「どうだろう。やってみるけど……」

　女は霊的〈モノ〉を見て首を傾かしげ、水藤と同じ疑問を口にした。

「なんで一人なんだろう」

　自殺の名所なのだ。たくさんの人間が死んでいる。そのすべてが霊的〈モノ〉になるわけではないが、一人だというのはどうにも解げせない。

「一人だけど、ちょっと変な〈モノ〉だな。何か……別のものが混ざっているようなにおいがする」

「あなたに似てるわね」

　女は言った。不本意だが、その通りだ。あの女の姿をした霊的〈モノ〉からは、まるで他ほかの〈モノ〉を喰くって一つになったような、そんな混こん沌とんとした気配がする。ちょうど、半物質的〈モノ〉と融ゆう合ごうした自分たちが、他ほかの〈モノ〉を喰い続けて力を増していったみたいに。

「だから、一人なのかな」

　水み藤とうが言った。

「あの霊れい的てき〈モノ〉が、この場にいた他の霊たちを取り込み、ああなったのだとは考えられないかな」

　女は難しい顔をして、そんな事態、聞いたこともないわと言った。

「俺おれたちの身に起きたことだって、前ぜん代だい未み聞もんの事態でしょう？」

　軽く、少し皮肉っぽい気分で笑うと、立ち上がって足を進めた。谷底はもうすぐだ。

　女も慌あわてて立ち上がるとあとを追ってくる。

　その時、踏み出した水藤の足先に、再び痺しびれが走った。眉まゆをひそめ、女の方を振り向く。

「ここに、〝壁〟を立てましたか？」

　女は怪け訝げんな顔をして首を横に振る。慎重な足取りで水藤のところまで下りてくると、その前の空間に手をかざした。

「本当だ……。でも、なんでこんなところに」

　谷底はこの〝壁〟を隔へだてたすぐ向こうだった。水藤は〝壁〟が立てられている場所を気配で探る。

　橋の下、そこにいる霊的〈モノ〉をぐるりと囲む形で、〝壁〟が張りめぐらされていた。橋の上からのぞいたとき、閉じられた穴だ、巨大な壺つぼだと感じた理由がようやくわかる。

「あなたじゃない？」

「こんな意味のわからない真ま似ねしないわ」

　水藤は不審を抱いだきながらも手を伸ばした。触れた〝壁〟の手ごたえは、先程の女が立てたものよりは強い。

　触れさせた指に力を集中させると、白い光がはじけ、〝壁〟が壊れた。その瞬間、霊的〈モノ〉である女がすうっと動いた。

　その体は、黒いもやのようなものでできているように見えた。輪りん郭かくがはっきりとしない。女であることはわかるが、その顔もただただ黒く、どんな顔立ちをしているのか見て取ることはできない。

　今まで、霊的〈モノ〉の集合体は多く見てきた。それは、形も個々の意識もほとんどなくした霊たちの、それぞれが持っていたであろう恨うらみや悔くやしさや嘆きが一つになり、混沌とした暗い塊かたまりを形成していた。

　今目の前にいる霊的〈モノ〉には、明らかに一人の人間としての形がある。けれど、今まで見てきた集合霊のような混沌もある。

　そして、見たこともないくらいに、それはまずそうだった。

「イタコさん」

「こんなときになんだけど、戸と塚つかよ」

「戸塚さん、申し訳ないけれど……俺おれにはこれは喰くえそうもない」

　悪意に凝こり固まった自殺霊れい。多少のダメージを覚悟すれば喰えると思っていた。

　しかし、これは違う。

　まずそうだというだけじゃない。これは毒だ。

「この人、悲しんでる」

　戸塚が言った。視線は霊的〈モノ〉の上で固まっている。

「何か言っているんですか？」

「ううん。何も言ってくれない。……違う、言えないの？」

〈モノ〉が近づいてくる。黒い粒子が散る。血のにおいがする。嘆きの声がする。

〈モノ〉が両手を広げた。水み藤とうを抱だきしめようとするかのように覆おおいかぶさってくる。視界が黒く埋めつくされた。

　とっさに身を守ろうと手を突き出す。だが、脳が警告する。駄だ目めだ、喰うな。

　水藤は伸ばした手をぎゅっと握りしめた。野生動物が毒のある植物を見分けるように、水藤の本能がこの霊的〈モノ〉を喰うことを止めていた。

　女の〈モノ〉に抱かれ、体中が痺しびれた。吐き気を感じて唇くちびるを嚙かみしめる。

　拳こぶしを作った手に、力を込めた。喰えないのならば、身の内のエネルギーによって薙なぎ払えばいい。

　だが、ふと躊ちゆう躇ちよした。

（泣いている……？）

　自分を抱く霊的〈モノ〉の、すすり泣く声が聞こえた。そして、誰だれかを呼ぶような微かすかなつぶやき。

　その時、戸塚の声が響ひびいた。さっきと同じ、何かの呪じゆ文もんだ。

　霊的〈モノ〉を形成する黒の粒子が震ふるえた。ふわりと水藤の体が解放される。

　急に呼吸が楽になった。思わず膝ひざをつく。

　戸塚が唱える声がひときわ高くなった。

　女の姿をした霊的〈モノ〉は、身もだえるように体をくねらせながら飛び上がる。そのまま中天に吸い込まれていくように消え去った。

　水藤は膝を砂じや利りだらけの地面につけたまま、呆ぼう然ぜんと〈モノ〉が消えた空を見上げていた。

「なんだか、今なら私でも倒せそう？」

　戸塚がいたずらっぽい声を出した。水藤は顔を上げて苦笑する。

「……助かりました、すみません」

「あなたを助けたなんて知られたら大変なことだわ」

「どうして助けてくれたんです」

「私、あなたのこと嫌いじゃないし。七なな倉くら家とはなんの関係もないから責任もないし」

　水み藤とうは戸と塚つかと視線を交わし合い、少し笑う。だが戸塚は笑いを引っ込めて表情を引きしめた。

「でも、気をつけた方がいいんじゃない。色々、変なところもあるからね」

「変なところ？」

「モノ祓ばらい師たちも色々ってことよ。正義に燃えてあなたたちを祓おうとしているところもあれば、あなたたちを手に入れたいって思っているところだってある」

「手に入れたいって……」

「変わったものがあれば、それがなんであれ、欲しがる人っていうのは必ず出てくるものよ」

　そう言って、戸塚は大きく伸びをした。

「ま、とにかくこの場所から〈モノ〉はいなくなったんだから結果オーライかな」

　戸塚はポケットからアルミのカードケースを取り出すと、中から一枚名刺を出した。あの有名な〈モノ〉と人のキメラに名刺を渡すことになるとは、と言って笑う。

　水藤も名乗ろうとしたが、戸塚の笑顔に遮さえぎられた。

「当ててあげよう。あなた、水藤深しん矢やでしょう。医者殺しの水藤」

　体の芯しんを、冷たいものが走った。戸塚の顔も、静かな無表情に変わっていた。

「理由は訊きかないわ。何か事情があったんでしょ。……私だって、あなたが普通の人間で普通の手段で人を殺したんだったら、その理由やあなたの人柄がどうあれ、通報するくらいの常識はある」

「じゃあ……」

「でも、あなたはもう人間の範はん疇ちゆうから出てしまっているから……。ごめん、やっぱりうまく言えないわ」

　戸塚はごまかすような笑みを向けた。

「ま、私はあなたの人格をそれなりに認めたってことにしておいてよ。陰から幸運を祈ってあげるくらいの好意は持ったわよってこと」







　下りの倍以上の時間をかけて橋のたもとまで上った。

　戸塚は、それじゃあお互い依頼完かん遂すいってことでと言って去っていった。

　水藤はもう一度橋の上に立って谷底を見下ろす。

　そこにはもう〈モノ〉はなく、暗いがごく当たり前の健全な夜の暗さで、夜よ目めがきく水藤には、上流から下流へと静かに流れていく浅い川と、砂じや利りで土を覆おおい隠している河か原わらの様子がおぼつかない月明かりの下に美しく見えている。

　もう、暗い閉じられた穴のようには見えない。

　たくさんの人が死んだ場所にいた、たった一人の霊れい的てき〈モノ〉。それを取り囲むように立てられていた〝壁〟。あの〈モノ〉は、〝壁〟によって閉じこめられていた？　閉じこめられた中で、他ほかの霊的〈モノ〉たちを、取り込んでいった？

　何な故ぜ。

　ぞわっと背中一面に鳥とり肌はだが立った。首筋になま温かい息を吹きかけられたような気がした。

　はっとして振り返る。

　そこにあったのは、闇やみ色いろの女の顔。

　消え去ったばかりの、霊的〈モノ〉。

　ぎょっとして身構えたときには、女の姿をした〈モノ〉は水み藤とうの体に自分の体を重ね合わせていた。水藤の体を通過していく。

　再びあの気分の悪さと痛みに襲おそわれる。だが、今度は躊ちゆう躇ちよせずに、手にエネルギーを集めて霊的〈モノ〉に向かって放った。それは熱と光を伴って飛び、霊的〈モノ〉をかする。

　霊的〈モノ〉の口が、悲鳴の形に開いた。闇色の顔の中、あいた口の中はさらに深く黒い。

　もう一度撃つべきかと迷った。

　ためらったその一瞬、高い──爆竹のような音が響ひびいた。同時に肩に鋭い痛みが走る。

　とっさに手で押さえた。温かく濡ぬれた感触。

　撃たれた？

　今の音は発砲音で、自分は銃器の類たぐいで撃たれたのではないかという発想がわくまでに、しばらく時間がかかった。

　辺りを見回す。離れた場所にいくつかの人影を見つける。その一つが、何か長い、棒のような物を持っていた。その先端から細い煙が上がっている。

　銃。猟りよう銃じゆう。撃たれたのだ、獣けもののように。

　何故だという疑問よりも強く、ぞっとする感覚が体を走った。狩かられる対象とみなされたことを本能的に感じ取った。化け物としてモノ祓ばらい師たちに命を狙ねらわれることとは一種違った、圧倒的な嫌けん悪お感かんに総毛立った。

　息苦しさを感じる。体が不自由になっている。〝壁〟だ。

〝壁〟が水藤の体をぎゅっと取り囲み、いましめている。

　とっさに打ち破ろうとした。だがその瞬間、目の前の飛び降り防止のフェンスが悲鳴じみた音を立てて壊れる。そのことに驚おどろいて反応が遅れた。

　橋の外側に浮かぶ闇色の女の手が伸び、水藤の襟えり首くびをつかんだ。

　ずるり。

　体が手すりを乗り越える。

　女の手が離れた。水藤の体は、宙に放り出された。

　眼下を、一枚のフェンスが橋の下へ落ちていく。水藤も、それを追うように落下していった。

　多くの人が身を躍らせた橋の上から、水み藤とうもまた落ちていった。
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　真ま里さとが行きそうな場所は捜しつくした。

　近所にある空き家で入り込む余地があるところはすべて捜したし（真里は幼い頃ころ、空き家で三日間暮らしたという前科がある）、春休み中の学校の校舎や体育倉庫まで見て回った。

　それからバスに乗って最も寄よりの駅まで行き、ファミレスだとかファーストフード店だとかを回って、十五歳くらいの歳としの子がはしごして時間をつぶせるような場所はほとんどチェックした。

　駅員に真里の写真を見せて、昨日か一昨日おとといかくらいに、この子が電車に乗らなかったかと訊きいたが、見たような見なかったようなという曖あい昧まいな返事をもらっただけだった。

「こりゃ、もう無理だよ」

　さすがに疲れて深く息をつきながら、千ち穂ほは言った。辺りはもう暗くなり始めている。

「とにかく、今日は戻ろう。終バスが出ちゃうよ」

「うん……」

　守まもるも肩を落として頷うなずいた。

　真ま里さとの家出は、どのくらいの金を持ち出せたかによって、その規模は全国的に広がっていく。この前なんて京都まで行ったらしい。そうなってしまえば、行き先によっぽどの見当がつかない限りは、千ち穂ほたちに捜し出せる可能性はほとんどなくなってしまう。

　千穂は守まもると並んでバスの一番後ろの席に座った。車内には二人の他ほかに乗客はいなかった。

　空っぽの細長い箱の中、座席だけが整然と並んでいる様子をぼんやりと眺ながめる。バスが揺れるたびに尻しりが軽く弾はずむ。

「こうなったら」

　隣でやはりぼんやり座っていた守が、唐とう突とつに言った。

「マリの家にもう一度行くしかないと思うんだ」

　千穂はぎくりとした。昼間見つけたビンのことを思い出すと背筋が寒くなる。

「でも、あそこには」

「うん……。でも僕、森もり山やまの小お父じさんのメールが気になるんだ」

「メール？」

「小父さん、紙に書いてきた内容をそのまま打ってたんだろ？　ならその紙がまだ家の中にある可能性は高いと思う」

「それを探すの？」

「マリの家出と関係があるのかはわかんないけど。でも、メールの中身を確認して、全然関係のない、なんてことない内容だったら少しは安心できるじゃないか。別に何か変わったことがあったわけじゃなかった。マリはやっぱりいつもの家出で、きっとすぐ帰ってくるって」

　千穂はしぶしぶ頷うなずいた。

　バスを降りて、真里の家に向かう足取りは、自然重くなる。

　あの馬ば鹿か。どこにいるのさ。

　千穂は心の中で行方ゆくえ知れずの友人を罵ば倒とうした。

　真里の家が見えてくる。二階建ての古い木造住宅。

　母親の話では、この家は森山の小父さんの親しん戚せきにあたる人の持ち物だったらしい。借金のために自宅兼店てん舗ぽを売って、家なしになったところを、その親戚の厚意で居い候そうろうさせてもらっていたとか。その親戚もまもなく亡なくなり、結局この家は森山の小父さんが相続したらしいけれど。

　森山家は、この辺りでもひときわ古い家だった。今まではそんなこと気にもとめていなかったが、昼間真里の部屋で気持ちの悪いビンを見てしまってから、どうにもこの家までもが不気味に見えて仕方がない。

　千穂は守と並んで森山家を見上げた。煤すすけた木造の家が、暮れかけの薄うす闇やみの中に黒々と立ち上がり、異様な気配をにじませているような気さえする。

　千穂は思わず隣の守の手を握った。守も握り返してくれる。二人で手をつなぎ合って決心を固めたとき、森もり山やま家の玄関ががらりと開いた。

　驚おどろいて、千ち穂ほは一歩あとずさる。

　真ま里さとか森山氏のどちらか、あるいは両方が帰ってきたのかと思った。

　だが、そこから出てきたのはまったくの別人だった。

「おや」

　真里の家から我が物顔で出てきた男は、玄関先に立ちはだかっている二人を見て、少し驚いた顔をした。

　背の高い男だ。女ならショートヘアといえる髪型だが、男にしてはやや長い。よく見ると、額の生え際ぎわの辺りに、薄い傷きず痕あとがあった。

　千穂は眉まゆを寄せた。この人……。

「どなたですか」

　守まもるが言った。少し声に険がある。警戒しているのだ。

　男はにこりと笑った。

「森山さんの知り合いなんだけどね、どうやら留守らしい。君たちは？」

「留守の家に勝手に入っていたんですか」

　男の質問には答えずに守は言い募った。もちろん自分たちのことは棚たなに上げておく。

　男は困った顔を作って肩をすくめた。

「失礼だとは思ったんだけど、鍵かぎが開いていたものだから。もしかしたら中で倒れてやしないかと心配になって」

　男にうろたえた様子はない。言っていることもまっとうだ。

「君たちはもしかすると、ここの娘さんの友達かい？」

「そうです」

　千穂が答えた。

「その子も家にはいないみたいだね。……なあ、君たち、森山さんがどこにいるか見当はつかないかい？」

　千穂は話すべきかどうか迷った。この人が本当に森山氏の客人なら、彼が行方ゆくえ知れずになっていることを知る権利があるかもしれない。もっとも、大の大人おとなが一日姿を見せなかっただけで、行方知れずだというのは大げさすぎるだろうけれど。

　事情を話して彼の意見も訊きいてみようかと、千穂は口を開きかけた。だがその瞬間、つないだ守の手にぎゅっと力が入った。

　ちょっと待て。握った彼の手がそう言った。

「森山さんになんの用だったんですか？」

　守の声の硬さは緩ゆるまない。男は警戒されていることを感じたようで、困ったなあとつぶやいて苦笑した。

「この前、少し彼の相談に乗ってさしあげたんでね。その後どうなったか話を聞こうと思って」

　やっぱりそうだ。

　その言葉で、千ち穂ほは確信した。

　この男はあの時もやっぱりこの家から出てきていた。千穂はそこを見かけたのだ。

「まあ、いないなら仕方がないね。失礼するよ」

　男はそう言って、体をずらして千穂と守まもるをよけると歩み去っていこうとする。だが、何かを思い出したかのように、ふと足を止めて振り返った。

「そうだ……君たち、土くれを見かけなかったかい？」

　はあ？　と、素すっ頓とん狂きような千穂と守の声が重なった。

　その様子を見ると男は楽しそうに笑って、「いや、おかしなことを訊きいて悪かったね」と言い残し、立ち去った。

「なんだよ、あの人」

　守は不審そうな顔のまま、男が去ったあとを見つめて言った。

「森もり山やまさんの知り合いだっていうの、本当かな」

「前にこの家に来てたのは確かだよ。私、前にもあの人がここから出てくるの見かけたことがあるもん」

　千穂が言うと、守は目を見開いた。

「それ、いつのこと？」

「最近だよ。ほんの数日前」

　森山家に客が来るのはめずらしい。森山の小お父じさんの、別居中の奥さんが時々訪ねてくるくらいだ。だからあの時、見知らぬ男がこの家から出てくるのを見て、千穂はあれっと思ったのだ。

　守は黙っていた。何かを考えているようなので、千穂は待った。つないだままの守の手のひらは、この気温の中でも温かく、見知らぬ男との対話に緊張したのかほんの少しだけ汗ばんでいる。

「あの人を見かけたのって、森山の小父さんがパソコンを借りに来た日の前？　それとも後？」

　守に言われて、千穂ははっとした。記憶の集積所を掘り返す。

「……直前、だったと思う」

　守と目を合わせて、千穂は答えた。

「小父さんのメールの相手って、あの人だったのかな」

「……メールの本文を書いた紙、探そう」

　千穂が言った。

　ぐっと腹に力を入れ、覚悟を決めて家を見上げ、千穂は森山家の扉に手をかけた。
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　公園を見つけて、髪と服の血に汚れた部分を洗った。

　冷たい水がさすがに身にこたえる。

　水み藤とうはベンチに倒れ込むように腰を下ろした。負った傷はもうほとんどふさがっていたが、重い疲労が体を満たしていて、今にもそれが全身の肌からしみ出してきそうだった。

　すでに深夜といっていい時間帯だ。人ひと気けはなく、辺りは静まりかえっている。

　水藤は背もたれで背中をこすりながら、ずり落ちるようにしてベンチの上に体を倒した。

　そんな格好をしていても、周りへの警戒は怠おこたらない。空気の流れの変化一つ見落とさないように、感覚を研ぎ澄ませておく。

（多分、まくことはできたと思うけど）

　昨晩、橋の上から落ちた水藤に追い打ちをかけるように、何かを唱える声が降ってきた。戸と塚つかが唱えていたものにも似たリズムで、だが彼女のものとは明らかに違う、低い声で。

　橋の上に、数人の人間が走ってくるのが見えた。自分を狙そ撃げきした一団であることは間違いなかった。さすがに落下直後は動くことができず倒れたままの水藤の体の上に、何かが落とされた。細長い物体。〝縄〟だった。

　落とされた〝縄〟は、確実な動きで水藤の体を縛しばり上げた。

　ろくに抵抗もできず、川の流れの中に顔の片側を浸ひたした状態で体をいましめられた。

　連れて行け、油断するなよ。

　遠くからそんな声が聞こえる。落下の際に負った頭の傷からかなりの量の血が流れ出し、目に入って視界を奪うばった。

　がさがさと草木をかき分けながら人が何人か下りてくる気配がした。

　撃たれて縄をかけられて捕ほ獲かくされる。まるで檻おりから逃げ出した猛もう獣じゆうあつかいだ。

　ちっともおかしくないのに笑いがもれた。笑うと、川の水が口の中に入り込んできた。こんな浅い川で溺でき死ししたら大笑いだ。

　草をかき分ける音が近づいてきた。だが、険しく長い斜面だ。その者たちが下りてくるまでに、落下の傷を動ける程度に癒いやす時間はあった。

　河か原わらに下り立つ音が聞こえた瞬間、水藤はエネルギーを込めた腕で〝縄〟を振り払った。すぱりと〝縄〟がいくつかの断片に切れ、流れの中に落ちた。

　河原に下りた者たちが、ひいっと怯おびえたような声を立てた。

　立ち上がった瞬間、再び銃弾が降った。足をかすめ、ふくらはぎに焼けるような痛みが走り、よろめく。

　橋の上を見上げると、そこにもまだ人影があった。猟りよう銃じゆうらしきものでこちらを狙ねらっている影と、先程から何かを唱え続け、水み藤とうにダメージを与えている者。

　河か原わらにいる者たちは、水藤に対する攻撃手段はほとんど持っていないようだった。その中の誰だれかを楯たてに取れば、あるいは事情を吐かせることくらいはできたかもしれない。

　だが、水藤の傷も浅くなかった。

　それに、橋の上の男が唱え続ける呪じゆ文もんの声が、水藤の体を苛さいなんでいた。どういうものなのかは知らないが、それは間違いなく〈モノ〉を祓はらうための呪じゆであった。

　橋の上には、〈モノ〉としての自分と、人としての自分の両方を傷つける手段がそろっている。

　水藤は手をかざし、威い嚇かくのつもりで一度力を放った。橋の上の人影はさっと身を引いた。放った力は欄らん干かんに当たり、光がはじけた。

　水藤はそのまま走った。人が追ってくる気配があった。銃弾もいくつか追ってきた。それでもただただ走った。

　後ろの気配がなくなってからも、しばらくは走り続けた。

　さすがに力尽きると、人目につかない場所を探して隠れ、ひたすらに傷が癒いえるのを待った。日が昇り中天を通過して傾きだした頃ころ、ようやくまともに動けるくらいに回復した。

「……純じゆんたちに連絡しないとな」

　一応血は洗い流したものの、あまり堂々と人前に出られる格好ではなかったが、今は夜中で人ひと気けもない。公衆電話を探しに行くことくらいはできるだろう。

　重たい体を起こして立ち上がる。

　知らせなければならない。

　依頼はでっちあげられたものだった。最初から、自分たちを捕らえるために仕組まれたものだった。

　仙せん谷たにと名乗った依頼人の顔を思い出す。橋の近くの集落に住んでいるというのも、家族が橋の上で原因不明の事故を起こしたというのも、おそらく全部噓うそっぱちだ。今思えば、彼の表情には大たい抵ていの依頼人の顔に見られる切迫感がなかった。

　あの場所にいた〈モノ〉は、自分たちをおびき出すための餌えさにすぎなかった。いや、餌自らが獲え物ものを捕らえるための協力さえしていた。あの場の祓いなど、はなから依頼人の目的ではなかったのだ。地元住民たちが、戸と塚つかに祓いを依頼していたのは誤算だったのだろう。

　仙谷はモノ祓い師だったのだろうか。

　自分たちを始末するために追ってきたモノ祓い師？

　電話はなかなか見つからなかった。皆が電話を持ち歩く時代、大きく寸ずん胴どうな緑の電話機に用がある人間などほとんどいないのだ。八つ当たり的な苛いら立だちを感じながら、人気のない、深夜の商店街を抜ける。ここがどこなのか、もう水藤にもわからなかった。

　朝になったら自分の現在位置を確認し、まっとうな格好に着がえよう。とにかく今は電話だ。

　延々と歩き続け、ようやくガラスの曇った電話ボックスを見つけた。中に入る。立ち止まったとたんに一気に疲れが噴き出した。ガラスの壁面にもたれかかって受話器を持ち上げ、電話をかける。

　人一人分の閉じられた空間の中に、呼び出し音が小さく響ひびいた。

　四回、五回、六回。……こんな時間だ。多分寝ているだろう。

　十二回、十三回、十四回。

　呼び出し音が増えるに従い、水み藤とうの背に嫌いやな汗が浮いてきた。

　何な故ぜ出ない。眠っていたとしても、電話の音も聞こえないほど熟睡しているわけがないし、こんな時間に二人そろって出かけているとも考えにくい。

　夜中の電話、非常事態であることは想像がつくはず。故意に出ないなどということはありえない。

「くそっ」

　水藤は諦あきらめ悪く受話器を握ったまま座り込んだ。

　何かがあったのだ。純じゆんと綾あや佳かの身にも。

　耳から離して垂れ下げた手に握った鮮やかな黄緑色の受話器は、そっけない単調な電子音だけを繰り返し続ける。













　　　第三章　黒い女〈三月二十七日深夜から二十九日〉







　もう一人一緒に住んでいる奴やつがいるんだけど、今日は帰ってこないみたいだから、空いてるベッド使えば。

　純にそう言われたが、真ま里さとは首を横に振った。空いているベッドというのは純が使っている部屋にあった。純と今いないもう一人は相部屋で使っているらしい。さすがに彼と同じ部屋で寝るのは抵抗があった。

　純も真里と同じ部屋を使おうとはまったく思っていないらしく、綾佳が部屋を代わってやればとかなんとか話していたが、面倒だったのでここでいいよと言い張った。

　今度は変な反抗はせず、貸してもらった布ふ団とんをきちんと敷く。

　なんだかとても眠かった。そのままうつぶせに倒れ込むと、布団に接している体の前面から力が抜けていき、眠りの中に沈み込んでいくような感じがした。

「マサトくん、せめて着がえなさいよ」

　綾佳の呆あきれた声が聞こえる。うー、と唸うなるように返事をすると、綾佳は諦めたようなため息をついた。

　夕食には、タケノコご飯と菜なの花はなの酢すの物ものを作ってくれた。綾あや佳かの手元をじっと見ていた真ま里さとに、春っぽくていいでしょと言って綾佳は笑った。この辺りはまだ寒いけど、東京の方じゃきっともう桜も咲き始めて、人も春服を着て歩いているんでしょうね。綾佳はそんなふうに当たり障さわりのないことをしゃべった。真里はろくに相あい槌づちすら打たなかったけれど、それでも話をやめないでいてくれた。

　できあがったご飯はとてもおいしかった。やわらかく炊たきあげられたタケノコの歯ざわりとほのかなしょうゆの匂においが食欲をそそった。

　お腹なかがいっぱいになって眠くなるなんて、どのくらいぶりのことだろうか。布ふ団とんの上で横になったまま、ぼうっと考える。

　ふと、小学校の頃ころ図書館で読んだ童話を思い出した。『ヘンゼルとグレーテル』。口減らしのために森に捨てられた兄妹きようだいが、お菓子の家を見つけるのだ。だが、二人はそこに住む魔ま女じよに捕まって、ヘンゼルは太らされて食べられてしまいそうになる。

　真里はこれを読んで、この魔女はやり方がうまくないなと思った。魔女はヘンゼルを檻おりに閉じこめ、グレーテルを召使いとしてこき使う。だが結局はグレーテルの機転でヘンゼルは助けられ、魔女はかまどで焼き殺されるのだ。けれどもし──もし、魔女が二人に優しくしてやっていたらどうだっただろうか。優しくして、おいしいご飯をたくさん食べさせ太らせて、二人が安らかな夢を見ている間に殺して食べてしまおうとしたら、計画は成功したかもしれない。そして、ヘンゼルとグレーテルにとってもそれはそれで幸せなことだったのではないだろうか。食べるに困って、二人を邪じや魔まに思う親のもとにいるよりもむしろ。

　そんなことを考えながらうとうとしていると、テーブルに肘ひじをついて何かを考えている綾佳の姿がぼんやりと目に入った。

「……帰ってこない人のこと、心配してるの？」

　つい声をかけてしまった。夕方くらいから、二人がそわそわしているのが気になっていたからかもしれない。

　綾佳は曖あい昧まいに笑った。

「心配するほどのことじゃないとは思うんだけど」

　さっき純じゆんに言っていたのと同じようなセリフを繰り返す。思うんだけど──でもやっぱり心配なのだ。

　少しうらやましい気がした。

　真里はもぞもぞと寝返りをうつ。

　そういえば、蛇へびがまたいなくなっていた。伯お父じが死んだあと姿を消し、この家に来てからいきなり出てきて、今はまた消えている。神しん出しゆつ鬼き没ぼつな奴やつだな、と思ったが、もうそんなことはどうでもいい気がした。

　その辺を這はい回って、綾あや佳かをおどかしたりはしないかと、少し気にはなったけれど。

「もう……。スカートがしわになるじゃない」

　綾佳はそう言いながら歩み寄ってくる。

　眠かったせいか、真ま里さとはまったく身構えることもせず、ぼんやりと綾佳の動きを眺ながめていた。綾佳は側そばに膝ひざをつくと、文句を言っていたくせに、そのままそっと布ふ団とんをかけてくれた。

　その手の優しさに、真里は妙に緊張する。

「ごめんね」

　唐とう突とつに綾佳が言った。一瞬何の話だろうと思ったが、真里が〈モノ〉とやらに憑つかれてしまったいきさつについて思い出す。

　現実感に乏しい話だった。純じゆんが伯お父じの死体を喰くうところを見てしまったにもかかわらず、いまだに信じきれないでいる。

　けれど、目の前の綾佳の顔は、本当に申し訳なさそうで、悲しそうだった。

　真里は目をつぶる。眠たい。眠りの世界に半分身を浸ひたして、寝ぼけた口調で、別にいいよとつぶやいた。

　真里の髪を、遠えん慮りよがちに撫なでるやわらかな手の感触があった。

　母親の手ってこんな感じなのかな、と、眠りかけのゆらゆらした心地で真里は思った。







　ごめんね。

　綾佳の声が静かに響ひびく。前にも誰だれかにこんなふうに、謝られたことがある気がした。

　真里は水の中を漂っていた。水は温かくやわらかく、その中を沈みもせず浮かびもせずに漂っていると、誰かに抱だかれているみたいに心地いい。

　──ごめんね。

　ああこれは、伯父の別居中の奥さんの声だ。

　真里にとっては伯お母ばにあたる人なのだけれど、そんなふうに感じたことは一度もない。真里が彼女と会うのは、彼女が伯父と離婚のための話し合いに来るときだけだった。彼女が正式な離婚を申し出、伯父がそれを拒否する形で、長い間話し合ったり、時には口論にもなっていた。

　そして彼女は、帰り際ぎわに真里の頭を一度撫で、ごめんねとつぶやくのだ。

　彼女は、伯父が真里の父の借金を背負い込むはめになり、店と家を手放すことになったときに出ていったのだという。彼女には彼女なりの人生の計画とか夢とかがあったのだろうし、真里はとりわけ彼女に母親代わりになってほしいと思ってもいなかったので、伯父に対してならともかく私に謝る筋合いはないのになあと考えていた。

　ゆらゆらゆらゆら。水の中で真里は揺れる。

　──ごめんね。

　ああこれは誰だれだろう。

　突然、水が刺すように冷たくなった。

　機械的な、温かみのない音が水を震ふるわせた。単調に繰り返し続ける音。

　そのとたん本当に水の中にいるかのように息が苦しくなる。水面に浮かび上がろうと手足をばたつかせ。

　飛び起きた。

　布ふ団とんの上に上半身を起こした真ま里さとは、はっと辺りを見回す。

　電話が鳴っていた。

　るるるる、るるるる。この音に驚おどろいて飛び起きたのかと、真里は浅い呼吸を繰り返しながら、目を見開いて電話を凝ぎよう視しする。

　夜のリビングはとても寒くて暗くて息苦しかった。水の中にいたのは夢だったはずなのに、目を覚ました今も息苦しい。

　何かに絞めつけられているかのように息苦しい。

　真里は首元に窮きゆう屈くつさを感じて手をやった。すると、指先が、ひやりと冷たいものに触れた。

　背中から頭のてっぺんに向かって、ざあっと鳥とり肌はだが立つ。

　目を落とすと、自分の首に、もやでできたような黒い二本の腕が絡からみついていた。

　誰かが、真里を後ろから抱だきすくめているかのように。

　顔が歪ゆがむのが自分でもわかった。それは悲鳴をあげるための準備のようだった。

　だが、実際に声が喉のどから出るよりも先に、別の腕が真里の胴に回った。それは首に絡められた黒い腕とは違い、確かな質感と温かさを持って、力強く真里の体を引く。

「綾あや佳か、出ろ！」

　真里をかつぎ上げた純じゆんは短く叫ぶと玄関に向かって走りだす。かつがれる瞬間、純の肩で腹を押された真里はぐえっとカエルのような声を出した。

　かつがれている真里の目には、部屋の景色が後ろ向きに流れていく。

　顔を上げると、さっきまで真里が寝ていた布団の上に、闇やみの塊かたまりのような黒一色の女の姿が見えた。

　その女と、目が合った。一体目がどこなのかもわからないほどに黒いのに、確かに目が合ったと感じた。

　その黒い女が遠ざかり、電話の音が小さくなる。いきなり水の中に叩たたき込まれたように寒くなって世界が広がった。星空が見える。

　アパートの二階の外廊下に出ていた。隣には綾佳の姿があった。

　階段を下りるのだろうと身構えて純の肩につかまり、そちらに顔を向けたが、下りるどころか急に視界が高くなった。次の瞬間、今度はがくんと急激に下がる。

　胃と脳が浮くような感覚に、真里はとっさに口元を押さえて悲鳴をこらえた。

　手すりに上り、二階の外廊下から下へ飛び降りたのだ、と気づいたのは地面に着地したあとだ。

　純じゆんはそのままの勢いで走りだした。真ま里さとは口を押さえたまま、鼓こ動どうが治まるのを待つ。進行方向に背を向けている形なので何が起こるかわからず、とても心臓に悪い。

「電話、鳴ってたわね」

　純の隣を走りながら綾あや佳かが言った。真里の頭の後ろで純の舌打ちが聞こえる。

「水み藤とうからだよな……」

　純の声は苦々しげだった。真里は釈然としない思いで訊きいてみる。

「ねえ、なんで逃げるの。あれは食べられないの？」

「無理だ。なんだかわかんねえけど、あれは無理だよ。……なんだありゃ」

　自分でもよくわからないらしく、純は誰だれにともなく問いかける声を出す。

　真里は純の背中に手をつき、自分たちが来た方向──アパートの方角を見る。

　そこに、こちらに向かう黒い影を見つけた。

「来た、追ってきた！」

　声をあげると、もう一度純が舌打ちして足を速めた。真里一人が黒い女と向き合う形になる。

　真っ黒な女の顔立ちが、ふわりと浮かび上がって見えた。悲しげに細めた目の下には、本当に涙粒のように見える泣きぼくろがあった。薄い唇くちびるを開き、何かを訴えようとしているようにも見える。

　真里は、純の服の背中を握り込む形で、ぎゅっと拳こぶしを作った。恐ろしさを嚙かみ殺すように歯を食いしばり、追ってくる黒い女を見つめる。

　こいつを見張ることが、今の私の役目なのだと強く思った。

「近づいてきてる。十メートルくらい先にいる！」

　目算で距離を測って叫ぶと、綾佳が走りながら半身を振り向け、黒い女に向かって手をかざした。光が飛び、黒い女の体をかすめる。怯ひるんだように黒い女のスピードが落ちて距離が開いた。

「マサトくん、あなた霊れい的てき〈モノ〉が見えるのね？」

　綾佳が驚おどろいた顔をして言った。

「憑つかれてるせいなのかしら、それとももともと？」

「んなこと、今はどうでもいいよ！」

　純が苛いら立だったように叫んだ。景色が後ろから前へどんどん送られていく。

　古い洋風の建物が並ぶ地帯にさしかかった。ライトアップの光が周りに満ちてくる。

「どこ向かってるの？」

「ベイエリアの方！　人と光が多い場所の方が少しはましなはずだ」

　真里の問いに、純が怒鳴るような声で答えた。確かに、黒い女は動きを鈍らせていた。

　さすがに観光地なだけあって、こんな夜中でも人通りがあった。通り過ぎる人の誰だれもが、真ま里さとたちを見やる。

「あの黒い人、だいぶん遠くなった」

　後方をじっと睨にらみつけるようにして、真里は言った。純じゆんの足がやや緩ゆるくなる。

　右手に海が見えていた。

　突然、綾あや佳かがあっと短い悲鳴をあげて倒れた。純が足を止めて振り返る。真里の視界がぐるりと反転して進行方向の方を向いた。真里は純の肩に手を置き、身をよじって綾佳の方を振り向く。

「綾佳さん」

　初めて彼女の名前を呼んだ。思わず呼んでしまったというのが正しい。愕がく然ぜんとした声になった。

　綾佳の足には、一本の縄が絡からみついていた。生き物のように、彼女の左足をぎゅっと締め上げている。そして、そのふくらはぎには刃物が──とてもこの場には似つかわしくない刃物が突き立てられていた。リンゴの皮をむくのに使うような、小振りの包丁だ。屋外で見ることなどまずない刃物。その場違いさが、一層グロテスクだった。

　縄の一端は、その刃物の柄えをつかむように絡みついていた。刃物と綾佳のふくらはぎと縄が、奇妙な三角形を描えがいている。

　真里の歯の間から、嚙かみつぶされて弱ったような、変な悲鳴がもれ出した。肌がざわざわする。人間の体にあるべきでないものが突き刺さっている。それを目の前にして、おぞましさが思考の過程を経ずに全身に広がっていく。その感覚とは別のところで働いている思考が、そのことをひどくうしろめたく思った。

「行って！」

　綾佳が叫ぶ。痛みなどこれっぽちも感じていないような、毅き然ぜんとした声こわ音ねだった。そのせいで、目の前の光景が一気に現実感を失う。こんな恐ろしいことなんて、本当は起こってないのではないかと錯さつ覚かくを覚えかける。

「でも、お前……」

　純の声は初めて聞くかすれ声で、ひどく怯おびえているようにさえ聞こえた。

　綾佳は純の態度に苛いら立だったように舌打ちし、手のひらで路面をばしんと叩たたいた。

「あんたはその子を抱かかえてるのよ？　責任持って、ちゃんと守りなさいよ！」

　怒鳴られてなお、純はためらった。綾佳は怒らせた表情を、少しだけ、笑顔に近い形に緩めた。

「自分のことは、自分でなんとかするから」

　真里の耳の近くで、純の物言いたげな息いき遣づかいが聞こえた。だが結局何も言わず、純は駆けだした。

「純じゆんちゃん！」

「黙れ」

　思わず咎とがめるような声こわ音ねで呼んだ真ま里さとに、純は低い声を返した。その声は、綾あや佳かよりもずっと苦しげで、彼の方が負傷しているみたいだった。

　真里の視線の先で、綾佳の姿が小さくなっていく。そして、綾佳の方へ、あの黒い女が近づいていく。

　自分は走りもせずに運ばれているだけなのに、真里の鼓こ動どうは全力疾しつ走そうのあとのように速まっていた。綾佳に黒い女が近づく。どうなってしまうのか見ていられなくて、思わず目をつぶりそうになった。

　だがその前に、純はくるりと角を曲がった。真里の見える世界が変わり、視界から綾佳の姿が消えた。







　黒い海の水面みなもがゆっくりと揺れていた。背後にはライトの灯ともったレンガ造りの建物が並んでいる。

　真里は建物に寄りそうように設置されたベンチの上で、膝ひざを抱かかえていた。

　二人はここで、綾佳が来るのを待った。純は真里を下ろしたあとも、綾佳を捜しに戻ろうとはしなかった。純が真里のためにここを離れないでいてくれていることはわかったし、綾佳がそうしろと言っていたこともわかった。ここで真里が戻れと言えば、無む駄だに彼を傷つけてしまう気がしたので、真里は黙っていた。

「ごめん」

　ただ、それだけを口にした。すると、純は「大丈夫だ」と逆に慰なぐさめるような言葉を返した。

　寝ていたそのままの姿で飛び出してきたので、ひどく寒かった。それでも、昼間着ていた服のまま布ふ団とんに入ったことは、こうなった今では幸運だったのかもしれない。

　ふと気づいて純の方を見上げる。彼は黒のスラックスとシャツを着ていた。薄着で寒そうではあるが、眠る格好ではない。

「純ちゃん、寝てなかったの？」

　唐とう突とつに訊きくと、純は不思議そうな顔をした。「服」と指摘すると、純はああ、とつまらなそうに言った。

「寝てたよ。でも、いつこんな事態になるかわからなかったから」

　真里は黙ってうつむいた。綾佳も、真里には着がえろと言っていたくせに、自分はいつでも外に出られる格好をしていたことを思い出す。

　待つ時間は長かった。真里は海を見つめ、明るいホテルのライトや立ち並ぶ街灯の明かりを見つめ、自分たちが来た道を見つめた。

　時折、人が通り過ぎた。角から現れ通り過ぎる人々は一様に、真ま里さとと純じゆんの期待と願いに満ちた視線を受け、それが失望に変わるのを目まのあたりにして戸惑った顔をした。

　待つ時間はとても長く感じたけれど、実際には十分も経たっていなかったと思う。

　カツン。硬い靴くつの音がした。

　真里は視線を上げた。女の靴の音だった。足音のリズムは乱れていて、片方の足を引きずっているように聞こえる。純もその足音が聞こえる方向を向いていた。

　角を曲がり、綾あや佳かが姿を現した。片手をレンガの壁に当てて、体を支えながら歩いてくる。縄は外れていたが、まだ足には刃物が刺さったままで、それがひどく気味悪くもあり痛々しくもあった。

　だがそれでも、純の全身から安あん堵どが流れ出すのが見えた。綾佳の方へ駆け寄っていく。真里も、詰めていた息をゆっくりと吐き出した。雪の残る冷たい石いし畳だたみの上に立ち、彼らの方へ近づこうとする。

　だが、純がふと立ち止まった。

「綾佳？」

　不審そうな声を出す。真里にも、様子がおかしいことがわかった。

　綾佳の全身から、黒いもやのようなものがにじみ出して見えた。何かを嘆いているような表情を浮かべている。綾佳らしくない顔。

　真里たちを追ってきた、黒い女の悲しげな顔。

「純ちゃん、違う！」

　真里は叫んだが、純はそれよりも一瞬早く気がついた。下がってろよと真里に言い捨てて距離をとる。

　綾佳の背後から、あの黒い女が姿を見せた。

「あの馬ば鹿か、憑つかれてるんじゃねえよっ」

　純はどこか泣きそうにも聞こえる声で悪態をつくと、地を蹴けった。綾佳も同時に、足の怪け我がを無視した勢いで飛び出す。

　真里は思わず顔を歪ゆがめた。痛い。胸を突かれるようにそう思う。

　あんな足で、あんなふうに動いたら駄だ目めだ。貫つらぬかれたままの筋肉が伸び縮みして、傷が広がる。痛い。

　純も同じことを思ったのか、動きがぎこちなく強こわばった。だが黒い女に憑かれた綾佳は何の躊ちゆう躇ちよもなく腕を振るった。その手刀が側頭部に当たり、純は建物の壁に突っ込んで体を打ちつける。

　綾佳の髪が宙に流れた。悲しげな黒い女の顔のまま、獣けもののように純につかみかかる。

　真里は片手で口元をわしづかみにしたまま硬直していた。指先が頰ほおに食い込む感触はあったが、痛みはなかった。それよりも、綾佳の足が痛かった。ふくらはぎから刃物を生やしたまま激しく動き回る綾あや佳かの姿が恐ろしかった。

　純じゆんは顔をしかめて、綾佳の腕をつかんで自分の首から引き離す。いったん引こうとした綾佳の体を引き寄せ、抱だきしめるように腕を回すと彼女の両手を後ろ手につかんだ。

「人の体で無茶苦茶するな！」

　怒鳴って、綾佳に憑ついた黒い女を引き抜こうと、純が片手を持ち上げた。だが、綾佳はその隙すきに体を反転させ、自分を拘こう束そくする腕から逃れると、刃物の刺さった足を軸にして、純の腹を思いきり蹴けり飛ばした。

　純の体が横よこ様ざまに飛び、海に叩たたき込まれる。

「純ちゃん！」

　真ま里さとは思わず叫んでいた。

　その声で真里の存在に気づいたかのように、綾佳の目がすうっとこちらを向いた。真里ははっとして体を強こわばらせる。これで自分は、黒い女に取り憑かれた綾佳と二人きりになってしまったのだと気づく。

　綾佳が、ゆっくりと真里に向き直った。一歩一歩踏みしめながら、こちらに近づいてくる。

　無茶な動きのせいで、刺さった刃物の柄えに血が伝って赤く染まっていた。黒のパンツに覆おおわれているため血の色は見えないが、歩くたびに裾すそから重い音がする。血を吸っているのだ。

　綾佳の顔は、やはり悲しげだった。追われているときに真里が見た、泣きぼくろがある黒い女の表情。綾佳は悲しそうな顔をするときでも、こんな表情にはならない。こんな、絶望したような嘆きの表情はしない。

　真里は裸足はだしの足を後ろに踏み出した。凍って道路にへばりついた雪の感触を、直じかに足の裏に感じる。

　綾佳の頰ほおを、涙がすべり落ちた。

　その顔は何かを謝っているようでもあった。

　来るなという叫びが喉のど元もとまで込み上げてきた。だが、舌も唇くちびるも麻ま痺ひしたように動かない。恐怖のためではない。これは、ためらいだ。綾佳に取り憑いているこの黒い女を拒絶することを、心のどこかがためらっている。

　突然、綾佳が膝ひざをついた。膝の骨を打ちつける鈍い音がして、真里はびくりと身をすくめた。

　足がついに動かなくなったのかと思った。

　だが次の瞬間、綾佳の背中から、吐き出されるようにして黒い女の全身が抜け出す。女の形を形成している黒い粒子が集まったり崩れたりを繰り返して不安定に揺れた。

　両手を地について、ぐったりとうつむいていた綾佳が、不意に右腕を持ち上げた。煙けむたがるように腕を一振りする。すると、もやのように不安定になっていた黒い女が、すうっとかき消えていった。

　あとには、なんとなくばつの悪い沈黙が残った。

　言うべき言葉がなかったので、真ま里さとは黙ったまま立ちつくしていた。

「純じゆん！」

　突然、うなだれた姿勢のまま綾あや佳かが声をあげた。

「無事でしょ？」

「無事だよ」

　すぐに声が返ってくる。見ると、海の表面に顔を出して、陸に手をかけた姿勢のままこちらを見ている純の姿が目に入った。

「綾佳、お前わざとか」

　純が苦い顔をする。

「完全にわざとってわけじゃないわよ。足やっちゃって、ろくに動けないのは事実だったし。……まあ確かに、一回憑つかれてみればあれがなんなのかわかるかなとは思ったけど」

　綾佳は膝ひざと両手をついた状態のまま、微動だにしないで答える。本当に、もうまったく動けないのかもしれない。

　純が片手を軸にして、ひょいと陸に上がった。水が盛大に跳はねる。

　ひたひたと音を立てながら純は歩み寄ってきて、綾佳の側そばに屈かがむとその両肩に腕を回して抱かかえ起こした。

「いっ、痛い。無理、もう無理、本当に無理」

　軽い口調を装よそおってはいるが、本当は叫び出したっていいはずだ。真里は想像の痛みに恐怖して、また一歩裸足はだしの足であとずさった。

　綾佳は、疲れきった様子で純の肩に頭をあずけると、指先で頰ほおの涙をぬぐい取った。

「泣いてたわね、あの人」

　指についた、自分が流した他人の涙を見つめて、綾佳が言った。

「憑かれてみて、何かわかったのかよ」

「……どうかな。多分、あの霊れい的てき〈モノ〉は自分の意志で動いているわけじゃないと思う。誰だれかに操られているというか、使われている感じがした」

　それより。と、綾佳は顔をしかめる。

「純、悪いんだけど、足の、抜いて。自分じゃ無理。どうしても無理」

　純は顔を強こわばらせて頷うなずいた。肩に綾佳を寄りかからせた姿勢のまま、両手を綾佳のふくらはぎにかける。

　綾佳は蒼そう白はくな顔のまま、真里に力無い笑みを向けた。

「ちょっと向こう向いてて。素敵なものじゃないから」

　気き遣づかわれて、真里は思わず駆け寄り、綾佳の手を取った。取ってしまってから、自分の行動に驚おどろいて少し怯ひるんだが、今さら引っ込みはつかずにその手をぎゅっと握りしめる。

「マサトくん？」

　綾あや佳かは驚おどろいた顔をしたが、真ま里さとが頑がん固こに手を握ったままでいると、ふわりと笑って「ありがとう」と言ってくれた。

　刃物の柄えには、紙のようなものが何重にも巻きつけられていた。血ににじんでよくわからないが、何か文字が書かれていたように見える。

　純じゆんは思いきったようにその柄に手をかけた。そのとたん、彼は低く小さく呻うめく。綾佳の手にも力がこもった。

　嫌いやなにおいがした。

　小学校のストーブ。

　真里はそれを思い出した。小学校二年生の頃ころ、真里の学校の教室には、パイプ状の煙突が壁に向かって伸びている、古びたストーブしかなかった。ある時、その周りでふざけていた男子が、熱く熱されているストーブの煙突に手をついてしまったことがあった。その子はぎゃあと叫んで手を引き剝はがした。すぐに手は離れた。だがその煙突には、手の形に彼の皮が残った。鉄の煙突の表面で、彼の手の皮は焦こげていき、嫌なにおいを発していた。

　それとよく似たにおいがする。

　純の手のひらの下で、じりじりとくすぶるような音が聞こえた。

　彼の手が、焼けているのか。

　純は片手を綾佳の足に当て、片手で刃物の柄をつかんで引き抜こうとしていた。だが、刃は足と一体化してしまったかのように動かない。膠こう着ちやく状態の二人の顔に、苦く悶もんが浮かんだ。

　綾佳の唇くちびるから、嚙かみ殺しきれなかった呻き声がもれた。

　真里は自分の体が震ふるえだすのを感じる。

　真里の手を握り返す綾佳の力は強く、痛かった。だがそれよりも、二人の痛みが怖かった。

　固まったまま動かなくなってしまった時間に耐えきれず、真里は自由な方の手を伸ばして、刃物を引き抜こうとしている純の手首をつかんだ。力を込めているせいか痛みのせいか、純の手はわずかに震えていた。その上に、別の理由で震える自分の手を重ね、上へ垂直に引っ張り上げるよう力を込める。

　ずるりと、やわらかな肉から引き上げられる手ごたえが、純の手首を通して伝わった。それはぞっとするような感覚ではあったが、それよりもあっさりと抜けたことに対する、拍子抜けに近い驚きの方が勝まさった。続いて、安あん堵どがあふれだす。強く握り返していた綾佳の手から力が抜けた。

　純の肩からすべり落ちて倒れかかってきた綾佳を、自然と真里が全身で抱だきとめる形になった。

「ごめん、マサトくん。ありがと……」

　肩の上で、綾佳の力ないつぶやきが聞こえた。

　純は強こわばった指をこじ開けるようにして、なんとか刃物を手離したところだった。

「純じゆんもごめん。こういうものだとは思わなかった。手、平気？」

「平気」

　そうは答えたが、純の右の手のひらは赤くただれていた。綾あや佳かはそれを見て表情を引きしめる。

「モノ祓ばらい師なのかな」

「多分な。……その柄えに巻きついているのが、きっとモノ祓いのための何かなんじゃねえの。血でもう読めないけど、悪あく霊りよう退たい散さんとでも書いたお札とかさ」

　投げやりに純が言った。

　真ま里さとは血に濡ぬれて不ふ穏おんに光る刃物を見つめる。見ていられなくて思わず手を出してしまったけれど、こんなに簡単に抜けるとは思わなかった。

「これ、多分〈モノ〉には抜けないんだな」

　真里の思いを感じ取ったのか、純が言った。何気ない感じで、真里の頭を無事な方の手でポンと叩たたく。

「お前がいてくれてよかった」

　投げかけられた言葉を捉とらえそこねて、真里は目をしばたたかせた。聞き慣れないその言葉は、真里の足先からじわりじわりと体の中にしみ込んできて、心臓の辺りで熱を発した。







　もう周りに怪しげな気配はなかった。けれど、人間の気配を感じ取ることにはあまり自信がないので、万一追ってくる者がいてもまけるように、細い道を何度も曲がりくねる回りくどいルートを取って移動した。明めい治じ的な異国情緒と近代的なにおいが一緒くたになって光っている観光地を離れて、もっと安っぽく鈍い光を放つ、どこかくたびれた感のある繁華街に入った。

「純。ものすごく目立ってる」

　背中で、綾佳が憮ぶ然ぜんとした声を出した。純もずっと、刺さってくる視線が気になっていた。

　純は綾佳をおぶっていた。隣では真里が綾佳の靴くつをはいて歩いている。

「ものすごく格好悪い」

「背負われてる分ぶん際ざいで文句言うな！」

「だから歩けるって言ってるじゃない！」

「どうせマサトの靴がねえんだよ。裸足はだしで歩くよりマシだろ！」

「だったらマサトくんをおんぶすればいいでしょ！」

「どっちか背負わなきゃなんないなら、怪け我が人にん背負うだろ普通！」

「……余計に目立ってるよ」

　真里に冷ややかに指摘され、純も綾佳も口をつぐんだ。確かに、さっきよりも好奇の視線の数が増していた。一体自分たちはどういう三人組だと思われているのだろうかと考えて、純は頭が痛くなる。

　しばらく周りを見回しながら歩き、純じゆんは看板のネオンが濁にごったカラオケ店の前で足を止めた。綾あや佳かも頷うなずく。

「ま、朝まで身を隠すにはいいかもね。とにかくこの恥ずかしい状態から抜け出したいし」

　綾佳を下ろして店に入ると、トウモロコシの房ふさによく似た頭をした店員が、カウンター越しに三人を見た。いらっしゃいませと気の抜けた声を出し、真ま里さとの上で視線を止める。

　真里は十五歳だし、見た目はそれよりもさらに幼く見える。咎とがめられるかなと思ったが、店員は興味なさそうに視線を外し、お時間はどうしますかぁ、とやはり気の抜けた声で言った。

　薄暗い小部屋に入ると、綾佳は力尽きたように椅い子すに身を投げ出した。古びた合皮の椅子がぎゅっと音を立てる。

「足、大丈夫か」

　一応、途中でコンビニに入り、手当てに必要な物を買って傷の処置はしていた。だが、モノ祓ばらいの力がかかった傷だ。どうなるかわからない。

「平気よ。普通の怪け我がよりはちょっと治るのに時間がかかるかもしれないけどね。純も、手、大丈夫？」

　包帯を巻かれた右手を見下ろす。まだひりつくような痛みはあったが、日常生活に支障をきたすようなものではない。純は一つ頷いた。

「あの刃物つきの〝縄〟、俺おれたちが逃げる方向を予測して、仕込んでおいたんだよな」

「どうだろ。そのわりには、刃物一本ってのはお粗そ末まつじゃない？　どっちかっていうと、私たちがあの霊れい的てき〈モノ〉を喰くうことを期待したんじゃないの」

　禍まが々まがしい霊的〈モノ〉。とっさに喰えないと判断した。だがもし、あれを喰ってしまっていたら、どうなっていたのだろう。動けなくなったところで、おそらく近くにいたであろうモノ祓い師に、とどめを刺されたのか。

「だからむしろ、あの〝縄〟と変な刃物も、ただの足止めだったんじゃない？　動けなくして、襲おそってくる霊的〈モノ〉を喰うしかないように仕向けるための」

「けど、そうされたからって喰えるもんじゃなかったよな、あれは」

　悪意に凝こり固まった、まずそうな〈モノ〉なら今までも多く見てきたし、喰ってもきた。けれど、あの霊的〈モノ〉は、何かが根本から違う禍々しさだった。

　それにしても。

「俺たちの居場所、なんでばれたんだろうな」

「さあね」

　綾佳は大げさに肩をすくめた。その顔には疲労が色濃く見えていた。

「あーあ」

　綾佳が声と一緒に大きく息を吐き出して、後頭部を壁につける。

「これが、〈モノ〉として命を狙ねらわれるってことなわけね」

　ため息交じりの綾あや佳かの言葉に、不覚にも純じゆんは傷ついた。

　モノ祓ばらい師たちが自分らを祓おうとしている。そのことを認識したのはだいぶん前だ。現に、仲間の一人は命を落とした。

　けれど、まっすぐに刃やいばを向けられ、それを真っ正面から受けとめたのは、これが初めてだった。覚悟はしていたはずだ。それでも、その事実はやはり痛い。

　真ま里さとが小さく体を震ふるわせた。ワンピースの上にカーディガンを羽織っただけの格好だ。部屋の空気は冷たく、つけたばかりのエアコンは、稼か働どう音おんばかりがうるさくてなかなか効いてこない。

「おいで」

　綾佳が言って腕を広げた。真里の反応を見守るが、意外にも彼女は素直に綾佳の側そばに寄った。綾佳は真里の肩を抱だき、二の腕をさすって温めてやっている。真里は眠いのか、ぼんやりした顔で頭を揺らめかせていた。

「寝ていいわよ」

　綾佳がそう言って頭を軽く引き寄せると、真里は目をつぶって肩に寄りかかった。しばらくすると、静かな寝息が聞こえてくる。
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「えらく素直になったな。なつき始めた動物みてえ」

「失礼よ、それ」

　綾あや佳かはそう言いながらも笑った。

「じゃなかったら、母親と娘とか」

「なんでよ。四つくらいしか違わないじゃない」

「でもお前、慣れてるよなあ。妹いるの？」

「いるけど、まだ三歳よ。弟二人ならこの子くらいの歳としだけどね。……って、私前この話しなかった？」

「いや。お前の家族の話なんて初めて聞いたけど」

「そうだっけ。でも、確か誰だれかに話したような……ああ」

　綾佳は一人で納得したような顔をして口を閉じた。純じゆんも、彼女が誰のことを言っていたのかわかったので、それ以上は尋たずねなかった。

　朝までにはまだ時間があった。黙っていると、時間はやけにゆっくりにしか流れてくれなくなる。テレビ画面は、曲の人気ランキングを映しながら、同じメロディーを繰り返している。

　途切れた話題の残ざん滓しが二人の間に漂っていて、なんとなく落ち着かなかった。別の話題を探す気分でもなくて、純は深く考えることもなく、流されるように口を開いた。

「綾佳、十じゆう文もん字じのこと好きだったのか」

　綾佳は目を見張った。純も、こんな唐とう突とつなことを言いだすつもりはなかったのにと慌あわてる。

　逃げてきてから、十文字のことは誰も口にしなかった。忘れようとしていたわけではない。ただ、気軽に口にできる時期にはまだ達していなかった、それだけのことだ。

　綾佳は少し視線を伏せて、ごく普通の、何気ない会話のときの声こわ音ねで答えた。

「好きだったわよ。でも、恋してたのかって意味なら……違うわ」

　そうか、とつぶやいた。

　あいつの方はどうだったのだろうと、今さら意味のないことを考える。

「あんたは。まだあの彼女のこと忘れられないの？」

　少しの間をおいて、お返しのように綾佳が訊きいた。純は目を伏せた。それもまた、ずっと意識から閉め出してきたことだった。

「忘れないよ。けど、未練があるのかって意味なら、違う」




　　　　　　＊




　閉店時間だって。

　その声とともに揺り起こされた。いつの間に倒れ込んでしまったのか、真ま里さとは綾佳の膝ひざを枕まくらにして眠っていた。

　外に出ると、夜明け直後の白っぽい空気が、夜の仕事を終えた繁華街をぼんやりと浮かび上がらせていた。ライトが消えシャッターが閉じられ、昼の仕事が始まるまでの、数時間の短い休息の時に入っている。

「俺おれは一度家に戻る。水み藤とうと連絡取らなきゃなんないし、このまま夜逃げみたいに出ていくわけにもいかないしな」

　公園を見つけ、そこのベンチまで裸足はだしの真ま里さとを運ぶと、純じゆんは言った。（綾あや佳かは、再びおんぶされることを強固に辞退した）

「そうね。私は……行かない方がいいわよね。傷はもうだいぶんいいけど、やっぱりいざというときは足手まといになりそうだし」

　真里は綾佳のふくらはぎを見下ろした。血を吸ったパンツの裾すそは、もうすっかり乾き、黒色と同化してほとんど目立たない。けれどよく見れば、刃の刺さったところが縦に裂さけていて、そこから白い包帯がのぞいている。

　純を見送ったあと、真里は立ったままの綾佳を見上げた。なんで座らないんだろうと思う。

「怪け我がは」

「平気だってば」

「でも、あんな……」

　言葉にしようと昨夜の状況を思い出して、真里はあらためてぞっとした。綾佳はそんな真里を苦笑しながら見つめている。

「お疑いなら、見ますか？」

「え？」

「まだ、気味のいい状態ではないだろうけど」

　おそるおそる頷うなずくと、綾佳はすっとベンチに座り、パンツの裾をまくり上げた。ゆっくりと包帯が解ほどかれていく。血で染まったガーゼを剝はがすと、傷は確かにかなりふさがっていた。貫つらぬかれたのだとわかるだけの痛々しさは残っていたけれど。

　綾佳は手早く新しいガーゼに替えると、包帯を巻き直した。視線は上げないまま、「ね」と同意を求める。

「化け物でよかった」

　思わず真里はつぶやいた。綾佳は眉まゆを寄せて困惑げに首をひねる。

「それはまた、返事に困るコメントね。問題はなんで『よかった』のかってところだと思うんだけど」

「立てなくなったりしなくてよかった」

　素直に言った。傷がこんなにも早く治る異常さに対する拒否感は、不思議とわいてこなかった。綾佳は面食らった顔をした。そして、なんだか照れくさそうに笑う。

「マサトくんに、そんなことを言ってもらえるとは思わなかったわね」

「……友達は、私のことマリって呼ぶよ」

　なんとなくそう言ってみる。

「そうなの？　まあ、あなたの名前、大たい抵てい最初はマリって読んじゃうだろうけど」

「なんでマサトなんだろう。普通に、マリでよかったのに」

　真ま里さとの名前をつけたのが、父なのか母なのかも知らない。どっちにしろ、両方とも死んでいるのだから訊きくこともできない。

「綾あや佳かさんはいいね。綺き麗れいで、女の人っぽい名前」

「あなたの名前だって十分素敵じゃない。男の子みたいで嫌いやだなんてコンプレックスを堂々と持っていいのはせいぜい小学生までよ。子供はまだ考えの底が浅いから、からかう馬ば鹿かもいて、嫌な思いもするでしょうよ。でもそんなコンプレックス、後生大事に抱かかえるものじゃないわ」

「そっか」

　なるほどと思ってつぶやくと、綾佳が呆あきれたような視線を向けてきた。

　数少ない友達──千ち穂ほや守まもるは、真里が自分の名前を嫌っていることを知って、マリと呼ぶようにしてくれた。だけど誰だれも、こんなふうに言った人はいなかった。綾佳に言われて初めて、そうか別にマサトという名前に罪はないよなと考えてみる。

「名前なんて、響ひびきのよさや直感や気まぐれで結構適当につけられるものでしょ。考えれば考えただけいいってものでもないし。どんな名前だって、意味や理由じゃなく、親しみを持って呼ばれることで価値を持つもんよ」

　言ってから、綾佳はちらりと真里を見下ろした。

「マリって呼んでほしいならそうしてもいいけど」

「いい」

　真里は首を横に振った。

「このままでいいよ」

　綾佳の手のひらが下りてきて真里の頭をくしゃりとやった。

「何か、あったかい食べ物買ってくるわ」

　コンビニ以外の店が開く時間になったら、靴くつも買わなきゃね。綾佳はそう言って笑い、若じやつ干かん左足を庇かばいながらも、ほとんど普段と変わりない足取りで離れていった。

　甘やかされているなあと思う。

　今まで、大人おとなからこんなふうに無条件に優しくされたことなどなかった。慣れない居心地の悪さはだんだんと薄れてゆき、寄りかかる安らぎの方へと心が傾いていく。綾佳や純じゆんの優しさは、彼らの負い目によるものだとわかってはいるけれども。

　ベンチから足を伸ばし、ぶらぶらと揺らした。寒いけれど、気分は悪くなかった。早朝の薄ぼんやりした白さの中で、真里は解放的な気持ちに満たされていた。何度も繰り返してきた家出のことを思う。いつもいつも、ほんの数日で連れ戻されてきた。けれどもう、帰る場所はない。

　代わりに見つけたお菓子の家。魔ま女じよの住む甘い家。

　通りの方をぼんやり眺ながめた。時折、この辺りで夜明かしをして始発を待っていたらしい様子の人々が、ぶらぶらした足取りで通り過ぎていく。

　ふと、二人連れの若い男が真ま里さとを指さしているのが目に入った。怪け訝げんに思っていると、その二人は妙な愛あい想そ笑いを浮かべながら近づいてきた。純じゆんたちと同じくらいの年とし頃ごろの男。

「あんた一人？」

　男の一人がそう言いながら真里の全身を眺め回した。酒くさい。どこかの居酒屋で飲み明かしたのだろう。二日ふつか酔よいではない。醒さめかけだろうけれど、まだ酔っぱらい中だ。

「一人じゃない」

　真里はそっけなく答える。こういう手合いには慣れていた。家出中に、何度も出会った。

　彼らの上に見えるのは、物もの見み遊ゆ山さん的な好奇心と、からかっても一向にかまわない異質なものを見つけたよろこび、冗談程度の下心。

「噓うそこけ。どうせ家出かなんかじゃねえの」

「っていうか、なんで裸足はだし？」

　二人の男は二人だけで笑い合って、真里の足首をつかんだ。そのまま、自分の目の前に足を持ってくるように、ひょいと上に持ち上げる。片足を男の前に掲げる格好にされた。スカートの裾すそがめくれ上がる。

　嫌いやだ放してとでも言って身じろげば、男たちは下品に笑いながらも足を放しただろう。とても馬ば鹿かで、思いやりもへったくれもない奴やつらだけれど、明確な悪意があるわけでもない。

　ただの酔っぱらい。しかも今は朝で、弱々しくはあるが太陽の光も見え始めていて、きっと酒も飛びかけている。彼らは薄ら笑いを浮かべながらも、少し困った顔をした。きゃあとかなんとか言わせてからかうつもりが、当てが外れて、どうしていいのかわからなくなってしまったのだろう。

　真里の胸に、激しい苛いら立だちが起こった。

　人のことを、おもちゃの人形をあつかうみたいにさわって眺めて笑っている。

　胸の中に生まれた苛立ちが、頭に上っていく。

　真里は片足で跳はねるようにベンチの上に立ち上がり、つかまれた足に体重を乗せると、自由な方の足で男の胸元に跳とび蹴げりを食らわせた。完全に不意を突かれて、男はうおっと叫び大きく数歩、後ろにたたらを踏む。

　真里は着地できず、尻しりから地面に落ちて転がった。

　地面に転がった真里も格好悪かったが、少女に跳び蹴りをされて叫び声をあげた男も十分に格好悪かった。

　さっきまで笑いを浮かべていた男の顔が紅潮した。何しやがると言って、真里の胸ぐらをつかんで引き起こす。

　真ま里さとは抵抗しなかった。ただ表情を消して、冷ややかに男を睨にらみつける。力ではどうしたってかなわない相手に、この態度が一番効果的だということはわかっていた。同時に、相手を挑発して怒らせる、馬ば鹿かなやり方だということもわかっていた。

　くだらないことでも、怒らせるのは危険だと理解はしている。それでも、男が思おも惑わく通りに頭に血を上らせているのを見て、胸がすくような思いもあった。それは、治りかけの傷を搔かきむしるような、やけっぱちの快感に似ていた。

（ああ、でも悔くやしいな）

　殴なぐりたければ殴れば、という顔をしながらも、真里は心中でつぶやいた。

　痛い思いをさせられるのは嫌いやだな。

　殴られたくないなら悲鳴をあげればよかったのだ。でも、それは負けを認めるようでもっと嫌だった。

　自分のことを馬鹿だと思う。こんなのはプライドじゃないよなと思う。子供っぽい意地。さもなきゃやけくそ。

（綾あや佳かさんなら、絶対にこんな奴やつらに負けない力があるんだろうな。うらやましいな）

　その時、ふと真里の足に何かが絡からみつくような感触があった。胸ぐらをつかまれたまま視線を落とす。

　あの蛇へびが、真里の足首に巻きついて、こちらを見上げていた。

　二人の男も、蛇の存在に気づいてぎょっとした様子だった。真里につかみかかっていた男が、真里の胸を押して突き飛ばした。

　ああ、力なら私にもある。

　どろりとした感情が押し寄せてきた。それはゆっくりと、しかし抗あらがいがたい強さで、真里の理性も思考力も吞のみ込み押し流していく。

　その感情は怒りではなく、むしろ優越感にも似た思いだった。私には力がある。どうしてこんな奴らに負けてやる必要がある？

　いっそ無む邪じや気きなほど単純なその思いは、他ほかの考えが入り込む余地がないほどに、真里の中を満たした。

　蛇が真里の足から離れ、男たちの方を向いた。赤く細い、先の割れた舌がちろちろとのぞく。道に波なみ形がたを描えがきながら、ゆっくりと男たちへ近づいていく。

　男たちは目を見開いて、這はい寄ってくる蛇と、真里の顔を見比べていた。

「マサトくん！」

　その場に、芯しんのある声が響ひびいた。真里の動揺を感じ取って、蛇の動きが止まる。顔を上げると、綾佳が赤い瞳ひとみでその場にいた全員を睨み据すえるように立っていた。

「この子に、何か用？」

　ゆっくりと大おお股またで、綾佳は歩み寄ってくる。二人の男は、呆あつ気けにとられた顔で綾佳を見、それから蛇へびを見下ろし、真ま里さとの顔の上を通過して、綾あや佳かに目を戻した。呆ぼう然ぜんとした顔のまま首を横に振る。

「そ。じゃあ行きなさい」

　命令口調で綾佳は言い放った。男たちは何か言い返すかと思ったが、彼女の目の色に驚おどろいて怯ひるんだのか、気迫に気け圧おされたのか、おどおどした様子で数歩あとずさり背を向けて、駆けだすのをなんとか抑えたような足取りで去っていった。

　その背中が完全に見えなくなってから、綾佳は真里の方に向き直った。

　蛇のせいか、数メートル離れたその場所から近づいてきてはくれない。真里が目配せすると、蛇は心得たようにするすると戻ってきて、真里の足の後ろに隠れた。

「あなた、今何をしようとしたの」

　強い声で問われて、真里は肩を震ふるわせた。

　何をしようとした？　蛇をけしかけて、あの男たちをおどかそうとした？　追い払おうとした？　それとも。

　殺そうとした？

「私は」

　言いかけて、言葉が止まった。自分が何をしようとしたのか、本当にわからなかった。

　愕がく然ぜんとして、初めて足が震えだす。

　からまれても、殴なぐられそうになっても、蛇をけしかけたときでさえ、冷静だったのに。今はその自分の冷静さが怖かった。

　もしかすると、私はこんなに簡単に、人を殺そうとしたのか。

　うつむいて、ぎゅうと顔をしかめた。顔面が崩れるように歪ゆがむのを自分でも感じた。

　綾佳はゆっくりと歩み寄ってきた。真里の後ろに控えている蛇を気にしているようだったが、それでもすぐ目の前まで近づいてくると、すっと手を上げた。

　反射的に叩たたかれると感じて、真里は身をすくめ目を閉じた。

　だが衝しよう撃げきは何もなく、眉み間けんに滑らかな指の感触だけがあった。驚いて目を開けると、綾佳は二本の指の背で真里の眉間を押し伸ばしている。

「あなた、眉間にしわ寄せる癖くせなんとかしなさいよ。せっかく可愛かわいい顔してるのに、眉間の縦じわがとれなくなったら困るでしょ」

「綾佳さん」

「大丈夫」

　なだめる声で、綾佳は言った。

「全部、〈モノ〉のせいよ。あなたに憑ついている〈モノ〉は、私たちがなんとかする。だから、大丈夫」

　甘やかされている。

　また、真ま里さとは思った。

　全部〈モノ〉のせい？　そうじゃない。力さえあれば、簡単に人を傷つけてしまおうとする自分が、確かにいる。

　けれど真里は、その思いを口にはしなかった。そんな人間は助けてやれないと放り出されるのも怖かったし、そんなことはないよと慰なぐさめてもらうのも、卑ひ怯きようで嫌いやだった。

　ただ、優しくされることに罪悪感を覚えて、真里の胸の辺りは重く痛んだ。
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　純じゆんは鍵かぎが開けっぱなしのアパートのドアを引き開け、中に入った。部屋の様子は昨夜飛び出してきたときから変わっていない。一応一部屋一部屋見て回ったが、誰だれか外の人間が入った形跡はなかった。

　簡単に部屋を片づけ、持ち運べる程度に荷物をまとめた。水み藤とうが戻ってき次第ここを出る。悪くすれば、もう戻れないかもしれない。

　家を出る準備をほぼ終えた頃ころには、もう日はだいぶん高くなっていた。純は、一度メールを確認しておかなければと、居間のテーブルに置きっぱなしだったノートパソコンを立ち上げた。

　映し出された画面を見て、純はぎくりと体を強こわばらせた。未読メールの中の一通に目をとめる。

　一昨日おとといこの世から去ったはずの依頼人、真里の伯お父じのアドレスから、メールが来ていた。

　無題。

　包帯の下で、じわりと手が汗ばんだ。マウスを動かし、メールを開く。それは、『あなたは誰ですか』という一文から始まっていた。

『あなたは誰ですか。

　私たちは、森もり山やま真里の友人です。いなくなった彼女のことを捜しています。もし何か知っているようだったら連絡を下さい』

　末尾に、有あり田た千ち穂ほ、樹き原はら守まもると連名で名が記されていた。純はその簡潔な文章を何度か読み直し、しばらく迷った末、そのまま閉じた。

　今、彼らに返せる言葉は何もない。できるのは、友達が心配していたと真里に伝えてやることくらいだった。

　なんだか精神的にも疲れてしまって、純はテーブルの上につっぷした。

　そのとき、玄関の方でカタリと音がした。純はすばやく身を起こし、静かに立ち上がって身構える。

　リビングのドアを細く開け、壁に背をつけて玄関の方を見やる。ゆっくりとドアノブが回り、ドアが開いていく。純は息を詰めた。神経を尖とがらせ、ドアの向こうの気配に集中して──。

　足から力が抜けた。なんだよと独りごちる。

　開いたドアの隙すき間まから姿を見せた人物を確認すると、その場でずるずると座り込んだ。そこにあったのは、もうすっかりと慣れた気配。

「なんだ、いたのか」

　水み藤とうも拍子抜けしたような声を出した。彼もまた純じゆんと同じように玄関先で座り込む。力尽きたようなその動作に違和感を感じて、純は眉まゆをひそめた。

「どうした。……怪け我がでもしてんのか」

「いや、もうほとんど治ってるよ。疲れただけ。それより、そっちこそどうしたんだ。昨夜、いなかったろ」

「ああ、悪かったな、電話しただろ。鳴ってるのは聞こえたけど、出られる状況じゃなくて。……っていうか、ほとんど治ってるって、やっぱり怪我したのかよ」

　お互いにお互いの状況を気にし合って会話が詰まった。水藤はふっと吹き出すように軽く笑うと、立ち上がって居間の方へ歩いてくる。

「順番に話そう。ちょっと、色々あった」

　純は長く息を吐いた。

「お互い様だ」







　自分たちの身に起きたことを語り合った二人の上に、重い沈黙がおりた。

　色々と感想や意見はあるのだけれど、何をどう言えばいいのかわからずに、純はただ押し黙っていた。水藤も何を考えているのか、テーブルの上の一点に視線を固定させたまま動かない。

「綾あや佳かさんは大丈夫なのか」

　沈黙を押しのけるように、水藤はまずそう言った。

「一応な。朝にはもうだいぶんよくなっていたはずだ」

「……純たちを襲おそった霊れい的てき〈モノ〉は、俺おれの仕事先にいた〈モノ〉と同じだな」

「多分」

　純は頷うなずく。

「仙せん谷たに由ゆ紀き夫お」

　水藤は依頼人の名前を、そこにいる人を呼ぶかのように口にした。

「偽ぎ名めいかもしれない。もしかしたら七なな倉くらなんたらという名前なのかもしれない。でも、七倉の本家とは雰囲気が違う気がする。あくまで、気がするだけだけれど」

「俺たちは本家のこと、七倉和かず巳みを通してしか知らないから、なんとも言えないけどな」

「うん。でも、霊的〈モノ〉を使って襲わせるなんて発想は、七倉家にはなかったような気がする。あくまで俺の印象だけど。死んだ人間の霊を使うなんて、それはすごく……えげつないやり方じゃないか」

　七なな倉くら家は古くからのモノ祓ばらい師の家系だと、七倉和かず巳みから聞いた。おそらく旧家の品位ややり方というものもあるだろう。それに本家は、いくら七倉和巳が庇かばってくれていたとはいえ、水み藤とうがあの事件を起こすまでは、自分たちのことを見逃してくれていた。そして、自分たちが一般人を害した瞬間、彼らは四人を祓うことを決断した。それは、祓われる対象であった純じゆんから見ても、とてもまっとうでわかりやすい判断だった。

　確かに、今回のことと七倉家は似合わない気がする。モノ祓い師が、〈モノ〉を利用するなどと。

「それにしても、本当に霊れい的てき〈モノ〉を操るなんてことができるのかよ」

「……思ったんだけど、森もり山やま真ま里さとの蛇へびと、あの霊的〈モノ〉は似てはいないか」

　思わぬ言葉に、純は「は？」と言う形に口を開いた。

「蠱こ毒どくは俺おれも知ってる。壺つぼの中に数種の生き物を入れて、殺し合わせてできる呪のろいの道具。……青森で見た霊的〈モノ〉の周りには、〝壁〟が張りめぐらされていたんだ。俺は最初それを見たとき、穴か壺みたいだと思った」

「〝壁〟の中で、霊的〈モノ〉同士に共とも喰ぐいをさせたんじゃないかってことか？」

「あそこは自殺の名所だった。それなのに、〈モノ〉はあの女一人しかいなかった」

「あとは全部、あの霊的〈モノ〉が喰った？」

「現場ではちあわせたモノ祓い師の女性は、あの霊的〈モノ〉を見て、『あなたに似てる』と言ったんだ」

　純は、真里の蛇からにじみ出していた〈モノ〉的な気配を思い出していた。霊的〈モノ〉でもなく半物質的〈モノ〉でもなく、けれど数種が混じり合って普通の生き物ではなくなってしまったような気配が、自分たちに似ていると感じた。

「あれは、霊的〈モノ〉で作られた蠱毒じゃないのかな」

　窓の外で強い風が吹いた。がたがたと窓ガラスを揺らす。幼い子供がきゃあきゃあ言う、楽しげな悲鳴が遠くから響ひびいてきた。昼近くの陽ひ射ざしが、こんな奇妙で憂ゆう鬱うつな話をしている純たちのもとにも明るく射し込んでくる。

「確かに、あれは喰えなかったな」

「うん。喰えなかったのは、毒だったからじゃないのかな。……最初、俺は多少ダメージを受けてでも喰う気でいた。でも、無理だった」

　他ほかの生き物と一緒にビンの中に入れられ、蠱毒となった蛇。

〝壁〟に囲まれ、喰い合いをさせられた霊的〈モノ〉。

　純は、取り憑つかれた綾あや佳かが流した涙を思い出していた。
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　有あり田た千ち穂ほと樹き原はら守まもるって人たちから、メール来てたぞ。

　純じゆんがそう伝えると、真ま里さとは目を見開いた。

「お前のこと、心配して捜してるみたいだ。この状況を知らせるわけにはいかないから、返事は返せないけど」

　駅近くのファミリーレストラン。綾あや佳かたちとはそこで落ち合った。

「千穂と守が……」

　どこか呆ぼう然ぜんとした声で真里はつぶやいた。純は少し迷ったが、ここで気を遣つかっても仕方がないだろうと腹を決めて口を開く。

「マサトの伯お父じさんと同じメールアドレスから来てた。お前の友達は、伯父さんのメールのＩＤとパスワードを知っていた？」

「伯父さんの家にはパソコンなんてなかった」

　きっぱりと真里は言った。純は眉まゆをひそめる。

「なかった？」

「なかった。伯父さんは、パソコンや携帯みたいな電気製品を宇宙人の道具みたいな目で見てたから」

　水み藤とうは疑念のこもった目を純と綾佳に走らせてから、真里にそっと語りかける。

「じゃあどうして、君の伯父さんは俺おれたちのところにメールをくれたんだろう」

「だから……千穂にパソコンを借りたんじゃないかな。そのアドレスで、千穂たちからメールが来たんなら。千穂のお母さんと伯父さんは友達だからよく行き来してたし」

　両手でカフェオレのカップを包み込んで指を温めながら、真里は言った。

　そういうことならば、やはり依頼人は有田千穂のアドレスからメールを送ってきたのだろう。けれど、何な故ぜ？　パソコンも持たない、電気製品を苦手とする人間が、わざわざ宇宙人の道具を借りて、祓はらいを行ってくれるところを探そうなどという発想を持つだろうか。

「誰だれかの紹介か何かだったのかな」

　水藤は純と綾佳に向けて、やや声のトーンを落として言った。確かに、そのくらいしか理由は考えられないけれど。

「それから、君が使ったという呪のろいの蛇へびのことなんだけど」

　水藤は真里に向き直って言った。

「閉じこめて殺し合わせるというやり方を何故思いついたのか、どうしてもわからないかな」

　それはもうすでに一度投げかけた質問だった。水藤にもそのことは話した。だが彼は、いっそ冷たくも見える落ち着いた表情で真里を見ていた。

　真ま里さとも、出会った日のように反発することもなく、じっと考え込むように目を伏せた。

　伯お父じを呪のろい殺したことに関しての記憶を掘り返させることがいたたまれなくなり、純じゆんは口を挟はさもうとした。だがその前に、真里は顔を上げる。

「わかんない。でも私、五歳より前の記憶がない。もしかしたらその時に知ったとか」

「五歳以前って、普通あんまり記憶なんてないもんじゃないのか」

　純は言った。

「伯父さんの家に行った日のことは覚えてる。だけど、両親のことは、何一つ思い出せない」

「それにしても、五歳未満の子供が、蠱こ毒どくの作り方なんて知る機会あるかね」

「でももしあったとすれば、その記憶が〈モノ〉のせいで呼び起こされたっていうのはありえるんじゃないかな」

　水み藤とうの返答に、純は少し考えてから曖あい昧まいに頷うなずいた。

「マサトくんが昔住んでいたのってどこなの？」

「京都」

　一瞬、全員が口元に力を入れて黙り込んだ。

　午後の中途半はん端ぱな時間、まばらにしか客のいない店内に、女性客の高い笑い声が響ひびき渡っている。

「それで、家出のとき京都に？」

　綾あや佳かの問いに、真里はさほど気にした様子も見せずに頷いた。

「昔、親と住んでいた場所でなら、やっていけるんじゃないかって思った。でも結局、たった二日で補導されて、なんにもできなかったし、全然なつかしくもなんともなかったけど」

「京都に親しん戚せきや知り合いはいるのか」

「いない。母親のお姉さん一家が青森に住んでいるらしいけど、会ったことはない」

「また青森か」

　水藤がつぶやく。

「連絡は取り合っている？」

「伯父さんは時々電話してた。もともと、私のことをどっちが引き取るかで、もめてたって話も聞いたことある」

　真里の声は尻しりすぼみになっていった。純はどうあつかっていいものか逡しゆん巡じゆんしながらも、真里の背中に手を伸ばし、慰なぐさめるように指先でとんとんと叩たたいた。

「その伯お母ばさんに電話してみたらどうかな。君の五歳以前のことについて何かわかるかもしれないし、そうでなくてもお母さんについての話は聞けるだろう」

　水藤は遠えん慮りよなしに話を続ける。

「でも番号が」

「わからない？」

「家のアドレス帳には書いてあったと思うけど」

　それなら、取りに行けばすむことだよ。水み藤とうはそう言った。

　純じゆんは、水藤が何をそんなに気にしているのか読めずに、彼と真ま里さとの顔を見比べていた。
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　千ち穂ほと守まもるは、無言で向き合っていた。

　六畳じようの千穂の部屋。ベッドと本ほん棚だなと机のスペースを除くと、ほんの狭い空間しかない。そこにキルティングの敷物を敷いて、折り畳たたみ式のおもちゃみたいなテーブルを置いていた。テーブルの上には、昨日森もり山やま家で見つけたメールの下書きが広げてある。それを挟はさんで、二人は黙ったまま座っていた。

　千穂、守くん、もうすぐご飯よ。と、上機嫌の母親の声が階下から上ってくる。千穂が答えないままでいると、守が少し困ったように表情を動かし、ありがとうございますと返事をした。

「千穂、メールの返事はまだ来ない？」

　守に促うながされ、千穂は机の上に電源を入れっぱなしで置いてあるノートパソコンの方へのろのろと向かう。だがやはり、返信はない。

「マリ、森山の小お父じさんを殺したりなんて、してないよね」

　つぶやくと、泣きそうな声になった。

　昨夜、千穂と守は森山家に再びもぐり込み、家捜しをした。こそ泥のような自分たちの行為に対する罪悪感よりも強く、真里を助けてやらなければという気持ちが働いていた。

　二時間ほどの捜索で、メールの下書きは見つかった。

『姪めいに呪のろい殺される』

　その紙に書かれていた文章を見て、千穂も守も言葉を失った。「呪いの道具」のくだりで、千穂たちが真里の部屋で見た、ムカデや蜘く蛛もを入れたビンがなんであったのかもわかった。

「もしかしたら、このメールを受け取った人が、森山の小父さんとマリを連れていったのかもしれない。その可能性が一番高いと思うんだ」

　メールの下書きを見つけたとき、ショックから立ち直った守はそう言った。

「それはさっき会ったあの男の人じゃなくて？」

「うん。あの人は例えば、森山の小父さんに、あのメール相手の人……多分、祈き禱とう師しさんみたいな、そういう相談を受けつけている人を紹介したんじゃないかと思う」

「そっか……そうだとしたら、二人とも無事なんだよね」

　守の見せた希望にすがるように、千穂は言った。二人はいったん千穂の家に行くと、下書きと一緒に見つかったアドレスにメールを送った。『もし何か知っているようだったら連絡を下さい』

　けれど、返事は来ない。

「もし、本当にマリが小お父じさんを呪のろって……ありえないことだとは思うけど、呪い殺していたとしたら、千ち穂ほはどうする？」

　テーブルの上の紙を指でなぞりながら、守まもるが言った。

「どうするって」

　守はじっと視線を落としている。思いつめたようなその表情に、千穂は悔くやしさのようなうしろめたさのようなものを感じた。

「僕は、マリの味方をする。僕だけは絶対に、マリの味方でいるよ」

　なんで？

　思わずそう問い返しそうになって、慌あわてて言葉を吞のみ込んだ。そんなことを訊きいてしまったら、自分一人だけ友達がいのない、卑ひ怯きような人間みたいだ。私だって、マリを心配しているし、助けたいと思っているのに。でも、本当にマリが小父さんを殺していたら、私はどうするのだろう。千穂は唇くちびるを嚙かんだ。

「守は、マリが殺したかもって思ってるの？」

「わかんないよ。そもそも僕は、呪いなんて信じてないし。でもマリには、少なくとも呪い殺してやりたいって思う理由はあったと思うんだ」

　守は、何度か森もり山やまの小父さんに喧けん嘩かを売ったことがある。真ま里さとを無視し、食事や必要な物を与えないようなあつかいに対して、理路整然と抗議した。だから、守は森山の小父さんに嫌われていた。生意気なガキめ、と罵ののしられているところを見たこともある。

　それに対して千穂は、自分の母親が小父さんと仲がよかったこともあり、あからさまに彼の機嫌を損ねるようなことはしなかった。そのことを、うしろめたく思ってもいた。

「守がそこまでしてマリを庇かばうのは、可哀かわい想そうだから？」

「違うよ」

「……じゃあ、友達だから？」

　今度は、少し考える間があった。守は肯定も否定もせず、つけ足すようにぽつりと言った。

「僕は、マリが好きだよ」

　その言葉を聞いたとたん、胸の奥が刺されたように痛んだ。

「それは……その、友達以上の意味で、好きだってこと？」

「うん、多分」

　千穂はとても驚おどろいていた。驚いている自分にさらにびっくりした。今までまったく気づかなかった自分に呆ぼう然ぜんとしていた。

　気づかなかったのは、考えてもみなかったからだ。真里はいつだって、可哀想な人で助けてあげるべき人だった。同じ高さの場所、同じ線の上に立っているなんて、思ってもみなかったのだ。いつだって、千穂は真里を心配しながらも、真里を自分より下に見下ろしていた。

　そのことに気づいて、急に千ち穂ほは気分が悪くなった。自分への嫌けん悪お感かんに傷つけられていた。守まもるの告白の言葉で傷ついた胸の奥から、血が流れるように黒いどろどろとしたものが流れ出てくるのを感じる。

　千穂は守から目をそらして立ち上がった。窓を開ける。冷たい夜の風が吹き込んできて、部屋の淀よどんだ空気を入れかえていく。寒さでこめかみの辺りが痛んだが、それでもわずかに呼吸が楽になった気がした。

　千穂の部屋の窓からは、森もり山やま家が見える。住人が消えてから丸二日。その家は相変わらず静かで暗く、闇やみに溶けるように立っていた。

　だが、そこに変化があった。千穂ははっとして目を凝こらす。

「守！」

　千穂は押し殺した声をあげた。守はその声こわ音ねに何かを感じ取ったのか、何も訊きかずにすばやく千穂の隣に来た。千穂は黙ったまま、森山家の玄関を指さす。

　そこから、一人の男が出てきた。







　純じゆんは真ま里さとの家にアドレス帳を探しに来ていた。そこまでする必要があるだろうかとも思ったが、真里自身、自分や母親のことを知りたいと言った。

　森山家のアドレス帳は、ダイヤルを回す旧式の電話機の横に置かれていた。

　それをしまい、家を出た。歩きだしてすぐに、自分のあとをついてくる気配に気づいた。

　この二日間の一連の出来事を思って一瞬身構えたが、すぐにそう警戒するような相手ではないとわかる。なんとなく、誰だれだか見当がついた。

　この辺りは家と家の間隔が広く、建物が密集していないので見晴らしがいい。振り向けば尾行者の姿はすぐに見えるだろう。足音も一応忍ばせてはいるが消しきれておらず、とても中途半はん端ぱだった。

　どうしようかなと思う。このまま気づかないふりをしてもかまわない。どうせ、たいした準備もないだろうから、列車に乗ってしまえばそれ以上追ってこないだろうし。

　だが、少し話してみたいという気持ちになった。純は民家も周りになくなった、人ひと気けのない道で足を止めると、ゆっくりと振り返った。十数メートル離れた位置をついてくる二つの影が、びくりと動きを止めた。

「何か用？」

　訊いてみる。二人の戸惑いが伝わってきた。

「今、森山さんちから出てきましたよね」

　影の片方が声をあげた。少年の声だ。

「なにしてたんですか」

　今度は少女の声。

　多分、樹き原はら守まもると有あり田た千ち穂ほだ。

　午前中に見たメールを思い出す。真ま里さとのことを心配して、ずっと家の様子を気にしていたのかもしれない。

　真里の無事を話してやりたい気もしたが、事情を問いつめられても話せることは少ない。それに、もう決して戻らぬ依頼人のこともあった。

「森もり山やまさんに用があったんだよ。でも、留守だから出直すことにした」

　当たり障さわりのなさそうな言い訳を口にすると、二人の間でこちらからは聞き取れない小さな声のやりとりがあった。そして、少年の方が怪け訝げんそうな声をあげた。

「また？」

　意味が汲くみ取れず、純じゆんは首を傾かしげた。

「またって、どういうこと？」

「昨日も知らない男の人が来ていたんです。森山さんの知り合いだって言っていた」

　純はゆっくりと二つの影のところまで戻った。彼らは怖おじ気けづいたように仲良く半歩足を引く。だがそれ以上逃げようとする気配はなく、純が近づくのをじっと見つめていた。

　やはり、真里と同じ年とし頃ごろの男女だった。二人とも真里よりはずっと発育がよく、ちゃんと十五歳の少年少女に見える。

「それ、どんな人だった？」

「二十代後半くらいの歳としの男の人。ちょっとだけ髪が長くて、ここのところに傷があった」

　少女が答え、自分の額の上の方を指でなぞる。頰ほおのふっくらとした、線のやわらかい少女だった。だが見上げる瞳ひとみは勝ち気そうに光っている。

「あなたの知り合いですか」

　少年が訊きく。純は首を横に振った。

「失礼ですけど、あなたは森山さんとどういうお知り合いなんですか」

　少年に問われ、純は答えに窮きゆうした。とっさの噓うそがうまくないのは自覚している。

「その男はなんて言ってた？」

　二人は視線で相談する。まず、少女が口を開いた。

「この前、森山さんの相談に乗ったんで、その後どうなったか気になったんだって」

「相談？」

「うん。それから……変なことも言ってた。土くれを見かけなかったか、って」

　思わず息を吞のんだ。純の様子の変化に二人も気づいたらしい。怪訝な視線を向けてくる。

「あなたはもしかしたら、森山の小お父じさんのメールの相手じゃないですか」

　狼ろう狽ばいしてしまった。少年が一歩足を踏み出し、純に詰め寄ってくる。

「そうなんでしょう。隠さないで下さい！　もし、人に言えないようなことがあるなら、僕たちは誰だれにも話しません。ただ、マリのことが心配なだけなんです」

　マリ。……マサトのことか。

　純じゆんは動きの鈍くなった頭で考えながら、二人を等分に見つめた。興奮している様子の少年に比べ、少女の方は硬い表情でそんな少年を見つめている。少女の熱は、少年と反比例するように下がっていっているように見えた。真ま里さとを入れての三角関係なのかな、などと、どうでもいいことを頭の隅で考える。

　違う。今考えなきゃならないのはそんなことじゃなくて。

「……その、森もり山やまさんを訪ねてきたっていう男は、どういう相談に乗ったのか言っていた？」

「僕の質問に答えていません！」

　少年は強く純を責める。

　純は天を仰あおいだ。こうやって話をそらそうとするのは、結局は、真里の行方ゆくえを知っていると肯定しているのと同じだ。

　そんな純を見て、少年は感情を抑え込もうとするような顔になった。

「訪ねてきた男は、なんの相談かなんて言ってませんでした。けど、僕ら、森山の小お父じさんが書いたメールの下書きの紙を見つけたんです。それと一緒に、メールアドレスも。それによると、森山の小父さんは、マリがおかしくなったって悩んでいたみたいです。あの男の人は、そのことについて森山さんの相談相手になっていたんじゃないかって、僕は考えています」

　さあこっちは言ったぞ、という顔をして、少年は純を見た。純はため息をついた。

「森山真里は無事だ」

　自分は確かに、森山氏のメールの相手であり、真里をあずかっている。けれど、森山氏が今どうしているのかは知らない。これ以上のことは答えられないが、心配しなくていい。

　そんなふうに純は語った。

　完全に納得させることができたとは到とう底てい思えなかったが、一応二人は複雑な顔をしながらも頷うなずいてくれた。

「マリは、帰ってくるんですよね」

　最後に少年はそう訊きいた。

　純は一瞬固まった。すぐに、迷った自分を腹立たしく思いながら、強く頷いた。
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「仙せん谷たに由ゆ紀き夫おだな」

　純の話を聞いて、まず水み藤とうはそう言った。

　家に戻るのは危険と考えて、ホテルを取った。隣の部屋の綾あや佳かと真里も今はこっちの部屋でベッドの上に並んで腰かけている。

「水み藤とうの青森の仕事の依頼人と、マサトの家に来ていた男は同一人物ってことか」

　しかもその男は、純じゆんが森もり山やま修しゆう助すけの死体を喰くって証拠隠滅したことに勘かんづいている。土くれを見かけなかったか。──それは、そういうことだ。

　依頼人を装よそおって水藤を傷つけ、姪めいに呪のろい殺されそうになっていた森山修助に純たちのメールアドレスを教えた。仙せん谷たにという男は、一体何がしたい？

　考えながらも、純は黙っていた。水藤も綾あや佳かも沈黙している。今、真ま里さとの前で推測の話をするのはためらわれた。

「マサト、悪かったな」

　ただ純はそう言った。

「あんたがこんなことに巻き込まれているのは、本当に徹てつ頭とう徹てつ尾び俺おれたちのせいかもしれない」

「いいよ、別に」

　真里はあっさりした口調で言った。手元に目を落とし、純が持ってきたアドレス帳を繰っている。

　その手が、あるところでぴたりと止まった。

「あったか？」

「多分、これ」

　彼女の指の先には、藤ふじ木き百ゆ合りと名前があった。

　真里はほぼためらいを見せずに電話をかけた。真里の発した言葉は少なかった。相あい槌づちもほとんど打たずに黙って受話器を耳に当てている時間が長かった。彼女の表情に変化はほとんど見られず、どんな話をしているのかわからない。だが、真里は電話の終わりの方で、「じゃあ明日行ってもいいですか」と言った。そしてまた黙った。今度の沈黙は、相手の言葉を聞いている沈黙ではなく、相手が言葉を発するのを待っている沈黙のようだった。

「今度うちにいらっしゃいって言うから、明日行くことにした」

　受話器を置くと、真里はこともなげに言った。純は苦笑する。今度いらっしゃいというのはまぎれもなく社交辞令だったのだろう。今まで交流のなかった姪にいきなり来ると言われて、今ごろ焦あせっているかもしれない。

「伯お母ばさんに訊きいたら、私の小さい頃ころのこととか、母親のこととか何かわかるかな」

「どうだろうな」

　適当なことも言えないので、純は相槌程度の答えを返した。もとより、五歳以前に蠱こ毒どくのことを知ったという説にはそれほど興味がなかった。それで何かがわかっても、事態の改善には貢献しないような気がする。

「綾佳さんたちは、これからどうするの」

「どうしようかしらね。家は何な故ぜか知られちゃってるから危険だし。……マサトくんの件が片づいたら、またどこか落ち着ける場所を探し直すしかないわね」

「私の件が片づいたら？」

　真ま里さとが言った。どこか非難するような口調だった。

「私はどうなるの」

「だから、マサトくんに憑ついている〈モノ〉はちゃんと祓はらうから……」

「祓って、それから私はどうなるの」

　綾あや佳かは口をつぐんだ。真里の表情は変わっていない。けれど、その大きな目はぎらついていた。怒っているようにも見えたし、すがっているようにも見えた。

「帰るんだ」

　水み藤とうが言った。

「家に帰ってやり直せ」

　水藤らしくない、突き放すような口調だった。

　真里の表情はやはり動かなかった。ただ、唇くちびるが微かすかに震ふるえ、唐とう突とつに涙が流れ落ちた。彼女の白い頰ほおに、さっと縦に線が引かれる。

　純じゆんは狼ろう狽ばいした。綾佳が思わずといった様子で、真里の肩を抱だき寄せた。

　綾佳の胸に顔を伏せたまま、真里がつぶやく。

「私がこうなったのは、綾佳さんたちのせいなんでしょ」

「そうよ。許してなんて言えないわ」

「許すよ」

　一文字一文字に力を込めるように、真里は言った。

「全部許すよ。私のことも、他ほかの……人間を食べたり殺したりすることも。誰だれが許さなくたって、私だけは許すよ。もし飢うえたら、私のことをまず食べたらいいよ。なにもかも許すよ」

　声はさほど震えていなかった。とり乱しているわけではないと主張するかのように、真里の口調は平へい坦たんなままだった。

　私、食べられてもいいよ。

　二カ月前、純に向かってそう言った女のことを思い出した。純は彼女のその言葉を拒否した。とても、大事な人間だった。万に一つでもそんなことになる可能性など考えたくもなかった。

　離れても、幸せでいてくれるならそれでいいと、本気で思った。

　けれど真里の場合は。

「私には、他には誰もいないんだよ。だから連れていってよ。邪じや魔まはしないから。死んでも、かまわないから」

　綾佳は答えなかった。その硬く強こわばった表情の下から、じわりと苦い悲しみがにじみ出した。綾佳は黙って立ち上がると、真里の手を取って軽く引いた。真里は抵抗せずに立ち上がり、手を引かれて部屋を出ていった。

　残された水藤と二人、彼女らが去っていったドアを見つめる。

「あんなに他人に甘い綾あや佳かさんは、初めて見た」

「あんなに冷たい言い方するお前も初めて見たよ」

「そうかな」

　どこかぼんやりとした顔をして水み藤とうは答える。

「あの子は人を殺している」

　水藤が言った。純じゆんはぎょっとして彼を見た。今ここでそんなことを、彼が口にするとは思っていなかった。

「直接殺したわけじゃない」

「聞いたよ。蛇へびを使ったんだろう。それでも……」

「どっちにしたって、それはあいつに憑ついてる〈モノ〉のせいだ。ひいては俺おれたちのせいだろ」

　水藤は一瞬怯ひるんだ顔をした。その表情を見て気づく。

　京都での事件、最初の引き金を引いてしまったのは水藤だった。責任ならば、きっと綾佳以上に感じているはずだ。

　七なな倉くらのところから逃げ出してきてから、三人のうちの誰だれも謝ったりはしなかった。自分のせいだと口に出すこともなかった。俺が私がと責任を主張し合って慰なぐさめ合うのは、とても馬ば鹿か馬ば鹿かしいことだったから。

　だから純も、あの時水藤を見捨てたことを、謝りはしなかった。けれどそれは、水藤がやったことを許せないと思っているからではない。

「お前、マサトに……」

　自分を重ねてないか。

　訊きこうとして途中でやめた。だが水藤は言葉の続きを感じ取ったようで、「ああ」と自分自身初めて気づいたような声を出して苦笑した。

「同属嫌けん悪おの八つ当たりみたいだったかな」

「マサトのこと、嫌ってるわけじゃないだろ」

「もちろん嫌っちゃいない。ただ、綾佳さんや純の甘やかし方が少し気になるだけだよ。大事に守って、現実を考えないようにさせてやればいいってものじゃないだろう」

「なら、どうしたらいいんだよ」

　愚ぐ痴ちるように言うと、水藤はわずかに眉まゆをひそめた。

「まさか、ずっと連れ歩く気じゃないだろう？」

　純は黙った。どうしてやるのが真ま里さとにとって一番いいのかわからない。

「帰すべきだよ。伯お父じさんを呪のろい殺したことで、彼女を責める者はいない。もちろん、傷は残るだろう。それでも、あの子は帰って自分の場所で生きてくべきだよ」

　傷は残る。

　その傷まで消してやろうとするのは、無茶なのだろう。たとえ、真里の目を傷からそらしてやることができたとしても、きっとその傷はいつまでも痛み続ける。

「でも、傷は残るのだとしても、せめて血が止まるまでは側そばにいてやりたいじゃないか」

「傷を見なきゃ手当てはできないよ」

　水み藤とうの声はどこまでも冷静で、冷たく感じるほどだった。その言葉は自分たちに向けたものでもあるのかもしれない。

　けれど、傷から目をそらしている時間が必要なときだってあるのだろうと、純じゆんは思う。傷きず痕あとを直視してはかさぶたを剝はがし、新しい血を流さずにはいられないような人間は、特に。

　純はじっと水藤を見た。言葉を探してしばらく黙り、結局は視線を外して、なんの脈絡もなく言った。

「もう、気にすんなよ」

　水藤は苦笑した。

「君たちは、本当に甘いんだな」
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　雨が降りだした。低く空を覆おおう雲に黒いしみがゆっくりと広がってゆき、やがてそこからぼたぼたと水滴が落ちてくる。それ自体が大規模な雨あま漏もりみたいな雨だった。

　水み藤とうは、綾あや佳かと真ま里さとと一緒に青森まで来ていた。彼女たちとは青森駅で別れた。二人は弘ひろ前さきの方にある真里の伯お母ばの家に行っている。おそらくそこで一泊してくるだろう。水藤は用事が終わったら、日帰りで純じゆんのいる函はこ館だてのホテルに戻るつもりだった。

　駅を出ると、駐車場の入口にすでに彼女はいた。こちらを見てにやりと笑う。

「あらよかった。五体満足みたいね」

　戸と塚つかの言葉に、水藤は目を見張った。

「知ってたんですか？」

「あの夜、私と別れたあとあなたが襲おそわれたって？」

　そう言いながらも、戸塚は笑って首を横に振った。とりあえずどこかに入りましょうと、十分ほど歩くカフェに連れていかれた。リンゴのパイがおいしいのだと言って、戸塚は楽しげに二人分注文した。店員もにこにこと応対している。無む邪じや気きなカップルだとでも思われているのかもしれない。

　三日前の仕事の日に戸塚にもらった名刺には、携帯電話の番号が書かれていた。水藤は今け朝さ、戸塚に連絡を取り、できたら会って話したいと申し出たのだ。訊ききたいことと、頼みたいことがあった。

「俺おれが誰だれかに襲われているところ、見たんですか？」

「見ちゃいないわよ。でも、私は次の日のお昼頃ごろ、もう一度あの場所に行ったの。依頼人たちの前で、一応清めのパフォーマンスをするためにね。深い意味はなくても、そういう儀ぎ式しきの形って大事だもの」

　水藤は頷うなずいた。

「そうしたら、あの橋に取りつけられていた飛び降り防止用のフェンスが一枚落ちていた。言い訳に苦労したわ。祓はらいの反作用だとかなんとか苦しい言い訳をでっちあげて。それに、橋の欄らん干かんのところに血がついてた。こっちは住人の目に触れないように処理したけど。でもまあ、とにかく無事でよかったね」

「面倒をかけたようで、すみません」

「面倒なことになってるのはそっちみたいじゃない。大丈夫？」

　少女のようなあどけない顔に、人を気き遣づかう大人おとなの女性の表情が浮かぶ。

　水藤は、あの日戸塚と別れてから自分の身に起こった出来事を順番に、できるだけ客観的に語った。途中で、店員がパイとコーヒーを運んできた。映画の内容でも話して聞かせているのかしら。その店員はそんな顔をしながら離れていった。

「七なな倉くらさんとこじゃないと思うな」

　聞き終えてまず、戸塚はそう言った。

「どういうことです？」

「あなた猟りよう銃じゆうで撃たれたんでしょ？　あの家はそんなことしないわ」

「俺おれたちのことは例外かもしれない。戸と塚つかさんが言ったように、俺たちは『七なな倉くら家の不始末』だ。モノ祓ばらいの力だけでなんとかならないのなら、物理的な力を持ち出してもおかしくないんじゃないかな」

「そうね。でも、京都を本拠地にしてモノ祓いの仕事をしている七倉家の人たちの中に、ライフルの所持許可証を持っている人がいたとも思えないし、あなたたちを撃つために、わざわざ銃を入手したとも思えない。そんなの、危険なばっかりで役に立つとは限らないしね。でもこの辺りじゃ、ちょっと田舎いなかの方へ行けば、秋から冬にかけて狩しゆ猟りようが行われるの。……信者の中にも、狩猟免許を持っていて、猟銃を所持してる人はいると思う。あなたたちは撃たれたって何されたって、警察に行く気き遣づかいだけはないしねえ」

「信者？」

　戸塚は頷うなずいた。

「光こう陵りよう会かいって知ってる？」

　聞いたことがある気もした。だが思い出せず、水み藤とうは首をひねる。

「暴力団？」

　戸塚は声をあげて笑った。

「違うわよ、宗教団体。信者も結構多いわ。ちょっと……変なところだけど」

「俺には宗教団体ってのは多かれ少なかれ変に見える」

　戸塚は呆あきれた顔をして水藤を横目で見やった。

「典型的な現代っ子日本人ね。偏見だわ。宗教団体イコール危ない人たちの集団だなんて思ってないでしょうね」

　戸塚の外見が外見なので、どうも年下の女の子に怒られているような具合になって居心地が悪かった。水藤は素直にすみませんと謝る。

「まあいいや。光陵会は確かにちょっと変な団体なの。むしろ、宗教団体ってのはただのはりぼての看板なんじゃないかと思う。そこの幹部が、モノ祓い師なのよね」

　水藤は目を見開いた。戸塚は軽く微笑ほほえんでみせる。

「フェンスの件で気になってね、噂うわさ話ばなしとか集めてみたの」

「心配してくれて？」

「そ。あくまで噂だけどね。そこの光陵会って、モノ祓い師の間ではちょっと有名なのよ。教団内部で行われることだから詳しいことはわからないけど、信者がいわゆる『神秘体験』をするみたいでね。それ自体は別にめずらしいことでもなんでもないんだけど、その神秘体験ってのが、実際は幹部のモノ祓い師が信者に霊れい的てき〈モノ〉を憑つけて、そう錯さつ覚かくさせているんじゃないかって噂」

　そこまで聞いてようやく思い出した。

「そうだ」

「え？」

「その通りですよ。俺おれたちは、光こう陵りよう会かいを抜けようとしていた信者に憑ついていた〈モノ〉を祓はらう仕事を受けたことがある。実際行ったのは俺じゃなく仲間の一人だったけど……」

「嫌いやだ、あれって本当だったんだ」

　戸と塚つかは顔をしかめた。

「ということは、その信者を通して光陵会があなたたちのことを知った可能性は高いわね。やっぱりあの夜あなたを襲おそったのは、その人たちだったんじゃないかな」

「宗教団体の幹部が俺たちを祓おうとしてる？　何な故ぜ？　聞いた感じ、正義に燃えてというわけじゃなさそうだし、誰だれかに依頼されたわけでもないでしょうに」

「言ったじゃない。変わったものがあれば、それを欲しがる人は必ず出てくるって」

「それにしたって、具体的に俺たちを一体どうあつかうつもりなんだ」

　戸塚は肩をすくめた。

「知らない。知的好奇心に動かされて、あなたたちのことを知りたいのかもしれないし、わかりやすい信仰の象徴として、人じん外がいのあなたたちを飾りたいのかもしれない。どっちにしろ私には理解できないけど」

「その宗教団体の幹部の名前はわかりますか」

「うーん、なんだったかなあ。結構何人もいるのよね……」

「仙せん谷たに由ゆ紀き夫お」

　水み藤とうは言ってみた。戸塚が返した表情だけで、答えはわかった。

「俺を襲ったのは、その団体で間違いないみたいですね」

　戸塚は同情的なため息をつき、がんばれ、と一言言う。

「……それから、戸塚さんに一つ頼みたいことがあるのですが」

　水藤は真ま里さとのことを説明した。彼女は黙ったままじっと話を聞いていた。

「残念だけど」

　戸塚は首を左右に振った。

「私には半物質的〈モノ〉はあつかえない。その女の子の中から〈モノ〉を引き出すことは私にもできないわ」

「そうですか」

「モノ祓い師っていっても、半物質的〈モノ〉の祓いを確実にできる人は少ないよ。多分、七なな倉くら家に頼むのが一番なんでしょうけど……あなたたちには無理よね」

「いえ。そのことは考えています。俺たちが頼み事などできない立場であることはわかっていますけど、それとこれとはまた別の問題ですから」

「……そうね」

　そう言って戸塚は微笑ほほえんだ。彼女の瞳ひとみが、水藤の顔の表面を撫なでるように眺ながめた。顔の表面を通して、心の中まで見られているような気がして、落ち着かなくなる。

「お腹なかはへってるの？」

「〈モノ〉として飢うえているかって意味ですか？」

　戸と塚つかは頷うなずく。

「今は平気です。二ふた月つき前の京都で喰くった〈モノ〉が、まだ体を満たしてくれていますから」

「そう、よかった」

　戸塚はそう言って、カップを口に運んだ。彼女の顔から笑みが消えた。

「けど、豊作の秋の次には、冬が来るわ」

　わかっています。水み藤とうは静かに答えた。その時が来たら、自分たちは一体どうするのか、今はまだ考えないようにしているけれど。

　窓の外を眺ながめた。函はこ館だての方と比べるとかなり雪解けが進んでいて、地面を覆おおう雪も薄くなっている。冬を裸一貫で耐え抜いた木の枝には、小さな緑のつぼみが生まれている。春の気配がそこにはあった。

「俺おれが喰った医者のこと、どうなったか知っていますか」

「たいして大きな事件にはなってないよ。結局は失しつ踪そうってことにされたみたい」

　ふと、あの医者の口くち寄よせを戸塚に頼んだら、彼女はなんと言うだろうと考えた。

「私は、飢える苦しさも、殺すしかないと思うような憎しみも知らない。だから、何も言う資格はないんだけど」

　穏おだやかな声で戸塚が言った。

「あなたがもし普通の人間のままだったら、きっとその医者のことだって殺したりはしなかった。もっと別の手段を考えたはずよ」

「それは……わかりませんよ」

「わかる。あなたはそういう人間よ」

「……戸塚さんは、人のことを見透かすその物言いを、なんとかした方がいいな」

　戸塚は笑った。笑いながら、ついでのように言った。

「力があるっていうのも、不幸なことね」

　水藤は、二カ月前の自分のことと、森もり山やま真ま里さとのことをぼんやりと考えた。

「……そんな奴やつと向かい合ってパイを食べているあなたは、かなり奇特な人だな」

「動物もののドキュメントなんかでよくあるじゃない。猛もう獣じゆうが草食動物の子供を守ったとか育てたとか、親をなくした子こ鹿じかがライオンになついたとか。自然界でさえそんなことがあるんだから、私とあなたが親しくなったって、別におかしなことじゃないわ」

　彼女の口元は笑っていたが、目は真剣だった。翻ひるがえして言えば、自分が純じゆんと綾あや佳か以外の人間と親しくすることができるのは、そのくらいに例外的なことなのだろうと思った。

　水藤は無意識に、あの時撃ち抜かれた肩を探った。もう、なんの痛みも傷きず痕あとも、残ってはいなかった。
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「はあ、宗教団体ねえ……」

　純じゆんはホテルの部屋で受話器を握り、気の抜けた声を出した。水み藤とうの話には、現実感に乏しい自分たちの生活とはまた一種趣おもむきの違う異色な言葉が多く出てきて、純を戸惑わせた。

『光こう陵りよう会かいだ。そこの信者に憑ついたモノ祓ばらい、確か純が行ったんだったよな』

「ああ、そんな女いたな。神秘体験だと思ってたのに、ただ取り憑かれてただけだったっての。なんか父親が資産家らしくて、脱会を教団の幹部に止められてるとか、そんな話だったっけ」

　その幹部がモノ祓い師？

　純は眉み間けんの辺りをもみながら黙った。どう反応したらいいのかわからない話だ。

『その元信者の依頼人が、俺おれたちのメールアドレスを教団の幹部である仙せん谷たにに教えたのだとすると、仙谷は依頼人を装よそおって、俺たちに仕事を頼むことができたわけだ。怯おびえて悩んでいた森もり山やま真ま里さとくんの伯お父じに、俺たちのアドレスを教えて、そこに助けを求めろと言うことも』

「お前が襲おそわれたあの依頼の件はともかく、マサトの件では仙谷に一体どんな得があるってんだよ。マサトの家に何かの罠わなが仕掛けられていたわけでもなかったし、あいつが〈モノ〉に憑かれたいきさつには……誰だれかの思おも惑わくが入り込む余地はなかったろ」

『はっきりしたことはわからないからなんとも言えない。……だけど、それとこれとも無関係じゃないんだろう』

　純はしばらく口をつぐんで考えていた。ゆっくりと、水藤が言おうとしていることがぼんやり形をとって浮かび上がってくる。そういえば、水藤は真里の過去をしきりに気にしていた。

「とにかく……早くマサトに憑いている〈モノ〉をなんとかしないとな」

『そのことも、知り合ったモノ祓い師の人に訊きいてみたんだけど、半物質的〈モノ〉の祓いは自分にはできないと言われたよ。やっぱり、そういう祓いを依頼するなら、七なな倉くら家が一番確実だろうって』

「わかった。もうそれしかないよな。七倉のところには俺が行く。お前はこっちに戻ってこい」

　七倉と接触するならば、自分が一番ましな立場だろう。

　電話を切って時計を見上げると、もう夕方の五時近かった。今から出発したら今日中には帰れない。明日の朝出るかと考えていたら、再び電話が鳴った。

　水藤が何か言い忘れたのかと受話器を上げる。だが、ホテルのフロント係は、仙谷様からお電話です、と言った。

　首筋が冷たくなった。

『君は、矢や代しろ純くんかな』

　電話の向こうで男が言う。全身の血がざわめくのを感じる。

「仙せん谷たに由ゆ紀き夫お？」

　純じゆんがそっと訊きくと、電話の向こうの男はうれしそうな気配を見せた。

『そうさ。僕のことを気にしていてくれたんだな』

　気持ちの悪い男だ。純は耳から少し受話器を離した。

「気にするなってのが無理だろ。なんなんだあんた。どうしてこの場所がわかった」

『それはもう気づいているんじゃないのかい？　君たちにはマーキングがほどこされている。あとはうちの犬が見つけてくれるさ。……なんのことを言っているのかわかるだろう？』

　真ま里さと。あの黒い女の霊れい的てき〈モノ〉。先程の水み藤とうとのやりとりが思い返された。奥歯を嚙かみしめる。

「この、下げ種す野郎」

　自分の人生の中でこういう罵ば倒とう語ごを使う日が来るとは思わなかった。人を罵ののしる言葉をこんなに求めたこともなかった。電話の向こうの男は笑っていた。

『まずいやり方をしたことは認めるよ。力に訴えようとしたことも謝る。どうやら僕は君たちを見くびっていたらしい。まずきちんと、こうして話をするべきだった』

「何を言ってやがる」

『君たちを保護したい』

　男が言った。背中の産うぶ毛げが逆立つほどの嫌けん悪お感かんしかもたらさない申し出だった。

『君たちは、脅きよう威いの〈モノ〉として、祓はらうべき対象とみなされている。二カ月前までは、七なな倉くらのところで保護されていたが、今では彼らをも敵に回している』

「わざわざあんたに教えてもらわなくても知ってるよ」

『だから今度は僕たちが、七倉の代わりに君たちを引き取りたいのだよ。もちろん「食事」はこちらで用意する。生きていく上の不都合は感じさせない。決して悪いようにはしないよ』

「よくもぬけぬけとそんなことが言えるな」

『今までのやり方については謝罪しよう。僕は君たちに対する接し方を間違えたのだ。君らは人間を失格した化け物なんかじゃない。人間以上の存在となった者たちだよ』

　本気で寒気がした。いい加減にしろと怒鳴って電話を切ってしまいたいのを必死でこらえる。

『七倉和かず巳みの二の舞にはならないよ。途中で君たちを放り出すような真ま似ねは、絶対にしない』

「お前に何がわかる」

　吐き捨てるようにそう言った。お前に何がわかる。独りよがりなセリフだ。けれど、本当に相互理解をかなぐり捨てたくなるような相手と状況というものはあるのだと痛感する。

　七倉に対する感情──これもあの二カ月前の事件からずっと考えないようにしてきたことだ──それがぶり返すように、血と一緒に体の中を流れだす。

　今でも感謝はしている。あいつの立場も気持ちも、一応はわかっているつもりだ。それでも、恨うらんではいないが許せないこともある。それはきっと向こうも同じで。

　だが、そんな思いを電話の向こうの男に話す義理はなかった。

　電話越しに、微かすかに舌打ちらしい音が聞こえた。初めて見せる不機嫌な態度だ。

『賢くないぜ、矢や代しろくん』

「あんたほどじゃない」

　打ち返すように純じゆんは言った。

「こんな真ま似ねしておいて、それでも電話一本かけりゃころりと転がると本気で信じてるんだったら、相当おめでたい男だよ、あんた。毒どく団だん子ごを使った捕ほ獲かく作戦に失敗したから、今度は懐かい柔じゆう案あんに変えたわけか。どっちにしろ人を馬ば鹿かにしたやり方だ。人の賢さ云うん々ぬん言う前に、自分の思考回路を改善することを考えた方がいい。『君たちを見くびっていた』？　そうじゃないよ。ただ単にあんたの想像力がなさすぎただけだ。何をしたらどう思われるか、そんなコミュニケーションの基本、小学生だって考えながら行動してる。下へ手たな策略めぐらす前に、まっとうな常識身につけてから出直してきやがれ、このくそったれ！」

　男は黙った。何を考えているのか知らないが、かなりの長時間黙った。

『仕方ないね、それならば今のやり方を続けるしかない』

　ようやく、男はそう言った。その言葉が終わると同時に、電話は切れた。




　　　　　　＊




　玄関を開けて迎えてくれた真ま里さとの伯お母ばは、綾あや佳かを見て一瞬びくりと身を引いた。その表情には驚おどろきと怯おびえが見えた。

（あれ、カラーコンタクト入れてきたはずよね）

　綾佳は思わず指先で目元を押さえる。普段外に出るときは、綾佳はブラウンのカラーコンタクトレンズを入れて、目の色をごまかしている。それを忘れてきたか落としたかしたのではないかと慌あわてて、真里を見下ろした。視線で訴えかけるが、真里はきょとんと見返すだけだ。だが、何度かまばたきをすると、目の中にいつもの微かな異物感を感じた。ちゃんと入っているはずだ。

「あの……」

　おそるおそる声をかけてみる。真里の伯母は、はっと我に返った顔をした。

「いえごめんなさい。真里ちゃんよね？　ええと、あなたは？」

「早はや瀬せといいます。真里さんの友人です。突然押しかけてしまってすみません」

　彼女は不審そうな顔をした。このくらいの歳としの子にとって、四つの歳の差はわりと大きい。友人だというのも怪しいかもしれない。それに、何な故ぜ一緒に来たのかについては何も説明していなかった。けれど、言い訳を重ねるほどに不信感を煽あおりそうに思えて、綾あや佳かは訊きかれるまでは何も言うまいと腹を決めた。

　彼女は見きわめようとしているかのように、しばらく綾佳の姿を見回していたが、すぐに「どうぞ」と言って二人を中に招き入れた。

　なんだなんだと居間からぞろぞろ人が出てくる。上は綾佳よりも少し年長の男で、下は二ふた桁けたになるかならないかというくらいの年齢の女の子だった。全部で五人、狭い廊下にぎゅっと詰まってこっちを見ている。

「うちの子たちよ。真ま里さとちゃんにとっては従い兄と弟こにあたるわね」

　五人の子供。しかも一番下はまだ十歳前後だ。真里を引き取るか否いなかの問題が出たとき、この子は赤ちゃんだったか、さもなければまだお腹なかの中だっただろう。

　生活感にあふれた温かみはあるけれど、あまり広くはない家。真里を引き取ることができなかった事情が見えた気がした。

　挨あい拶さつをしてくる従兄弟たちに、真里は無表情のまま自分の名前を伝える。真里のその淡々とした態度に、従兄弟たちは戸惑っているようだった。

　どうしたものかと綾佳は真里の後頭部を眺ながめながら考える。その時、視界の隅で何かが動くのを捉とらえた。その正体を見きわめて、綾佳は思わずのけぞった。壁に肩をしたたかに打ちつける。二の腕から頰ほおにかけて、鳥とり肌はだが浮いていた。

「綾佳さん？」

　何やってるのと言いたげな顔で、真里は綾佳を見る。

「マサトくん、あれ、あなたの？」

　自分の顔が歪ゆがむのを感じながら、綾佳は廊下の先を指さした。洗面所の入口。そこに小さな蛇へびが這はっていた。

「あら嫌いやだ。ごめんなさいね」

　真里の伯お母ばは恥ずかしそうにそう言った。ここは恥ずかしがるところなのだろうかと、綾佳は彼女の顔を凝ぎよう視しする。真里の伯母は慣れた手つきで蛇の首と胴をさっとつかみ、居間の方に持っていった。子供の一人に掃はき出し窓を開けさせ、向かいの藪やぶに向かってぽーんと蛇を投げた。細長い爬は虫ちゆう類るいが宙を舞った。

　呆あつ気けにとられている綾佳を、一番下の十歳くらいの女の子が、にやにやしながら見上げてくる。

「うちのお母さん蛇使いなんだよ」

「蛇使い？　笛を吹いて壺つぼから蛇を出すやつ？」

「ううん。笛は吹かないんだけどね、蛇に好かれてるの」

「礼れい子こ！　余計なこと言うんじゃない！」

　真里の伯母の叱しつ責せきが飛んだ。だが女の子は慣れているのか、ぺろりと舌を出すと、母親から隠れるように兄の後ろに回り込む。兄の背中にしがみつきながら、今度は真ま里さとの方に顔を向けてにいっと笑いかけている。人見知りをしない子らしい。

　物もの怖おじしない末っ子につられてか、従い兄と弟こたちはぽつりぽつりと真里に話しかけだした。北海道に住んでるんだっけ。今中学生？　やせてるね。

　やりとりされる言葉はとぎれとぎれでいかにも気まずそうだったが、歩み寄りの一歩目はこんなものだろうと、綾あや佳かはそっと彼らの輪から離れた。兄弟たちを見ていると、綾佳も自分の実家を思い出して感傷的になりそうになる。

　台所をのぞくと、真里の伯お母ばが忙しげに立ち働いていた。

「何かお手伝いできることはありませんか」

　声をかけると、彼女は大げさにかぶりを振った。

「嫌いやあね、お客さんなんだからゆっくり座ってなさいな」

　感じのよい笑顔だった。だがその笑顔の裏には、まだ綾佳に対する怯おびえが隠れているように見えた。綾佳は曖あい昧まいに微笑ほほえみ返して、そっと側そばに歩み寄る。

「さっきの、あの子が言っていた『蛇へび使つかい』っていうのは……」

　真里の伯母の顔がわずかに強こわばった。じっと待っていると、その強ばりを振り払おうとするように、ひくりと頰ほおが震ふるえた。

「礼れい子こは変な言い方していたけど、たいしたことじゃないの。この家、よく隙すき間まから蛇が入ってくるのよ。ごめんなさいね、蛇が嫌いな人には気味が悪いわよね」

「野生の蛇ですよね。ずいぶん早く冬眠から覚めるんですね」

　探るように言うと、彼女の頰がまた震える。この人は、何を恥じている？　それとも、怯えている？

　綾佳たちを迎えてくれたときに、彼女の顔に明らかに浮かんでいた怯えの色を思い出す。

「霊れい感かんのようなものは、強い方ですか」

　綾佳は訊きいた。真里の伯母がはじかれるように顔を振り向けた。綾佳は視線を合わせ、やわらかく微笑んでみせる。

「ええ……、ええそうね。多分うちの家系は強い方なんだろうと思うわ。けれど、どうして？」

「マサトくんも見える方みたいだから、もしかしたらと思って」

　襲おそってきた霊的〈モノ〉の姿が、真里にははっきりと見えていた。あれは〈モノ〉に憑つかれているせいだけでなく、もともとそういう性質を持っていたためだったのだろう。

　そして、真里の伯母が綾佳に対して怯えた様子を見せたのも、きっと彼女の敏びん感かんな感覚が、綾佳に溶けている〈モノ〉を無意識のうちに感じ取り、これは危険なものだと警告を発していたからなのだ。

「蛇に好かれるのも血筋ですか」

　穏おだやかに、好奇や嫌けん悪おの色がつかないように注意した声こわ音ねで、綾佳は言った。皆さん鼻筋が通ってますよね、血筋なんでしょうか？　そんなふうにさらりと聞こえるように。

「好かれるっていっても、よく見かけるって程度なのよ。ただ、あなたが言ったように、本当なら冬眠中の時期に姿を現したり、そういうちょっと変わったことはあるけれど」

　なんでもないことのように切り出すやり方は成功したらしい。へえ、すごいですねと無む邪じや気きに言って微笑ほほえんでみると、さらに真ま里さとの伯お母ばの口のすべりはよくなった。

「今じゃそんなことないけど、昔はうちの家系、憑つき物もの筋すじだなんだって言われていたみたいよ」

「憑き物筋？」

「そう。蛇へび持もちだとか言われてたって。私の祖母の代にはまだそういう信仰が残っていたみたいね。村で何かがあるとあの憑き物筋の家のせいだ、なんて言われてたらしくて。今考えると、本当に時代錯さく誤ごの泥くさい信仰だって思うけど。……祖母は若い頃ころ、憑き物筋の娘とされていたことがトラウマみたいになってたんでしょうね。憑き物信仰についての学問的な研究をしてた。私にはよくわからなかったけど」

「学者さんだったんですか？」

「そんな大層なものじゃないのよ。そういうことに関する本を集めたりして、趣味の延長のようなもの」

　真里の伯母は、そこでようやく我に返ったような顔をして、あら嫌いやだわこんな話と言って苦笑した。とにかく食事にしましょう。話を打ち切る合図のように、彼女はそう言った。







　夕食がすむと、伯母は真里と綾あや佳かの二人を二階の部屋に招いた。皆でわいわいと話す話題ではないことをわかっているのだろう。真里は少し緊張しながら、伯母の前に正座した。

「それで、訊ききたいことというのは何かしら」

「五歳以前の記憶を探しに来ました」

　真里が言った。それは妙に芝しば居いがかったセリフになった。

「そう……言われても。私も真里ちゃんと会ったのはあなたが生まれたときくらいよ。だからほとんど知らない」

「じゃあ、母さんと父さんのこと。知っているだけでいいから」

　真里は言った。ためらいがちではあったが、結局伯母は頷うなずいた。

「真里ちゃんのお母さん……美み保ほが、あなたのお父さんの昭しよう二じさんに出会ったのは、彼が借金を作って逃げている最中だったそうよ。美保は、そんな昭二さんを金銭面でかなり助けていたって。やがて二人は結婚してあなたが生まれたけど、昭二さんは他ほかに恋人を作って美保から離れた」

　そのエピソードならすでに聞かされて知っていた。頷くだけで先を促うながす。

「美保は昭二さんのことを恨うらんだみたいね。かなり、深く。それからしばらくして、昭二さんは心しん筋きん梗こう塞そくで亡なくなったけれど。美み保ほも……」

「自殺した」

　真ま里さとの言葉に、伯お母ばは打たれたように顔を歪ゆがめた。

「どういうふうに自殺したの」

「橋から崖がけの下に飛び降りて……ね。ここからだと、電車と徒歩で合わせて一時間くらいのところにある橋なんだけれど。昔、私たちが子供の頃ころ、その橋を渡ったところに住んでいる親しん戚せきのところに、家族で何度か行ったことがあるの。途中の道が、ハイキングにちょうどいい綺き麗れいなところでね。美保、橋の下をのぞき込んで、高いね綺麗だねって言っていた。そのことを覚えていたのね。何もあんな決意したときに、思い出さなくたっていいのに」

　伯母が涙ぐんだ。自分が泣かせたみたいで、真里は居心地が悪くなった。そして、泣けない自分がうしろめたくもあった。

「なんで母さんは死んだの」

　言ったとたん、自分の頭の中で何かが響ひびいた。こめかみが痛む。

　ごめんね。

　ぼんやりと、女の声が記憶の中に浮かび上がる。あれは母さんの声だったのだろうか。自殺を決意して、一人残していく娘に謝る、母親の声。

「昭しよう二じさんに捨てられて、美保は絶望していた。昭二さんの死で、その絶望にも区切りができるんじゃないかって私は期待したのだけれど、逆に、最後の一押しになってしまったのかもしれない」

　捨てられたことに絶望して？　死なれたことに絶望して？

「せっかくだから、美保の昔の写真を見ていく？」

　頭の半分を過去に沈ませたまま、真里はぼんやりと頷うなずいた。

　伯母は立ち上がり、部屋を出ていく。綾あや佳かと二人並んで座ったまま、真里は放心していた。頭の中では、もう一人の自分が必死に過去を掘り返している。

　伯母はすぐに戻ってきた。布製の表紙の、赤いアルバム。伯母の指がゆっくりとそれをめくる。

　母親の顔があった。けれど、それを母親の顔として実感することはできない。ただの、女の顔だった。

　母親は薄い唇くちびるの端はしを持ち上げて微笑ほほえんでいた。だが、左目の下にある泣きぼくろのせいか、どこか悲しげに見える顔だった。

　五歳以前の真里の記憶の底から、その母親の顔を掘り出すことはできない。けれど、もっと浅い記憶の中に、それはあった。

　あの夜、真里たちを襲おそった、黒い女。

　綾佳と純じゆんを傷つけた、霊れい的てき〈モノ〉。

　真ま里さとはあの幽ゆう霊れいの顔を、はっきりと見ていた。それと同じ顔が、今目の前の写真の中にある。生きていた頃ころの姿が。

　頭の奧がうずいた。記憶が掘り進められていく。深くに埋まった、母親の記憶。やはり顔は思い出せない。だけど。

　──ごめんね。

　母親は、確かにそう真里に謝った。

　何な故ぜ彼女は自ら命を絶った？

　絶望したから。それは、その通りなのかもしれない。けれど、最後の一押しとなった絶望は、裏切られたことでも死なれたことでもない。

　自分に恐怖し、絶望したのだ。

　真里は、母の言葉を思い出した。

　──ごめんね。

　──ごめんね真里ちゃん。

　──お母さん、お父さんを呪い殺しちゃった。













　　　第四章　壺つぼの中〈三月三十日〉







　真里は手足を縮めて、部屋の隅で小さくなって泣いていた。

　母さんが変になった。父さんが出ていってしまってから、母さんは変になってしまった。

　最初は、母さんは泣いてばかりいた。慰なぐさめに来てくれる人や、電話をくれる相手に、泣きながら恨うらみ言を吐き続けていた。

　真里は母が怖かった。優しく時に厳しい母が、別の人間になってしまったようで恐ろしかった。

　何人もの人が、母を慰めたり叱しかったりした。けれど、どの言葉も母には効かなかった。

　そのうち、誰だれも訪ねてこなくなり、電話も鳴らなくなった。

　そして、母は泣きやんだ。立ち直ったからではない。一生分の感情をすっかり使い果たしてしまって、涙も嘆きの言葉も、表に出せるものはもうなくなってしまったからだった。

　抜け殻がらになった母は、ある日ふらりと出ていった。夕方になって戻ってきたときには、大きな手て提さげ袋を持っていた。その袋は、がさがさと動いていた。母はその手提げの中に手を突っ込むと、一つずつ口を閉じられた透明のビニール袋の束を、わしづかみにして取り出した。

　それを見ても、真ま里さとは悲鳴はあげなかったように思う。ただひたすらに怖くて、できることならこのまま小さくなって消えてしまえればいいのにと思いながら、部屋の隅で体を縮めていた。

　透明ビニール袋の中には、生き物がいた。ムカデ、蜘く蛛も、カエル、そして、蛇へび。

　お菓子の余りを湿し気けないようにしまうときと同じように、袋はきっちりと口を閉じてある。

　真里は、虫や爬は虫ちゆう類るいを怖がる子ではなかった。さわることもできたし、捕まえて遊んだこともあった。けれど、袋詰めにされた姿を見たのは、当然のことながら初めてだった。その異様な光景は、死し骸がいよりもずっとグロテスクだった。

　母は大きな花か瓶びんを持ってきて、その中にビニール袋の中身をあけた。花瓶は透き通ったタイプのものではなかったので、真里には花瓶の中の光景は見えなかった。花瓶の中をじっとのぞき込む、母の暗い暗い底なし沼ぬまのように濁にごった目だけが見えていた。

　だからその中で何が起こっていたのか、真里は見ていない。けれど、花瓶から出ることができたのは、一匹の蛇だけだった。

　父が死んだという知らせが来たのは、花瓶から蛇が出てきてから何日目のことだっただろうか。それを聞いたときの母は、どんな顔をしていただろうか。

　──ごめんね。

　謝らなくていいよ。謝らなくていいから、元の母さんに戻って。







　木目模様の浮いた天井が見えた。最近は毎日のように違う天井を見ているなとぼんやり思う。

「マサトくん」

　声の方を見上げると、綾あや佳かが布ふ団とんに半身を起こして、真里をのぞき込んでいた。

「起きてたの？」

「あんたがうなされてるから」

「ごめん」

「謝られると困っちゃうんだけど」

　真里はもそもそと身じろいで、布団から腕を出すと、掃はき出し窓のカーテンを少し開けてみた。夜の色が薄れてきている。朝は遠くないのだろう。

　予備の布団は一組しかないということなので、真里は綾佳と同じ布団で寝ていた。居間の座卓を端はしに寄せ、窓まど際ぎわに布団を敷いている。

　側そばに綾佳の体温があることが、今はとてもありがたかった。

　真里は布団にもぐり込み直し、少し綾佳の方に身を寄せ、目をつぶる。生きている人間の温かさとやわらかさに救われる。

「大丈夫？」

「五歳の頃ころのこと、母さんのこと、少しだけ思い出した。本当に思い出せるとは思ってなかった」

　目を閉じたまま言うと、額にふわりと手のひらが置かれる感触があった。

　幼い頃、きっと母親にもこういう触れられ方をしたことがあるのだろうけれど、そんな優しい記憶はまったくよみがえらなかった。そういったことは、人生の中の多くのたわいない出来事と一緒に、流れるように忘れ去られていったのだろう。母の最後の記憶は、それらの思い出とは違って、決して流れず、川底に根を張るようにしてとどまっていた。ただ、見たくないあまりにふたをして忘れたふりをしていただけだ。

「私が呪のろいの蛇へびを作ったのは、母さんのやり方を真ま似ねしたんだ。母さんは裏切った父さんを呪い殺すために、花か瓶びんの中に生き物を入れて、その中をじっとのぞいていた。私は部屋の隅で小さくなって、そんな母さんを見つめている」

　涙も嘆く声も枯れ果てて、最後に残ったのは恨うらみだったのだろう。感情の器うつわが空っぽになって怒りさえなくなってしまっても、恨みの思いだけは器の底にべったりと張りついて残っていた。情熱すらない冷たい恨みの感情。鍋なべの底の焦こげのように、洗ってもこすっても落ちない黒い汚れ。

「そうやって作った呪いの蛇をどう使ったのかは知らない。けど、それで本当に父さんは死んじゃった。それで、母さんは私に謝るんだ。ごめんねって。お母さん、お父さんを呪い殺しちゃったって」

「せっかく忘れていたものを、思い出させちゃったわね」

　申し訳なさそうに言われて、真ま里さとは目を開けた。さっき真里が細く開けたカーテンの隙すき間まから、うっすらとした光が入ってきて、綾あや佳かの顔に窓まど枠わくの形の影を落としている。

「綾佳さん」

「何？」

「気づいていたの」

「……あの霊れい的てき〈モノ〉と、マサトくんの間には、何か関係があるのかもしれないとは思ってた」

「そっか」

　髪の長い男の人──水み藤とうといったっけ──あの人はきっと、かなりの程度予想していただろうなと思う。だから、真里に昔のことを思い出させようとしていたのだろう。

「足の怪け我が、まだ痛い？」

「もうほとんど治ってる。どうして？」

「母さんのせいだから」

　いきなり額を小突かれた。痛いと声をあげて、額を手のひらで押さえる。

「あんたのせいでもあんたの母親のせいでもないわよ。あの時も言ったでしょ、あの霊れい的てき〈モノ〉は誰だれかに操られてるみたいだったって。マサトくんと亡なくなったお母さんを利用してる奴やつがいんのよ。責任の場所、間違えないで」

　叱しかられたのか慰なぐさめられたのかよくわからない。ただ、真ま里さとが自分のせいのように言うのを嫌っていることだけはわかった。ならばもう言うまいと口をつぐむ。

「泣かないのね」

　ぽつりと綾あや佳かが言った。

「最近は、わりと泣いてばっかりだよ」

　伯お父じを殺してしまったとき、綾佳たちの家に連れていかれてご飯を食べさせてもらったとき、すべて終わったら家に帰れと言われてしまったとき。自然と涙がわいた。どのくらいぶりの涙だっただろうか。ずっと、泣いたら負けだという思い込みでもあったのか、大たい抵ていのことでは涙を流したりしなかったのに。

　幼い頃ころの記憶と綾佳たちを襲おそった幽ゆう霊れいの正体は、確かに真里を傷つけはした。けれど、今は綾佳たちが寄りそってくれているから、泣かずに立っていられるのだろうと思う。

　手を離されたとき、自分がどうなってしまうのか、それだけが今は怖い。
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　風がやわらかく吹いた。陽ひ射ざしが明るく降ってくる。道の端はしに、薄桃色の花を咲かせた桜の木が立っている。東京は暖かかった。

　純じゆんは二カ月ぶりにそのなだらかな坂を上っていた。視界に、コテージのような外装の小さな店が入ってくる。七なな倉くら和かず巳みが経営している和食器店。

　黄色がかった淡い照明に演出された薄暗い店内に彼はいた。純を見て、目を見開いた。驚おどろいた顔をした。けれど、それは驚きよう愕がくと表現するほどのものではなかった。

「……今さら、どの面つら下げてって感じだけど」

　きまり悪く言うと、驚いたことに七倉は苦笑した。

「入りなさい」

「ずいぶん寛容だな」

「君相手に、私が一人でどうこうできるわけでもない。抵抗するだけ無む駄ださ」

　そう言いながら、警戒する様子も見せずに奧の座敷へ入っていく。純はゆっくりとそのあとに続いた。

「頼みがある」

「藪やぶから棒だね。なんだい」

「モノ祓ばらいの依頼だ」

　純じゆんは、真ま里さとのことを簡潔に語った。七なな倉くらは何一つ言葉を挟はさまずに、じっと耳を傾けていた。

「了解した。彼女に憑ついている〈モノ〉は、私が祓うよ」

　あっさりと七倉は言った。

「いいのか」

「いいも悪いもない。君の話の通りならば、その子が〈モノ〉に取り憑かれてしまったのは、七倉家の責任でもある」

　七倉の表情は変わらない。彼の心中が読み取れずに、純は口をつぐんだ。

「あの事件のあと、京都では七倉家が奔ほん走そうして〈モノ〉に憑かれた人たちを捜し出し、祓いを行った。けれど彼女は、その前に京都から去ってしまったんだな」

「他ほかに、〈モノ〉に憑かれてまずいことになった人はいなかったのか」

「大丈夫だよ。対処が早かった。少なくとも、目の届く範囲には不幸は起こらなかった。……本家にも、いつかは壊れてしまうだろう結けつ界かいを、一つ無事に片づけることができて、結果的にはむしろよかったんじゃないかと言う者さえいたんだ」

　純は目を伏せた。真里のことがなければ、その言葉は自分たちを心安らかにしてくれたのかもしれない。

　静かに時間が流れる。七倉も黙ったままだった。だが純とは別のことを考えていたようで、突然「蛇へびか」とつぶやいた。

「多分……その森もり山やま真里さんの母親の家系は、蛇に好かれる血を持つんだろうね」

「好かれる？」

「時々あるんだよ。蛇とか狐きつねなんかに好かれる血筋というのが。一種の遺伝的能力と言ってもいいかな。七倉家が、モノ祓いの力を持つ人間を多く出すのと一緒だよ。少し前までは、そういう血統の者たちが憑つき物もの筋すじだとか言われて忌いまれていたりもした」

「そういや綾あや佳かが言うには、マサトの……ひいばあさんになるのか、その人が、憑き物筋の歴史？　を調べてどうしたとか」

　綾佳に聞いた話を思い出しながら曖あい昧まいに言うと、七倉は軽く頷うなずいた。

「憑き物筋は、動物の霊れいを使役して人に憑け、禍わざわいを起こすとされている。だけど多くは、災さい厄やくに理由を求める人の心が生んだ迷信だ。森山真里さんの曾そう祖そ母ぼも、そのことを証明するために、憑き物信仰を学問的に読み解こうとしたんだろう。社会人類学的見地や、心理学的見地からね」

「ふうん。じゃあ、本当に動物霊を操ったりとかはできないわけか」

「できない。普通はね。……憑き物信仰は、中国の蠱こ道どうの影えい響きようを受けていると言われている。皿や壺つぼの中で生き物に喰くい合いをさせて作ることで有名な蠱毒は、一種の憑き物だろう。主あるじによって使役される動物霊。憑き物信仰について調べていた彼女の曾祖母の家には、蠱毒に関する書物もあったんじゃないかな。森もり山やま真ま里さとさんの母は、それを読んでいた。夫に裏切られて殺意を持ったとき、以前読んだ呪じゆ術じゆつの方法を思い出しても不思議じゃない」

「でもそんな、人を呪のろうような力はないって今あんたが言ったんだろ。ただ、蛇へびに好かれやすいだけだって」

　七なな倉くらは曇った顔のまま微笑を浮かべた。

「そうだよ。おそらく、その子の母親には蠱こ毒どくを作る力などなかっただろう。本人も、こんなことで人を殺せるなんて、本気で信じてはいなかったと思う。花か瓶びんの中で他ほかの生き物を喰くった蛇は、ただの蛇にすぎなかった。そのあとその男が死んだのは、不幸な偶然だ。だが、そのタイミングのよすぎる死は、彼女に自分の呪いの力を信じ込ませることとなった。そして、それを見ていた娘にも。とても、不幸な偶然が重なったんだ」

　口の中が渇かわいて、喉のどの辺りがべたついた。得体の知れないものを吞のみ込んでしまったような不快感が胸の辺りに落ちる。

「じゃあ、マサトの母親は、死ぬ必要なんてなかったってことか」

「どっちにしても、死ぬ必要なんてなかった。……けれど確かに、彼女の自殺の理由は、見当外れの思い込みだよ。そういう意味では、確かに輪をかけて悲劇的だ」

　純じゆんは、真里の蛇を思い出した。あの蛇からは確かに、〈モノ〉の気配を感じた。そのことを言うと、七倉は頷うなずいた。

「その子の蛇は多分本物の蠱毒だろう。〈モノ〉に憑つかれたことで、幼い頃ころに見た人を殺す方法を忘却の中から無意識に引っ張り出してきてしまった。そしてモノ憑きの今の彼女には、母親にない力があった。そういうことだよ」

「あの蛇はどうなるんだ。これからも飼い続けるわけにはいかねえだろ」

「今はどうしてる」

「……神しん出しゆつ鬼き没ぼつな蛇で、いつの間にか現れたり消えたりしている。現れるときは、いつもマサトの側そばだ」

「多分、その子の感情に左右されているんだろうな。心を尖とがらせているときに現れやすい。思おぼし召しあらば、いつでも新たな人間を殺せるようにね」

「どうしたらいい」

「このままだと、その子に憑いている〈モノ〉を祓はらっても、蠱毒とは一生つきあうことになるかもしれない。一度主あるじを持った蠱毒は、そう簡単に離れるものじゃない。……主と蠱は生死を共にすると言われている。一応、なんとかする努力はしてみるがね」

　生死を共に。

　もし、無理矢理真里の蛇を祓ったら、真里の命も危険にさらされるということか。

　けれど、それは今考え込んでも仕方がないことだった。純は静かに頭を下げた。

「ありがとう」

　黒に近い茶色の座卓の表面が目の前に来る。その状態のまま、純じゆんは考えた。

　感謝は本物だ。巻き込まれた少女を助ける話だとはいえ、今は祓はらうべき相手であり、裏切った相手でもある純の頼みを無条件で聞き入れてくれた。

　けれどその感謝とは別に、決して解けないわだかまりがあることも感じていた。もう二度と、以前のように手放しで信頼することはできないだろう。

　純は函はこ館だてのホテルの名と部屋番号を伝えた。今純たちが泊まっているところではない。約束の日には真ま里さと一人をそこへ行かせるつもりだった。七なな倉くらが再び本家と連絡を取って、純たちを祓う手はずを整えてこないとは限らない。

　本当は、いざとなれば力で脅おどして連れてくることも考えていた。

「けど、俺おれたちを助けたなんて本家に知られたら、まずいんじゃないのか」

　こんなことを訊きくべきではないことはわかっていたが、つい口が動いた。

「知られやしないさ。それに、もう私は本家とは関係ない」

「え？」

「モノ祓い師をやめたのさ。今回は例外的に引き受けるが、こんなことでもない限り、もう二度とモノ祓いの仕事はしない」

　七倉は純の顔を見て、困ったように笑った。

「いいんだ。前から言っていたが、私はモノ祓いの仕事が好きではなかった。いい機会だったんだ。無責任だと罵ののしられはしたが、さすがに引きとめる者はいなかった。足を洗えてすっきりしたよ。あとはこの店を切り盛りして食っていくことだけを考えればいい」

　七倉は、確かに解放されたような顔をしていた。だがそれは、どこか投げやりな顔でもあった。家族も仕事もかなぐり捨てて逃げ出してきた人が自由になったと言って浮かべるような、後ろ暗い微笑ほほえみ。

「君たちに対する責任もうっちゃることにした。私はもう、君たちの面倒をみる気も祓う気もない」

「そうか」

　ありがとうともう一度言った。それが、七倉が自分たちのためにしてくれた、最後のことだったのだろうと思った。

「本家は、俺たちを捜しているのかな」

「絶縁した私には情報は回ってこないが、本家だって本音のところではもう君たちには関かかわりたくないと思っているんじゃないかな。半分〈モノ〉になったキメラたちには逃げられてしまい、見つかりません。……それはとても不名誉なことではあるが、楽になれる」

　純は小さく頷うなずき、向き直った。一つ訊いておこうと思った。

「七倉さん。霊れい的てき〈モノ〉で蠱こ毒どくを作ることってできるのか」

　七倉は顔をしかめた。不審に思っているのだとも、嫌けん悪お感かんを感じているのだとも取れる表情だ。

「できるかどうかは知らない。だが、霊れい的てき〈モノ〉が融ゆう合ごうして一つになることはある。混ざり合ってできた集合霊はいくつも見てきただろう。その性質を利用して、人為的に霊的〈モノ〉に別の霊的〈モノ〉を喰くわせることはできるかもしれない」

　真ま里さとの母の霊のことは、真里に憑ついている〈モノ〉とは直接の関係はない。それに、自分たちの弱点を見せることになりそうで迷ったが、結局はあの霊の蠱こ毒どくのことも話した。話し進めるうちに、七なな倉くらの渋じゆう面めんは深くなっていった。

「非常識だな。そんなやり方、普通の発想じゃない」

「ありえない？」

「ありえるさ。世の中には普通じゃない発想を持つ人間がいくらでもいる。……その霊の蠱毒に関してなら、やりそうな人間の心あたりもある」

　純じゆんは目を見張って七倉の顔を見つめた。黙ったまま視線で促うながす。七倉は言った。

「光こう陵りよう会かいの仙せん谷たに由ゆ紀き夫お」

「ずいぶん有名人じゃないか」

　水み藤とうが知り合ったモノ祓ばらい師も仙谷のことを知っていた。

　七倉は苦々しい顔をして頷うなずく。

「変人は有名になりやすい。それに、私とはちょっとした関係もあった」

「関係？」

「いや、関係を断ことわったと言うべきか。……仙谷が大学生の頃ころ、彼がここにやってきたことがあった。モノ祓い師になりたいと言ってね」

「……それで、断った？」

「断った。彼にそういう方面の力があることはわかったが、そんなことを私に頼みに来るのはまったくの筋違いだ。私はモノ祓いの仕事などしたくてやっているわけではなかったから、新人の斡あつ旋せんなど冗談じゃないと思った。そもそも、七倉家では血縁者以外の人間はほとんど受け入れていない」

「それで断られた仙谷が入ったのが、詐さ欺ぎまがいの宗教団体だったってことか」

「ああ。後々のことを考えると、あの時、せめてまっとうなモノ祓い師になるための手はずを整えてやればよかったのかもしれない。……仙谷が、〈モノ〉を使った実験を繰り返しているらしいという噂うわさは聞いている。信者に霊的〈モノ〉を憑けるというのも、その一つだったのだろう。彼なら、霊で蠱毒を作ろうなどという発想を持ってもおかしくない」

　もしかすると七倉を見返すという目的もあったのかもしれない。純は、電話での仙谷の言葉を思い出した。

（七倉和かず巳みの二の舞にはならないよ。途中で君たちを放り出すような真ま似ねは、絶対にしない）

　あれは、七倉への敵てき愾がい心しんから生まれた言葉だったのだろうか。

　純じゆんは軽く頭を振ると立ち上がった。

「色々と助かった。マサトの祓はらいはいつならいい？」

「店の都合もある。できれば三日後で」

　承しよう諾だくを告げ、純は座敷から下りた。店先まで七なな倉くらは見送りに出てくる。

「純」

　去ろうと足を踏み出したところで、七倉が呼んだ。

「あの夜のことに関して、私に言いたいことはないか」

「言いたいことは、紗さ也やに伝言で頼んだ。聞いただろ」

「聞いたよ。あれで全部か。本当に、本音か」

　純は少し考えた。胸の中にわだかまりはある。一生もののわだかまりなのだろうと思う。

「俺おれはもしかしたら、十じゆう文もん字じのためにあんたを恨うらまなきゃいけないのかもしれない。でもやっぱり、あんたと俺たちの間で、恨んだり恨まれたり、謝ったり謝られたりするのはおかしいような気がする。お互い許せないことはあるだろうけど、それは言葉や行動として形にするタイプのものじゃないと思う」

　そうだな、と七倉は答えた。続けて何か言おうと息を吸う気配があったが、それはただの呼吸音で終わった。

　彼が吞のみ込んだのは、声に出せば空むなしく響ひびいてしまうだろう、謝罪の言葉だったのかもしれない。
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　バスルームのドアが開いて、髪から水滴をしたたらせた真ま里さとが出てきた。小さなホテルの部屋に、石せつ鹼けんの匂においがふわりと立ちこめる。真里は寝間着代わりに純の長なが袖そでシャツを着ていた。小さい彼女が着ると、男物のシャツの裾すそは膝ひざ上うえ辺りまできてしまう。

「ああほら、水がぼたぼた垂れてる。ちょっとこっち来て」

　綾あや佳かが呆あきれて手招くと、真里は素直に側そばにやってきて、指示されるままにベッドに腰かけた。タオルで濡ぬれた髪をもむようにやわらかくふいてやる。犬みたいだな、と思ってちょっと笑えてきた。純がなつき始めた動物みたいだと言っていたのを思い出す。

「マサトくんの祓い、三日後になったって」

　言うと、真里の肩がぴくりと震ふるえた。気づかないふりをして、綾佳は続ける。

「純がさっき戻ってきてね、七倉さんにモノ祓いを引き受けてもらえたって言ってた。七倉さんってのは、二カ月前まで私たちのことを保護してくれていた人よ。ただ、今はもう気を許せる関係じゃないから、約束の場所にはマサトくん一人で行ってほしいの」

　真里が振り返った。頭にかぶせたタオルの下から、綾佳を見上げる。その目には、恐怖に近い感情が見えた。

「それで、お別れなの」

「そうね」

　綾あや佳かは視線をそらした。目の端はしに、傷ついた顔をした真ま里さとがいる。

「私が、お祓はらいをしてくれる人のところに行ってる間に、綾佳さんたちはいなくなるの？　それで、もう二度と会えなくなるの？」

　見捨てるのか。

　綾佳の胸で、その思いがうずいた。〈モノ〉さえ祓えば、あとは関係ないとばかりに放り出すのか。

「マサトくん。本当に、私たちと一緒に行きたい？」

「行きたいよ」

「私たちは化け物よ。できる限り人でありたいと思っているけど、それでもどうしようもなく、化け物よ」

　真里の黒々とした瞳ひとみが綾佳を見み据すえた。ああ動物の目だと綾佳は思う。人間の道徳も善悪も関係ない、欲望に忠実で純粋な動物の目。

「お腹なかがすくことがつらいのは、私だって知ってる。それがつらくて、色んなことがつらくなって、私も人を殺したよ。同じだよ。綾佳さんたちと私は同じだ。私は、綾佳さんたちが化け物でよかったと思う。……一緒にいたいよ」

「それならおいで」

　綾佳は言った。水み藤とうくんに怒られるかなとちらりと思う。

「本当に本気で、私たちと一緒に来ることが自分の幸せだと思うなら、おいで。でも、私たちはあんたを幸せにする約束はしないわ。あんたはあんたで、勝手に幸せになんなさい。その自信があるなら連れていってあげる」

　真里の顔に明るい色がさした。表情は相変わらずほとんど動かないのに、感情はまっすぐに表に現れる。

　綾佳はため息をつくと、洗面台から備えつけのドライヤーを持ってきて、真里の髪を乾かしてやった。肩までの長さの黒髪は、持ち主に似て硬く強情で、さらさらしていて綺き麗れいだけれど、少し傷んでもいた。

　真里の髪を指ですいていると、不意に空気がピンと張りつめるのを感じた。微かすかな息苦しさを覚え、ドライヤーを止める。真里が不思議そうに見上げてくる。

　閉じこめられた。頭より先に感覚がそう告げた。周りを見回し、続いて頭が理解する。〝壁〟だ。

「来たな」

　綾佳は一つ舌打ちして立ち上がり、足早にドアに向かう。ノブに手をかけるが、動かない。

「綾あや佳かさん？」

「閉じこめられた。どうするかな」

「母さんが来たの？」

「そう。悪いけど覚悟してね。私たちじゃ、あの人を成じよう仏ぶつさせてあげたりとか、そういうことはできないから」

　戸惑いの気配が伝わる。すでに死んでいるとはいえ、自分の母親だ。こんな言われ方をして平気なわけはない。だが綾佳は真ま里さとの戸惑いを無視した。

「マサトくん、内線電話。純じゆんたちの部屋」

　単語だけで言い捨てて、窓の方も確認する。そちらも、ドアと同様〝壁〟によって閉ざされていた。

　破って破れない〝壁〟じゃない。けど、これを破って逃げ出しても、また同じことの繰り返しになる。

　それなら、ここで終わらせることを考えるべきだ。

「……あの、綾佳さんが、閉じこめられたって言ってるんだけど……」

　受話器を握った真里は、若じやつ干かん話しにくそうにしている。相手は水み藤とうの方なのだろう。

　綾佳は歩み寄ると、無言で受話器を受け取った。

「水藤くん？　こっちの部屋、〝壁〟に囲われている。そっちは？」

『同じくだよ。ただ、そっちの部屋との間は仕切られていない。俺おれたちの部屋と綾佳さんたちの部屋、二部屋まとめて〝壁〟で囲ったんだろう。ただ』

「ただ？」

『こっちのドアの部分だけ開いている。多分、入口のつもりなんだろうね』

　あの霊れい的てき〈モノ〉の、だ。

「もうここらへんで片をつけるべきよね」

『ああ。……霊的〈モノ〉が近づいてきている。こっちのドアを開けておいたということは、ここから入ってくるつもりなんだろう。できるだけそっちには行かせないようにするつもりだ。彼女のことは頼むよ』

「了解」

　受話器を置くと、服の背を引っ張られた。

「母さんのこと、どうするの。食べられないんでしょ」

「力で吹っ飛ばすの。喰くえないなら、それしかないわ。やったことないから、成功するかどうかはわからないけどね」

　真里から目をそらして言った。目を合わせたままそんなことが言えるほどには、開き直れていない。

「こっちの壁からは離れて。ベッドの方にいなさい。いざというときのために靴くつはいて」

　真ま里さとは素直に従った。何も言わない。悲しそうな顔もしない。けれど、彼女の全身から、震ふるえる気配が立ちのぼっていた。

　どおん、と、隣の部屋から、何かを破壊するような大きな音が響ひびいた。

　真里がびくりと顔を振り向ける。

「何」

「純じゆんと水み藤とうくんが霊れい的てき〈モノ〉と戦ってるんでしょう。〝壁〟に囲われているから、多少の音は外にはもれない」

　どおん、どおん。音は何度か続いた。安いホテルの薄い壁、言葉の内容までは聞き取れないが、純と水藤が大声で何かを言っているのが聞こえてくる。

　綾あや佳かはじっと、純たちの部屋との間を隔へだてる、薄汚れた白い壁を見つめていた。時間がかかっている。

　目的はなんだろう。

　綾佳の心に、その疑問はひんやりと浮かんだ。

　仙せん谷たにという男が、〈モノ〉と人のキメラを手に入れたいと思い、霊的〈モノ〉で作った蠱こ毒どくをけしかけた。綾佳たちがそれを喰くい、その毒によって弱らされてしまったところを捕らえるつもりだったのだろう。

〈モノ〉を見ればなりふりかまわず喰うと思っている、人を馬ば鹿かにした計画ではあるが、それはわかる。けれど、綾佳たちが霊的〈モノ〉の蠱毒を喰わないことはもうわかっているはずだ。それでも再び、あの霊的〈モノ〉をけしかける目的はなんだろう。

　すうっと部屋の温度が下がった。

　綾佳の正面、壁の中から黒い女の姿が浮かび上がってきていた。

　──マサトチャン。

　黒い女から、かすれた声が聞こえた。綾佳は、霊的〈モノ〉の声を初めて聞いた。

　彼女ははっきりと、娘の名を呼んだ。

「母さん」

　呆ぼう然ぜんとした真里の声が、綾佳の背後から聞こえてきた。

　目的はこれかと、綾佳は歯は嚙がみする。

　相手がどれだけこちらの状況を把は握あくしているかは知らないが、真里と真里の母親である霊的〈モノ〉を突き合わせて揺さぶるつもりか。そうすれば、綾佳たちも手出しできなくなるだろうと踏んだのか。

　黒い女が宙を舞う。綾佳はそれを追って腕を動かし、自らのエネルギーを放った。黒い女はふわりとよけ、綾佳の力は天井に当たった。だが室内ということに気を遣つかい手加減して放った力は〝壁〟に吸収され、天井を傷つけはしなかった。逃げる黒い女を追い、綾佳は再び手をかざす。

　考えるな。そう自分に言い聞かせた。どうしようもないのだから。私たちには、彼女を救うことはできないのだから。だから、自分や真ま里さとの身を守るために、彼女を消す。それしかないんだ。だから、余計なことは考えるな──。

　暗示のように言い聞かせていたせいで、危うく綾あや佳かは伸ばした腕の先にいるものを見落として攻撃してしまいそうになった。慌あわてて手を握り込む。

　黒い女の向こう側には、真里がいた。真里は小さく悲鳴をあげた。黒い女が、真里に覆おおいかぶさっている。

　──マサトチャン。

　悲痛な声。

「マサトくん！」

　黒い女の姿が崩れ、もやのようなものに変わって真里の体を包み込んだ。黒い塊かたまりの中から、激しく咳せき込む声が聞こえてくる。

　綾佳は駆け寄り、黒いもやの塊に腕を突っ込んで真里の体を引っ張り出す。だが、黒いもやはしつこく真里に絡からみついてきた。真里の体を傷つけないためには、ここでむやみに力を振るうことはできない。

　綾佳は真里の体を引きずるようにして窓まど際ぎわに連れていった。力を振るって〝壁〟を破り、窓を開け放つ。

「つかまってて！」

　真里の体を抱かかえ、窓まど枠わくに足をかけると外へ飛び出した。ここは三階だ。この程度の高さなら、真里を抱えていてもなんとかなる。
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　風を切って落下する。髪や服の裾すそが上方へはためく。首に回った真里の腕に力がこもった。

　足に強い衝しよう撃げきが来て、膝ひざをついた。一いち瞥べつで真里の無事を確認すると、地面に振り捨てて上を見上げた。黒いもやが、再び女の顔を形成し、こちらへ落ちてくる。

　綾佳は手をまっすぐに突き出し力を放つ。白い光が空へ上る。だがそれは、黒いもやの端はしをかすっただけだ。

　舌打ちして、真里の腕をつかみ一緒に立ち上がろうとした。

　とにかく真里を安全な場所まで引き離さなければ──

　だがそのとたん、ふくらはぎに刺すような痛みを感じて再び膝をついた。あの時受けた傷が、まだ治りきっていないのだ。飛び降りた衝撃のせいか、モノ祓ばらいの力がなんらかの形で足に影えい響きようを与えているのか、強い痛みが走ってすぐには動けない。

　こんなときに！

　ざっと雪を踏みつける音が鳴った。見ると、純じゆんと水み藤とうが綾佳と同様に飛び降りてきたところだった。

「マサトくんを連れて離れて！　なんでか、彼女はマサトくんを狙ねらってる！」

「純じゆん！」

　綾あや佳かの叫びが終わらないうちに、水み藤とうが純の名を呼んだ。水藤は動けない綾佳を庇かばうように立つ。

　いつかの夜のように、だが今は水藤の存在があるためか、純はほとんど迷わずに真ま里さとをかつぎ上げて走りだした。

　黒い女は、真里を追わなかった。まるで役目を終えたように、ゆっくりと綾佳と水藤の頭上を旋回している。二人が力を放っても、よけられる距離を保ったまま。

「目的はなんなんだ」

　ぽつりと、水藤は綾佳と同じ疑問を口にした。







　くらんでいた視界が回復しだした。だが、揺られているせいか、気分の悪さは一層ひどくなっていた。真里はつかまっていた純の肩を何度か叩たたいて、下ろしてくれと合図する。

　純は明るい照明が光るコンビニの前まで真里を連れていくと、そこで下ろしてくれた。だが地面についた足からがくりと力が抜け、真里の体は崩れた。純が慌あわてて肩をつかんで抱だきとめてくれる。

「おい、大丈夫か」

「気持ち、悪い……」

　吐き気を嚙かみ殺して背中を丸める。純じゆんの腕に促うながされるまま、真ま里さとはコンビニ前の縁えん石せきの上に腰かけた。

「吐きそうだったら吐いちまった方がいいぞ」

　言いながら背中をさすってくれる。

　真里は顔を上げた。人通りの少ない夜道。コンビニの明かりが妙に明るく浮いている。白いワゴン車がすうっと走ってきて、コンビニ前の駐車場に停とまった。

　しばらくじっとうずくまっていると、だんだんと胸の辺りの激しい不快感は引いてきた。

　もう大丈夫。そう言おうとしたとき。

　遠くから、甲かん高だかい女の悲鳴が聞こえた。今逃げてきたホテルの方向だ。真里は思わず純の袖そでをつかむ。

「綾あや佳かさん？」

　悲鳴になると声なんて変わってしまう。綾佳の悲鳴など聞いたことがないし、わからない。純も険しい顔をして、曖あい昧まいに首を振った。

「……多分、違うとは思うけど」

　でも、ホテルの方角で何かがあったことは確かだ。

　純は迷っているように見えた。真里は純の袖から手を離して言う。

「私はもう大丈夫。行って」

「……中、入ってろ」

　少しの逡しゆん巡じゆんのあと、純はそう言い捨てて走りだした。元来た方、悲鳴が聞こえた方向へ。

　何か悪いことが起こったのでなければいいのだけど。そう祈りながら、真里はふらふらと立ち上がった。店の中に入っていようと足を踏み出す。

　そのとき、停まっていた車のドアが開いた。さっき駐車スペースにすべり込んできた白いワゴン車。中から、背の高い男が出てくる。

　真里は足を止めた。車から降りた男が、コンビニの入口に向かわず、真里の方に歩み寄ってきたからだ。

　真里はじっと男の顔を見た。照明に照らされて、二十代後半の、薄い笑みを乗せた男の顔が浮かび上がる。微笑ほほえんでいるのだけれど、目が静止している。真里はとっさに、男の顔の上に聞かされていた特徴を探した。生え際ぎわの辺りに、うっすらと傷きず痕あとが見えた。

　飛び退のくようにあとずさると、ぐらりと視界が揺れた。数歩後ろによろけて転ぶ。シャツから伸びたむき出しの足をすりむいた。

「おやおや。大丈夫かい？」

　のんびりした男の声が響ひびく。真里は男を睨にらみ上げた。

「仙せん谷たに由ゆ紀き夫お？」

　頷うなずく代わりに、男はにっこりと笑ってみせた。

「母さんは、どうしたの」

「大丈夫だよ。自分の身の安全を最優先にするよう命じてあるから」

「身の安全？　もう、死んでるのに」

「死んではいるけれど、あれは確かに君のお母さんだよ。そんな言い方をするのはよくないな」

　からかうような口調で言う。真ま里さとは地面に手をついて、仙せん谷たにから離れようとじりじり下がる。店の方に目をやるが、この位置からでは店員の姿は見えなかった。向こうからもここは死角になっているだろう。

「そんな格好じゃ寒いだろう。暖かいところへ行こう。おいしいものも食べさせてあげるよ」

「……今時、幼児誘ゆう拐かい犯はんだって、もうちょっとましな口く説どき文句使うよ」

　仙谷の笑顔は崩れない。どうする。真里の背筋に嫌いやな汗が浮く。

「私を連れてってどうするの。私は綾あや佳かさんたちの側そばにいなきゃ困るんじゃないの」

「そうだね。君は彼らにつけたマーキングだった。彼らが姿をくらましても、君が側にいれば、君の母さんが君を見つけ出してくれる。親子の愛は偉大だな」

「何が親子の愛だよ。あの人は、私を捨てて死んだんだ」

　吐き捨てた言葉は、自分が意識していた以上に恨うらみがこもって聞こえた。真里は自分のその声こわ音ねに驚おどろく。

　仙谷は微笑ほほえんだ。そうだね、わかっているよ。ひどい母親だ。そんなふうに言っているかのような微笑み。

「これでもね、君を利用したことに関しては、心が痛んでいるんだよ。僕は、君の気持ちがよくわかる。親に捨てられ親しん戚せきにいじめられて育った、薄幸の少女。それでも君は、伯お父じを殺して活路を開いた。強い子だ。僕は君がとても好きだよ」

　違う。この男の言葉は違う。綾佳さんたちは、私がやったことを許してはくれた。助けてもくれた。だけど、この男のように、決して肯定はしなかった。

「どうして私と母さんのことを知ったの」

「君のお母さんに直接聞いたんだよ。幽ゆう霊れいで蠱こ毒どくを作る計画は、前々からあったんだ。別にあのキメラたちを捕まえるためではなく、純粋な実験としてね。そのために都合のいい幽霊をずっと探していた。ただいくつかの幽霊を閉じこめるだけじゃとても蠱毒はできない。始めから勝者を選んでおくんだ。出来レースだよ。君が作った蠱毒だって結局はそうだったろ？　あの蛇へびが勝つと思っていた。それと一緒さ。僕は、自殺した君のお母さんに出会った。生前、蠱毒で夫を殺してしまったと思い込んでいる幽霊だった。これほどうってつけの材料はない。僕は彼女と長い長い話をしたよ。君のことも聞いた。様子を見に行ってみれば、君は君で〈モノ〉に取り憑つかれていて、伯父さんを殺そうと計画している。あの母親にこの娘あり、だ。……僕はちょうどその頃ころ、噂うわさのキメラたちがモノ祓ばらいの仕事を受けつけているというメールアドレスを入手した。もうこれは、天の配はい剤ざいだと思ったね。君と君のお母さんを使わない手はなかった」

　真ま里さとはじっと男の言葉を聞いていた。男の顔は輝いていた。天の配剤。なんてすばらしき偶然！

「僕は、君に殺されるんじゃないかと怯おびえている伯お父じさんに、このアドレスにメールをして、姪めい御ごさんをあずかってくれるよう頼みなさいと助言した。それは間に合わなかったみたいだが、結果的には君は彼らに連れていかれたのだからまあ計画どおりだった。ただ最初は、君のことは保険にすぎなかったんだよ。本当は、蠱こ毒どくとなった君のお母さんの祓はらいを彼らに依頼し、喰くわせて、弱ったところを捕獲するつもりだったからね。マーキングはもしも失敗して逃げられたときのための保険だった。けれど、それは大いに役に立った」

「……それで、なんでせっかくつけたマークを剝はがそうとしているの」

「君たちはどうやら、僕の想像を遥はるかに超えて、強い絆きずなで結ばれたようだ。とすると、もしかしたらただのマークではなく、人ひと質じちにもなりうるんじゃないかと思ってね」

　真里は顎あごをそらして仙せん谷たにを睨にらみ上げた。悔くやしかった。こんな男に利用されて、あの三人を危険にさらしていたかと思うと、たまらなく悔しかった。

「人質なんかにはならないよ」

「何な故ぜ？」

「私が、そんなものにはなりたくないから」

「じゃあ君は、彼らにとっての何になりたいんだい」

　真里は少し考えて、言った。

「……大事な、非常食」

　仙谷は愉快そうに、高く声をあげて笑った。本当におもしろそうにおかしそうに笑う。

「おもしろい子だなあ。やっぱり僕は君が気に入ったよ。いいじゃないか、僕とおいで。人質といったって名ばかりだよ。あの三人とも、お母さんとも、みんなで一緒に暮らせるよ」

「何を……」

「君はようやく、自分の居場所を見つけたんだろう？　僕にも僕の守るべき居場所がある。それを一つにしようと言ってるだけさ。疑ぎ似じ家族にでもなろうじゃないか」

　綾あや佳かの足の傷を思った。橋から落とされ、銃で追われたという水み藤とうの話を思った。黒いもやの塊かたまりと化した、母の悲痛な表情を思い出した。

（これが、〈モノ〉として命を狙ねらわれるってことなわけね）

　綾佳は諦あきらめたような声で、苦笑しながら言っていた。彼らを、動物相手みたいに暴力的に追い回しておいて、何が疑似家族だ。

「あの三人は、僕が生かしてあげるよ」

　真里に最低限の生活を与えてくれた伯父。それでも、真里は伯父を憎んだ。伯父も、憎まれて当然だと思っていた。十年間の彼との共同生活が、真里の頭の中を駆けめぐっていた。

　私と伯お父じはお互いに、相手を憎み、憎まなければならなかった相手の境遇を同情し合いながら生きてきた。どうしても、相手にかける思いを愛情に変えることはできなかったけれど、それでも互いの思いを理解し合ってはいたのだと思う。

　だが、この男は。

　相手の思いなど、何も考えちゃいない。生かしてあげる。そうやって上からものを見て生きている男だ。

　ひんやりとした感触がふくらはぎから足首にかけてをすべっていった。目をやらなくてもわかる。蛇へびだ。私の蛇だ。

　仙せん谷たには、真ま里さとの足あし下もとに目をとめた。笑顔は消えた。だが、怯おびえは見えない。物事の成り行きを冷静に見守る、観察者の顔に変わった。

「なるほど、それが君のやり方か」

　仙谷が言った。

　そうだよ。どうせ、私はもう人殺しだ。自分のために人を一人殺した。それならば、今度は大事な人のために他人を殺して何が悪い？

　この男が彼らの敵ならば、私が倒してやる。

　蛇がゆっくりと、鎌かま首くびをもたげた。
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　きゃあああ、きゃあああ。

　女がわめいていた。その周りには人ひと垣がきができている。純じゆんはその人垣をかき分けて進む。かごめかごめの鳥役のように、真ん中がぽっかりとあいた人垣の中心に、女が顔を覆おおってうずくまっている。女の背後に、何かを呪のろっているような暗い顔をした男の霊れい的てき〈モノ〉が憑ついていた。かなり質たちの悪い〈モノ〉ではあったが、純は迷わず腕を振るってそれを喰くらった。悪意に満ちた〈モノ〉を体に取り込んだせいで気分が悪くなるが、吐き気を吞のみ込んで、若じやつ干かん乱暴に女の肩をつかんで起こす。

　知らない女だった。二は十た歳ち前後の、どこといって特徴のない容姿をした女。彼女はまだ動転しているのか、唇くちびるを震ふるわせながら、言葉にならない声をもらしている。

「どうした。何があった」

「私、私……」

　何がなんだかわからないといった様子だった。距離を置いて取り囲む野や次じ馬うまたちの、好奇と心配の色の視線が刺さってくる。

　純は奥歯を嚙かみしめた。──騙だまされたのかもしれない。

「あんた、光こう陵りよう会かいの信者か」

　強い口調で、だができるだけ周りに聞こえないよう押し殺した声で、純じゆんは訊きいた。女はわけがわからないまま事態を説明しようとしているのか、しきりに「私、私」と繰り返す。

「イエスかノーでいい」

　純が言うと、女はためらいがちに頷うなずいた。イエス。

「ここに来るよう、仙せん谷たにって男に頼まれた？　それで、言われた通りにしたら、突然変な……恐ろしい気分になって叫んだ？」

　女は、お前は何者だと言わんばかりに目を見開きながらも頷く。イエス。

　純は舌打ちして、女の肩から手を離すと立ち上がった。駆けだそうとすると、服の裾すそをつかまれた。つんのめるように立ち止まる。苛いら立だたしい気持ちで振り返り、「何」とぶっきらぼうに言うと、女は何かを握った手を差し出した。

「これ……もし、私と同じくらいの歳としの人に声をかけられることがあったら、渡せって言われて」

　震ふるえる声で、女はようやくそれだけ言った。純が手を差し出すと、ぐしゃぐしゃに握りつぶされた紙が手のひらの上に落とされた。

　汗を吸ってしんなりした紙を押し広げると、それは簡略な地図が書かれたメモだった。純はさらに大きく舌打ちした。

「……どうも。お礼に忠告だ。光陵会にはもう戻るな。仙谷にも二度と会わない方がいい。またこんな目に遭あうぞ」

　純は人ひと垣がきを見回し、偶然目が合った中年女性に向かって「彼女を頼みます」と一方的に言い渡した。そのまま、今度こそ立ち止まらずに駆けだす。

　真ま里さとを一人にしてしまった。多分それが、相手の目的だった。

　綾あや佳かと同じくらいの歳の女の悲鳴で気を引き、真里から引き離した。そして代わりによこしたのは、ここに来いとばかりに書かれた手書きの地図。

　風が純の頰ほおをこすって過ぎていく。一歩一歩地面を蹴けりつけて飛ぶように走る。

　離れていた時間はさほどではない。まだ、間に合うかもしれない。

　視線の先に、真里と別れた場所が見えてきた。人影がある。尻しりもちをつくように座り込んでいる小さな影と、その正面に立っている男の影。

「マサト！」

　叫ぶと、二つの影がいっぺんにこちらを向いた。男の反応は速かった。すばやく真里に歩み寄ると、その腕を取って引っ張り上げる。片手で乱暴に真里の頰をつかみ口元を押さえた。反対の手には折り畳たたみ式のナイフがあり、真里の喉のど元もとに突きつけられる。

　ぎょっとした。行動そのものというより、明るい照明を光らせたコンビニの前という、いつ人目についてもおかしくない場所で堂々と物ぶつ騒そうなものを見せる相手の思考回路に、だ。

　純じゆんは足を止めた。

「早かったなあ、矢や代しろくん」

　電話で聞いた男の声だった。

「お前が仙せん谷たにか」

　男はにこりと微笑ほほえんだ。だが、どこか余裕のない笑みでもあった。純はそこで、彼の足あし下もとで牙きばをむいている蛇へびの姿を見つけた。真ま里さとの、蠱こ毒どくの蛇。

「マサトやめろ！」

　今にも咬かみつこうとしている蛇を凝ぎよう視ししたまま、純は叫んだ。純の言葉を聞き入れたのか、蛇はその体勢から動かない。

「待ち合わせ場所の案内は受け取っただろう？　そこで待つよ。どうするのが賢い道なのか、よく考えながら来ることだね」

　仙谷は、足下の蠱毒に気づいていないわけではないだろうに、恐れる様子はほとんど見せず、無む造ぞう作さに真里を助手席に押し込み、自分も車に乗り込んだ。蛇も、するりと車に這はい上がる。運転席の足下でうねる蛇を見ても、仙谷は眉まゆを寄せただけだった。

「マサト、馬ば鹿かなことを考えるなよ！」

　何よりもそのことが怖くて、純は声を張りあげる。車が走りだした。そのあとを追って走りながら、純は叫んだ。

「俺おれたちが助ける。必ず助ける。だからお前は何もするな！」

　返事はなかった。

　ぐううと低い走行音を立てて排気ガスを吹き出しながら、車は夜の底を走っていった。
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「埠ふ頭とうだ」

　メモを見つめて純が言った。水み藤とうは硬い表情を崩さずに一つ頷うなずいた。

「わざわざ俺たちを呼び出すんだ。それだけの準備をしているんだろうね」

「考えてる場合じゃないでしょ。行きましょう」

　綾あや佳かは言ったが、いまだ左足を庇かばっている。傷が痛むのだろう。

　水藤と綾佳と合流して話を聞くと、あのあと、真里の母である霊れい的てき〈モノ〉はしばらく時間をかせぐように浮遊していたが、やがてまた逃げるように姿を消したらしい。やはり、最初から目的は、真里をさらうことだったのだろう。

「綾佳、お前は残れ」

「なによそれ」

「足の傷が痛いんだろ。のこのこ呼び出しに応じて動けなくなりましたじゃ話にならない」

「馬ば鹿か言わないで。ここでいってらっしゃいと見送れっていうの？」

「今のお前が来ても足手まといだって言ってんだよ！」

「向こうは暗に、マサトくんの身柄と私たち三人を交換しようと持ちかけてきてるわけでしょ！　なのに一人欠けて行って、もしあの子の身に何かあったらどうするのよ！」

　苛いら立だちをぶつけるように怒鳴り合う。だが、興奮を怒声に変えて吐き出してしまうと、上がりすぎた熱が急速に冷めていった。冷たい沈黙がおりる。

「落ち着くんだ」

　双方の頭が冷えたところで、水み藤とうが静かに言った。

「純じゆんの言うことにも綾あや佳かさんの言うことにも一理あると思う。多分、仙せん谷たにはこの埠ふ頭とうのどこかに〈モノ〉対策の結けつ界かいを張って待っているだろう。あの子を人ひと質じちに取ってね。綾佳さん抜きで行って相手の機嫌を損ねることは、それはそれで危険なことだと思う」

「じゃあ怪け我がの治りきらない綾佳と一緒に行こうって言うのか」

「綾佳さんがそうしたいと言うのなら、俺おれたちが止めるわけにもいかないだろう。いざというときは守ると言うくらいの度量をみせてもいいんじゃないか」

　落ち着いてはいるが、余裕のない口調だった。純は苦々しく口を閉じた。

「森山真里の身の安全が最優先だ。それが、俺たちの責任だろう」
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　冷たい倉庫の中、コンテナにもたれかかって真ま里さとは座り込んでいた。

　風呂あがりのままの格好なので、真里は純のシャツ一枚着ているだけだ。さっき転んだときにすりむいた膝ひざとすねがひりひりと痛む。

　膝を抱かかえ込んで震ふるえていると、仙谷がコートを差し出してきた。真里は、そんなものは目に映らなかったというように完全に無視した。彼が肩をすくめるのが視界の端はしに見える。

「手荒な真ま似ねをして悪いね」

「なんでこんなことしてるの。あんた、宗教団体のえらい人なんでしょ。綾佳さんたちを捕まえて、どうするの」

「どうしようかなあ」

　ふざけているのかと思った。だがその言い方はあまりに自然で、見上げた顔も真剣に悩んでいるふうだったので、真里は気味の悪さを感じて思わず身を引いた。

「考えてないの？」

「色々考えてはいるさ。彼らは、とても傷つきにくい体と並はずれた回復力を持っている。そして、自らの力を破壊的なエネルギーとして外に出すこともできる。凡人には、一種の超能力者、サイコキネシスの力を持つ者にも見えるだろう。そういうわかりやすい『奇跡』は、わかりやすい形で人を引きつける」

「教祖にするの？」

「教祖っていうのは、その宗教の創始者のことをいうんだよ。うちにも教祖ならちゃんといる。だから……そうだな、彼らは教祖様の使いという立場にしてもいい。そういう特殊な力を持つ者に崇あがめられているとすると、とりわけなんの力もないうちの教祖の格も上がるだろう」

「あんまり、教祖さんを敬ってないんだね」

　言うと、仙せん谷たには微笑ほほえんだ。変なタイミングで笑う男だと思う。

「そうだな、別に敬ってはいないよ。彼は同志だからね」

「同志」

　仙谷はゆっくりと歩み寄ってくると、真ま里さとの上からさっき拒否したコートをばさりと落とした。大きな厚手のコートが真里の頭の上にかぶさる。真里はしばらく考えたが、こうまでされてはねのけるのも馬ば鹿か馬ば鹿かしい気がしたので、おとなしくそのまま毛布のようにかぶった。

「僕はねえ、ずっと、自分のこの妙な力を活いかせる場所を探していたんだよ。普通に生きたんじゃ、こんな力、邪じや魔まにこそなれなんの役にも立ちはしない。持って生まれてしまった自分の特性を否定し、隠しながら生活するのは、とても腹立たしい生き方じゃないか。そんな人生はまっぴらごめんだったんだよ」

「だからって」

「自分が生まれ持っているものを最大限に活かした人生がいい。それは、普通の考え方だろう？　まあ僕も、もう少し普通に、幽ゆう霊れいや化け物を祓はらう仕事をしようと考えたこともある。けれどうまくはいかなかった。そんなとき、同じような力を持つ人間たちが興おこした、小さな小さな宗教団体を知った。これだ、と思ったんだよ。これが、共に進む同志と自分の居場所だとね」

　仙谷はまた笑った。本当に楽しそうに見えた。

「僕の夢は、ようやく見つけた自分の力を使える場所を、できるところまで大きく広げることなのさ。善悪も成否も関係ない。綺き麗れいじゃない手段でも、危険なばかりでメリットの少ない賭かけでも、なんでもやってみたい。教団は、僕が見つけた特別な飛行機だ。この飛行機はどこまで高く、遠くまで飛べるのか。どこまで行くと墜つい落らくしてしまうのか、見てみたいのさ」

　おかしい男だと真里は思った。どこかが切れている。自分の同志と居場所のためにと言う一方で、自分も他人もどうでもいいと思っているみたいだ。可能性の追求に取り憑つかれた人。

　真里の蛇へびのことも、一応気にしてはいるが怖がってはいない。ここで真里に呪のろい殺されて終わるのなら、それはそれで別にいいと思っている顔だ。

「君とは、気が合うと思うんだけどね」

「冗談じゃないよ」

　本気で嫌けん悪お感かんを感じて、真里は切り返した。

　仙せん谷たには微笑ほほえんだ。真ま里さとから数歩離れ、倉庫の入口の方に向き直る。そして、楽しそうに声をあげた。

「騎き士したちがやってきたようだよ、お姫様」
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　錆さびたドラム缶が並んでいる。打ち捨てられたコンテナが、赤く錆びの浮いた鎖で封印されている。

　埠ふ頭とうには、数人の人間がいた。一般人ではない。仙谷の仲間か、信者たちなのだろう。籠ろう城じよう中ちゆうの城を守る衛兵のように、一つの倉庫の周りを囲んで立っている。純じゆんは目を細めて、注意深くその倉庫の様子をうかがった。

　やはり、倉庫には大がかりな結けつ界かいが張ってあった。ただの即席の〝壁〟ではない。京都に張りめぐらされている結界ほどしっかりしたものではないが、手は込んでいる。仙谷だけでなく、他ほかにもモノ祓ばらいの力を持つ者たちが集まって作りあげたのだろう。

「うちのお嬢を迎えに来たんですけどね」

　投げやり気味に純は言った。倉庫の入口に立っていた男が軽く頷うなずき、扉に手をかけた。

　ごおんごおんと、重々しい音を立てて扉が開かれていく。薄暗い倉庫の床に、開いた扉の形に街灯の光が落ちる。

「よく来たね」

　仙谷が純たちに視線を移し、笑った。

「入るがいい」

　純は二人に目配せした。倉庫の中、結界の内側に踏み込む。純たちにとっては破れない結界ではないが、それでも相手の手の内に入り込んでしまうのは確かだ。

　仙谷の後ろで、真里が立ち上がった。それまでかぶっていたらしい大きなコートがばさりと床に落ちる。真里は拘こう束そくされてはいなかった。こちらに走り寄ってこようとしたが、易やす々やすと仙谷に腕を取られ、引き戻される。

「そいつを返してもらいたい」

　純は言った。声は反はん響きようせず、壁や天井に吸い込まれるようにして消えた。

　どくんどくんと、倉庫の中が脈打っているような感覚があった。誰だれかの腹の中に入ってしまったみたいだ。倉庫の中。結界の中。閉ざされた空間。

　全身の肌がちくちくと痛む。

　仙谷が真里の胴を抱だき込んで押さえ、流れるような動作でその首に先程と同じようにナイフを突きつけた。真里がそれでももがいたので、その首筋にうっすらと傷ができる。

「こら、動くんじゃないよ。僕は君を傷つけたくはないんだ」

「マサト、じっとしてろ」

　純じゆんが低く言うと、真ま里さとはようやく動きを止めた。彼女の目に助けを求めるような色は一切ない。睨にらむようにこちらを見つめてくる。

「また、一緒に来いってのが要求か」

　純の問いかけには答えず、仙せん谷たには笑う。

「僕はね、ひどい逆らい方でもしなきゃ、誰だれも傷つけたりはしないつもりだった。何が不満だったんだい？　七なな倉くらのところにいたときと、何が違う」

「あんたのやっていることの片棒をかつがされるのはごめんなんだよ。だけど、そうやってマサトの身柄を楯たてに取られちゃ、俺おれたちはどうしようもない。あんたの要求を吞のむしかないだろ」

「それはよかった」

　では。と言って、仙谷はもったいつけるように言葉を切った。芝しば居いがかった口調で高らかに言う。

「殺し合いたまえ」

　しんと倉庫の中は水の中のように静まりかえった。息苦しく、体が重い。本当に水の中みたいだ。

「何言ってるの」

　最初に言葉を発したのは、仙谷に捕らえられたままの真里だった。

「彼らはどうあっても私に協力したくないみたいだからね。いっそのこと、彼らを蠱こ毒どくにしてしまおうかと考えた」

「馬ば鹿かなことを。そんなこと、本気でできると思っているのか？」

　水み藤とうが強こわばった声を出した。

「無理かもしれない。だけど、もしかしたらできるかもしれないじゃないか」

　仙谷の顔は笑っていたが、目は気味が悪いほど真剣だった。本気で言っている。

　純の肌をちくちくと刺す痛みが強くなった。この、仙谷という男の狂気じみた思念にあてられているのかもしれない。

「だって……三人のことは生かすって、あんたそんなふうに言っていたじゃないか」

「生かすさ。ただ、三人をまとめて一人にしてしまうというだけだよ。残った一人のことは大切にする。もちろん、君も連れていってあげよう」

　呆ぼう然ぜんとした真里の言葉に、仙谷はこともなげに答えた。そのまま、倉庫の出口に向かって一歩踏み出す。

「三人で喰くい合って、最後の一人になったら出てきてくれ。僕と彼女は外で待たせてもらうよ」

「ふざけんな！」

　真里が叫んだ。牙きばをむき出した動物のような形相で仙谷の腕に指を食い込ませている。

「そんな、そんなことしたら、私はあんたを殺すよ。私には殺せるんだ！　あんたが私を刺すより早く、私の蛇へびが……」

「マサト」

　強い声で、願いを込めて純じゆんは真ま里さとを呼んだ。

　真里は口を閉じた。目の縁ふちには涙がたまっている。

　不意に、純は横腹に重い衝しよう撃げきを受けた。視界がものすごい勢いで横に流れてかすみ、次の瞬間には木箱やポールなどが積まれた一角が眼前に迫った。そのままその中に突っ込む。崩れた箱の上からビンやら工具やらの雑多なものがバラバラと降ってきて、埋もれた純の体を上から叩たたいた。

　真里が純を呼ぶ高い声が聞こえる。

　脇わき腹ばらを押さえて身を起こすと、水み藤とうが無表情でこちらを見ていた。こいつに蹴けられたのだと気づき、くそ、最近こんなんばっかりだと心中で毒づく。

「水藤さん！」

　真里の非難めいた声が響ひびく。だが、水藤は表情を変えない。

「これは俺おれたちの問題だよ、森もり山やま真里さん。君には関係のないことだ」

　わざとらしいほど冷たく、水藤は言い放った。

「出ろよ、仙せん谷たにさん。それともあんたも俺に喰くわれて、蠱こ毒どくの一部になりたいんですか」

　仙谷は黙ったまま、真里の体を引きずるようにして歩きだした。水藤と綾あや佳かが脇によけて、出口への道をあける。

　真里はまだ抵抗していた。引きずられながらも、足を踏ん張って踏みとどまろうとしている。

「あんたさえいなければいいんだけどね」

　すれちがいざまに、ぽつりと綾佳が言った。

　純の位置からは、綾佳の顔も真里の顔もよく見えた。

　真里は突然鼻はな面づらを殴なぐられたような、痛そうな泣きそうな、情けない顔をした。一方綾佳は、口を引き結び、目を閉じ、何かを祈っているような顔をしていた。

　伝われ。間違えずに、この思い正しく伝われ。

「マサト。初めて会ったときにお前が俺に言ったこと、ちゃんと守れよ」

　最後に純が言った。

　地獄の門が閉まるような重々しい音を立てて、倉庫のドアが閉まった。
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　倉庫を出ると、あっさりと仙谷は真里の体を離した。真里は仙谷の体を押しのけて距離を取る。我慢していた涙が頰ほおをすべり落ちた。本当に最近泣いてばかりだ。

（あんたさえいなければ）

　綾あや佳かの声がよみがえる。ちくしょう。

　真ま里さとは倉庫のドアに飛びついて引き開けようとした。だが動かない。

「君には開けられないよ。結けつ界かいに閉ざされている。このドアは、結界を張るのに携たずさわった者にしか開閉はできない」

　仙せん谷たにの言葉を最後まで聞かず、真里はドアを拳こぶしで叩たたいた。金属製のドアは叩くたびにガアンガアンと大きな音を響ひびかせる。

「純じゆんちゃん！　綾佳さん！　み、水み藤とうさん！　嫌いやだよ。殺し合ったりしちゃ嫌だ！」

「叫んでも、中には聞こえないよ」

　しらりと仙谷が言う。真里はドアに両手をついたまま、ゆっくりと彼を見た。

　目め眩まいがした。これは怒りだ。目がくらむほどの怒りだ。

　仙谷はじっと倉庫の方を見つめたまま動かない。真里の方には目をやろうともしない。集中している。彼らで蠱こ毒どくを作るために。自分がその蠱毒の主あるじとなって彼らを操るために。

　真里の足の間から蛇へびが這はい出す。

　頭の中が真っ白になっていった。目の前の男に対する憎しみだけが膨ぼう張ちようしていって、真里の中身を満たしていく。行け、と真里はつぶやいた。

　行け。殺してしまえ。

　仙谷は真里に注意を払っていない。蛇が這い寄ってくることにも気づかない。

　仙谷を殺して、周りにいる仙谷の仲間たちもみんな倒して、三人を助ける。

　暗あん灰かい色しよくの鱗うろこを持つ真里の蛇が、ゆっくりと仙谷に近づく。

　この男の、いびつにふくらんだ夢の風船を嚙かみ砕け。狂った夢はここで墜つい落らくだ。

　濃い潮のにおいがつんと鼻についた。街灯の黄色い明かりが、灰色のコンクリートを照らしている。その上を、真里の蛇が影のように這う。

　腹の奧で、誰だれかが笑っている。

　憎いんだろう、殺してしまえと言って笑っている。

　ああこれが、私の中にいる〈モノ〉なのか。

　しゃりしゃりと、体の中で〈モノ〉が何かを食べている音がする。その音だけが頭に満ちる。

　食べられているのは、私の心だ。

　食べられて、歪ゆがんで、いびつになっていくのは私の心だ。

　もうほとんど何も考えられなかった。何かを考えようとしても、それが〈モノ〉の思考なのか自分の思考なのかも区別できない。

　ああ、伯お父じさんを殺してしまったときと同じ感覚だ、と、ぼんやり真里は感じた。

　──マサトチャン。

　突然女の声が真里の心に割り込んだ。目の前が黒いもやに包まれる。ふわりと抱だきしめられる感触がした。同時に、たまらない吐き気が襲おそってくる。真里は崩れるように膝ひざをついた。

　──マサトチャン。ダメダヨ。

　うるさいよ。あなたにだけは言われたくないよ。

　真ま里さとは小さくつぶやいた。けれど、声にはならなかった。気分が悪すぎて喉のどがふさがり、声も出せない。

　あなたにだけは言われたくないよ。

　けれど、彼女の声が入り込んできたことで、真里の思考力が戻る。肉体的なつらさが、現実感を取り戻させる。

（初めて会ったときにお前が俺おれに言ったこと、ちゃんと守れよ）

　純じゆんはそう言った。真里は思い出していた。涙交じりに自分が叫んだ言葉を。

（もう二度としないから。もう二度と、誰だれも呪のろったり、殺したりなんてしないから！）

　あの時、純は「助ける」と言ってくれた。そして実際に、助けてくれた。まだ〈モノ〉は真里の体の中にいるけれど、もう十分救われた。

　それなのに、私だけが約束を破るわけにはいかない。

（あんたさえいなければいいんだけどね）

　綾あや佳かはそう言った。あれは恨うらみ言じゃない。彼女はそんなことを言う人じゃない。

　真里はゆっくりと立ち上がった。母の霊れいはすうっと離れた。今は仙せん谷たにの命令がないから、母の霊も自由に動けるのだろう。

　あんたさえいなければ。それは、彼らだけならばなんとかなるという意味だ。私が人ひと質じちになってさえいなければ。私さえ逃げることができれば。

　信じろ。

　真里は自分に言い聞かせ、仙谷を見た。仙谷は相変わらず倉庫の方に集中したままだ。可能性の追求に取り憑つかれた男は、今は新しい蠱こ毒どくを作ることに没頭している。

「母さん。助けて」

　真里は他ほかの誰にも拾われないほどの声でささやいた。仙谷の支配下にない今なら、母も力を貸してくれるかもしれない。

　ゆっくりと慎重に、影のように。真里はじりじりと足を動かして移動していく。仙谷の斜め後ろ、彼の視界から外れるところまで来た瞬間、ぱっと身を翻ひるがえして走りだした。

「お前！」

「待て、止まれ！」

「あの娘を捕まえろ！」

　男たちの声が次々と飛んでくる。だが、仙谷の声は聞こえない。仙谷の眼中には、今は真里は存在しない。

（私のことなんか、捕まえたければあとで母さんに捜させればいい。今はきっと、私にも母さんにも興味を持ってない）

　いくつかの足音が追いかけてくる。走っているせいだけでなく鼓こ動どうが速くなる。振り向く時間が惜しくて、前だけを見てひたすら足を動かした。だが足音は徐々に近くなってくる。

　うわあと後方でいくつかの叫びがあがった。人が倒れる音がする。叫び声は、苦しげな呻うめきに変わり、酔よっぱらいが吐と瀉しや物ぶつを吐き出すような声になった。

　母さんだ。

　走りながら真ま里さとは思う。母さんが、真里が逃げるのを手伝ってくれた。追っ手たちは、霊れい的てき〈モノ〉の蠱こ毒どくである真里の母の毒にあてられて足止めを食ったのだろう。

　真里も足は遅くない。逃げきれる。

　そう思った瞬間、建物の陰から男が飛び出してきた。真里の胴をつかまえ、抱だきかかえる形で押し倒してくる。真里は男と一緒にもんどりうってコンクリートの上に転がった。

　先回りされていた。

　大人おとなの男の強い腕に押さえ込まれて、絶望感が込み上げる。

　また馬ば鹿かな考えに支配されてしまいそうで、真里はそれを振りきるように無茶苦茶に手足を振り回して暴れた。

「おとなしくしろ！」

　押さえつけてくる腕に、真里は思いきり嚙かみついた。男は悲鳴をあげる。

　嚙みつく牙きばを持っているのは、なにも蛇へびだけじゃない。私の毒なしの歯だって、嚙まれりゃ十分痛いだろ！

　男は真里を突き放した。尻しりもちをついて倒れたが、すぐに起き上がる。

　けれど男ともみ合っている隙すきに、すでに他ほかの者たちも追いついてきていた。

　囲まれる。

　背後は黒い海。追ってくる男たち。逃げられないように、扇形に展開して真里を囲もうとしている。

　ほとんど反射のように、真里は靴くつを脱ぎ捨てると海に飛び込んだ。春先の、夜の海の水。冷たさに刺すような痛みが全身を襲おそい、驚おどろいた心臓が飛び跳はねる。

　だが真里はできるだけ深くもぐって水の下の方を泳ぐ。シャツ一枚の薄着が、今だけはありがたい。万一男たちが海の中まで追ってこようとしたとしても、コートまでしっかりと着込んだ彼らが来るには時間がかかるだろう。夜の暗い海の色が、水面の下を泳ぐ真里の姿を隠してくれるはずだ。

　息が続く限り潜水を続け、真里は停泊していた船の陰まで泳ぎつくと、一度顔だけを水面に上げた。荒い呼吸を繰り返すが、咳せき込むのだけはどうにか我慢する。陸では人が駆け回っている音がしている。今はまだ上がれない。けれど。

「蛇、いる？」

　ささやき声で真里は呼んだ。すると、真里がすがっている船の縁へりから、ひょいと三角形の顔がのぞいた。縦長の瞳ひとみが真ま里さとを見下ろす。

「綾あや佳かさんたちに伝えて。私は、ちゃんと逃げたって」

　寒さで唇くちびるが震ふるえてうまくしゃべれなかったけれど、蛇へびは了解を告げるように一度ちろりと細い先の割れた舌を見せた。頭を引っ込めて消える。

　真里は深い深い息をついた。そのため息まで震えていた。船底にしがみつく手も震えてすべる。

　このままじゃ凍死するな。

　そう思いながらも、胸の奥には小さな達成感があって、真里は久しぶりに──本当に久しぶりに微かすかに微笑ほほえんだ。
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「ごめん」

　あまり申し訳なさそうな様子は見せずに、水み藤とうが謝った。

「馬ば鹿か野郎。手加減しろよ」

　脇わき腹ばらを抱かかえたまま、純じゆんは呻うめくように言う。

「マサトくんに、伝わったかな」

「どうだろうな。綾佳にあんなふうに言われて、普通にショック受けてそうな気もするけど」

　綾佳に睨にらまれ、純は肩をすくめた。水藤は扉の方に目をやりながら言う。

「だけど、仙せん谷たにの性格上、ここを出たあとは彼女のことは眼中になくなるんじゃないかと思う。逃げるチャンスはあるんじゃないかな」

「ここに閉じこめられていたときも、縛しばられてたりはしなかったしな。あの男、結構行き当たりばったりっていうか、抜けてるっていうか抜いてるっていうか」

「本当に今現在目の前にあることしか見てないのよ。前も後ろも見ちゃいないわ」

　純はのろのろと立ち上がると、倉庫の中をぐるりと見回した。倉庫の外に神経を集中させてみるが、何も感じ取ることはできない。

「外の様子、一切わかんねえな」

「この中で蠱こ毒どくを作ろうとまで考えるほどだからね。ある程度の厚い結けつ界かいなんだろう。この倉庫を、蠱毒を作るための壺つぼにできると思い込めるくらいには」

「外からは中のことわかんのかな。一応、殺し合いの真ま似ね事ごととかしなくて平気なわけ？」

「さあ。仙谷の方もこの倉庫の中全体に力を通しておくことで精一杯じゃないかなとも思うけど。どっちにしろ、すぐに殺し合いを始めなかったからって、あの男が焦あせるとも思えない」

「……それで、どうする」

　純はどちらにともなく言った。

「少しだけ待ちましょう。相手を多少なりとも焦じらして疲れさせた方が隙すきが作れるかもしれない」

「その間に、あの子が動くかもしれないしね」

　……悪い方にじゃなければいいけど。

　水み藤とうの言葉に、純じゆんは心の中でつけ足した。そればっかりは、信じるしかない。

「十五分間だな。十五分だけ待って、動く」

　純は言って、冷たい床に腰を落とした。水藤を見上げる。

「何時かわかるか」

「十二時二十八分」

　腕時計に目を落として水藤が言う。

　純は目を閉じた。外の状況がわからない中で待つ。そのことが、思いのほかつらかった。待っている間に何か取り返しのつかないことが起きてしまうんじゃないか、そんな不安に覆おおわれそうになる。

「馬ば鹿かなこと、しやしないわよね」

　純の不安に呼応するように、綾あや佳かが言った。

「信じるしかないだろ」

　純はそう答えたが、それが無む謀ぼうで無責任な賭かけであることは承知していた。

（俺おれたちの立場は、二カ月前までの七なな倉くらと一緒なんだな）

　ふと、そう気づいた。

　自分たちのせいで彼女の人生を狂わせた。そうして今、そんな〈モノ〉に憑つかれた彼女を信じる方に、盲目的に賭けている。

　しばらくの間、じっと目をつぶったまま祈るように待った。だが不意に、妙な違和感を感じて目を開ける。

　ちくり。刺すように結けつ界かいが震ふるえた。細い細い針でつついたような、微かすかな衝しよう撃げき。

「なんだ……？」

　水藤が眉まゆをひそめて言った。純も目を細め、大きな布地のどこかに刺さった針を手探りで探すように、感覚を研ぎ澄ませて結界をたどり、小さな衝撃を受けている場所を探す。倉庫の奥の方であるようだった。

　三人で顔を見合わせると、誰だれからともなくそちらに向かって歩きだす。積み上げられたコンテナの間を縫ぬって、その小さな衝撃を感じる場所まで行く。そこには、簡易な手洗い場があった。

「この辺り？」

　綾佳が首を傾かしげる。純は手洗い場をぐるりと眺ながめ回し、ふと思いついて、排水口のふたを外した。どろりと黒く汚れた穴が露あらわになる。

「一応これ、外につながる穴だよな」

「今は結けつ界かいに閉ざされているけど。……そうだな、外側から刺激を受けているのは、この排水溝の入口かもしれない」

「……結界に、穴あけてみるぞ」

　純じゆんは、その小さな穴を覆おおう結界に指を当てた。指先に痺しびれが走り、強い抵抗を感じる。一度指を離し、自分の人差し指と中指に力を集める。そのまま、強く一度だけはじいた。小さな光がはじけ、排水口の穴と同形に結界が傷つく。

　黒い穴から、冷たい風が吹き込んできた。空気が動く。外と中がつながった。

　その穴を通って、何かが近づいてくるのを感じた。三人はじっと排水口をのぞき込んでいたが、綾あや佳かは息を吞のんであとずさった。

　ずるりと穴を這はい上ってきたのは、蛇へびだ。

「これ、マサトの蛇だよな」

　小さな蛇は排水口から手洗い場に上がってくると、ゆらりと三人を見上げ、何かを示すように首を振った。行け、と言っているように見えた。

「彼女がよこしたんだな」

　水み藤とうがつぶやいた。

　この蛇は、使いだ。真ま里さとは少なくとも、この蛇を感情のおもむくまま、〈モノ〉の動かされるままに使いはしなかった。

　純は二人の方を見て、頷うなずき合った。







　壺つぼが欠けた、と仙せん谷たには感じた。結界のどこかに穴があいたのか。仙谷は、倉庫を完全に包んでいたはずの結界を見直す。その時、爆音が響ひびいた。

　倉庫の屋根が吹き飛んだ。街灯の明かりを反射して、宙を舞う破片の一つ二つが、きらりと光る。その中から、黒い影が飛び出してくるのが見えた。

　次の瞬間、胸に重い衝しよう撃げきを受け、仙谷は後ろ向きに倒れ込んだ。背中を強くコンクリートに打ちつけ、一拍遅れて後頭部がごつりと鳴った。顔の上に、やわらかな髪が一ひと房ふさ落ちてくる。

「蠱こ毒どくの霊れい的てき〈モノ〉を解放しなさい。さあ、早く！」

　仙谷の腹の上に乗り上げ、胸を膝ひざと両手で押さえつけている女が、せっかちに怒鳴った。仰あお向むけになった頭の上の方では、波がたぷたぷと緩ゆるく打ち寄せている水音が響き、足あし下もとの方では、人間を殴おう打だする音と呻うめき声、倒れる音が次々と聞こえてくる。

　仙谷は、自分に覆いかぶさっている女をじっと見つめていた。上から街灯の光を浴びて、逆光に翳かげる彼女の顔は、背筋が寒くなるほど綺き麗れいだ。

「こんな綺麗な女性に馬乗りになられるなんて、滅めつ多たにできる経験じゃないね」
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　言うと、彼女は胸ぐらをつかみ上げ、再び仙せん谷たにの後頭部をコンクリートに叩たたきつけた。こっちは生なま身みの普通の人間なんだから、そう乱暴にあつかわれると死んでしまうじゃないか。仙谷は顔をしかめる。

「耳は聞こえてる？　壊れた脳のう味み噌そでも、耳から入った情報を処理する能力くらいはあるでしょう。あんたのずさんな計画は見ての通り失敗よ。マサトくんのお母さんを解放して、とっとと帰んなさい。早くしないと本当に喰くうわよ！」

　喰われるのも悪くないかもしれないと本気で思った。険しく怒らせた大きな赤い目がこちらを見下ろしている。彼女の一部になるのは、どんな気持ちだろう。

　恐怖と恍こう惚こつ感かんを裏表に張り合わせたような思いを抱いだいて、仙谷は口を開いた。

「申し訳ないが、それは無理だよ。一度作ってしまった蠱こを手放すのはとても難しい。主あるじと蠱は精神の一部がつながってしまっているんだ。お互いに寄生し合う形だね。それを切り離すにはよっぽどの……たとえて言うならば精神的自立が必要だ。力の問題だけでなく。悪いが、今の僕には無理だよ」

　女は大きく舌打ちした。

　仙谷は視線を動かす。女の姿の蠱毒がこちらをじっと見ている。

　少しだけ迷った。迷うなど、とても久しぶりなことだった。だが結局、仙谷は命じた。

　森もり山やま真ま里さとを捜して、憑つけ。

　仙せん谷たにの蠱こ毒どくは、その黒い顔をくしゃりと崩した。

　蠱毒が飛び去る。仙谷の上に乗っかっている女はまた舌打ちして、仙谷の頭をもう一度叩たたきつけると後ろに向かって叫んだ。

「純じゆん！」

「わかってる！」

　間髪容いれず、人が駆けていく足音が聞こえてくる。

　女は仙谷を見下ろして、フンと鼻を鳴らした。

「解放できないって言うのなら、仕方ない。吹っ飛ばさせてもらうわ」

「蠱と主あるじはつながっている。あれを吹っ飛ばされると、僕にもダメージがくるんだが」

「は。知ったこっちゃないわよ。自じ業ごう自じ得とくの見本ね！」

「死んでしまうかもしれない」

　ぼそりと言うと、急に女の表情が固まった。続いて、その瞳ひとみがうろうろとあてどなくさまよう。その様子は、衝しよう撃げきを受け、狼ろう狽ばいしているように見えた。これは彼女にとってショックを受けるような事実なのだろうかと、仙谷は妙に新鮮な気持ちで彼女を見上げていた。

「あんた、蠱毒を私たちに喰くわせようとしたじゃない」

「喰わせるのは、立派に蠱毒の使用法の一つだ。蠱を害するのとは違う」

「あの霊れい的てき〈モノ〉で私たちを襲おそわせて、逆にやられる心配はしなかったの？」

「もちろん、覚悟済みさ。それが呪のろいの代だい償しようだ」

　女は顔を歪ゆがめた。理解できない。その顔はそう叫んでいる。軽けい蔑べつと怒りと悲しみが交じった叫び。

「あんたの蠱毒、あのままだと純か水み藤とうくんに吹っ飛ばされるわよ」

「かもしれないね」

「それでもいいの？　そうなったらあんた死ぬんでしょ！」

「よくないと言ったら、君はどうしてくれるんだい」

　女は口を真一文字に結んだ。赤い瞳が、まっすぐに仙谷の顔を見つめていた。

「蠱毒を止めて、引かせて」

「そうすれば命を助けてくれる？」

「助けるわ」

　不思議なものを見る気分だった。彼女の言葉は、その赤い瞳よりもずっと奇異に思えた。

「……わかった。車で蠱毒を追おう」

　女が仙谷の上からどく。

　肘ひじをついて半身を起こすと、倉庫の周りに仙谷の同どう僚りようや信者たちが倒れているのが見えた。矢や代しろにやられたのだろう。

「彼らは、死んでいるのか」

　言うと、女は射い殺ころしそうな目でこちらを見た。

「殺したわけないでしょ。あんたと一緒にしないで」

　半分人でない女は仙せん谷たにのヒトデナシぶりを蔑さげすむようにそう言って、胸ぐらをつかみ引きずり起こした。




　　　　　　＊




　倉庫の屋根と壁を破って外に飛び出した。純じゆんと綾あや佳かはコンテナをよじ登って屋根から、水み藤とうは裏の壁を破って出た。

　仙谷たちのことは二人に任せ、水藤は真ま里さとを捜しに走る。海岸沿いを行きながら、名を呼んだ。

　その時、後ろから冷たく禍まが々まがしい気配を感じた。振り向かなくてもわかる。あの、霊れい的てき〈モノ〉だ。

　だが、霊的〈モノ〉は水藤には関心を払っていないようだった。真里を追っている。瞬間的にそう悟り、水藤は一度足を止めて〈モノ〉の行く方向を見定めようとした。〈モノ〉は倉庫をすり抜けて飛んだ。その後ろから純が追ってきているのが目に入る。

　直後、少女の呻うめき声があがった。水藤は地を蹴ける。声のした方に駆けていくと、倉庫の横に放置されている錆さびたドラム缶の後ろにうずくまって、ずぶ濡ぬれの真里があえいでいるのを見つけた。その上に、黒い霊的〈モノ〉が覆おおいかぶさっている。

　水藤はドラム缶を乱暴にどけて、真里の側そばに膝ひざをついた。倒れたドラム缶が、中身のない空虚で大きな音を立てた。

「しっかりするんだ。俺おれだよ、わかるか？」

　肩を抱だき寄せて、苦しげな顔の横から声を叩たたき込むと、真里は顔を上げてほんの少しだけ顔を緩ゆるめた。こんな状況下で彼女が見せたその表情は、水藤が初めて見る彼女の笑顔だった。

「みんな無事？」

「無事だよ。大丈夫だ」

　苦しいだろうにこっちを気き遣づかう彼女の声が、胸に刺さって痛い。

「水藤、マサトは……」

「こっちだ！　霊的〈モノ〉の蠱こ毒どくに憑つかれている。引き抜いて吹き飛ばすしかない」

　純に向かって声を張りあげると、水藤の腕をつかむ真里の手に力がこもった。

　やめてくれと言われた気がして、水藤は怯ひるむ。

　けれど、他ほかに方法はない。真里の体を抱かかえて飛び退のき、腕を振るって〈モノ〉を払いのける。

　いったん真里の体から離すことには成功した。だが〈モノ〉は執しつ拗ように、真里を狙ねらってくる。その黒一色の顔に浮かぶ表情は、嘆きに満ちていた。

　こんなことをさせないでくれと、叫ぶように。

　純じゆんが力を放つ。光が宙を横切るが、〈モノ〉はやわらかく、だがすばやくそれをよけた。水み藤とうも腕をかざす。

「母さん」

　片腕の中に抱かかえた真ま里さとが、ぐったりしたままうわごとのようにそう呼んだ。

　思わず、ためらった。

「水藤！」

　純に呼ばれ、腕の中の真里ごと突き飛ばされる。とっさに真里を庇かばい抱だき込んで、コンクリートの上に転がった。割り込むように純のエネルギーが再び飛んで、〈モノ〉をかすめた。〈モノ〉の苦しみの声が、何かの音波のように鼓こ膜まくを震ふるわせる。

　同時に、暴力的なスピードで走る車の走行音が聞こえた。タイヤの摩ま擦さつで甲かん高だかい音が鳴る。

　見ると、ワゴン車がこちらに向かって突進してくる。その窓から綾あや佳かが半身を出した。

「待って！　その〈モノ〉を吹っ飛ばせば、仙せん谷たにの命に関かかわるって！」

　綾佳の声が飛んだ。その隣で運転しているのは仙谷本人。

　知ったことかと思う反面、体を動かす神経に確実にブレーキがかかった。

〈モノ〉を消し飛ばして、あの男が死ねば、それは人殺しだろうか。

　今さら、それがどうしたと思う。どうせもう、俺おれはあの医者を殺している。普通の人間を喰くってしまっている。もう一人くらい死なせたって、どうということもない。何より、これは正当防衛じゃないか。

　腕の中で、真里が身じろいだ。その小さな体の温かさが、水藤のブレーキをさらに引き絞った。

　だけど、それをこの子の前で見せるのか？

　黒い女が水藤の眼前に迫った。







　車の窓から身を乗り出して叫んだとたん、純と水藤の動きが鈍った。だが、霊れい的てき〈モノ〉の動きだけは変わらなかった。変わらない勢いで、水藤の腕に抱えられた真里を目指して飛ぶ。

「蠱こ毒どくを止めろって言ったでしょう！」

　綾佳が運転席に向かって叫んだ。もう、仙谷は笑ってはいなかった。ぞっとするほど真剣な顔つきで、目の前の光景を凝ぎよう視ししている。

　約束が違うと叫ぼうとして、すぐに無む駄だだと悟った。

　仙谷の目は見届けようとしている目だ。これから何が起きるのか、自分の命と引きかえにしてでも見届けようとする、実験者の目、観察者の目だ。

「仙谷！」

　背後から襲おそいくる矢の群れのように、後悔が次々と背中に刺さった。なんで私はこんな男を助けようとしていたんだ。

　怒りにまかせて胸ぐらをつかみ揺すった。仙せん谷たにの側頭部が窓ガラスにぶつかって鈍い音を立てる。その拍子に、ハンドルを切り違えた。急激に車体が弧こを描えがくように曲がり、倉庫の灰色の壁面が、フロントガラス一面を覆おおいつくす。

　重い衝しよう撃げきが車体を前面から襲った。







　純じゆんの目の前で、水み藤とうが霊れい的てき〈モノ〉に向かって手を伸ばした。自らのエネルギーで、〈モノ〉を撃ち抜くのだろうと思った。もう、霊的〈モノ〉もよける意思がないように見えた。ただまっすぐに水藤と真ま里さとの方に向かう。

　純は動けなかった。やれともやめろとも言えない。ただ、立ちつくしていた。

　その時、背後で轟ごう音おんが響ひびいた。爆発音のような音。

　振り向くと、綾あや佳かと仙谷が乗った車が倉庫に突っ込んでいた。車体の前面がひどくひしゃげている。

「綾佳！」

　叫んだ。それと同時に、〈モノ〉の気配がすうっとなくなっていくのを感じた。視線を戻すと、一瞬前と同じように、水藤は〈モノ〉がいた方向に手を突き出していた。

　だが、その手から〈モノ〉を消し飛ばすようなエネルギーは発せられず、逆に〈モノ〉がその手に吸い込まれるように消えていく。

　喰くっている。

　仙谷の蠱こ毒どくを、他ほかの霊を喰って毒物と化した霊的〈モノ〉を、真里の母を、水藤は喰っている。

「この……馬ば鹿か」

　純はつぶやいて、呆ぼう然ぜんとその光景を見つめていた。

　漆しつ黒こくの〈モノ〉の姿が薄くなる。女の輪りん郭かくが薄れてもやに変わり、水藤の手の先に吸われて消えていく。

　真里が開いた目と口を震ふるわせながら、消えていく母を見ている。

　ふわり。最後の黒いもやは風に溶けるようにして消えた。

　水藤は崩れた。体の芯しんが砕けたように、コンクリートの上に手をつく。水藤に抱かかえ込まれたままの真里が、必死にその体を支えた。

「おい！」

　純も駆け寄って、肩をつかんだ。

　もうこれ以上は嫌いやだと思った。思わず、死ぬなよ、と怒鳴る。するとその言葉に打たれたように、真ま里さとが純じゆんを見た。

　水み藤とうは蒼そう白はくな顔を上げ、無理矢理に微笑ほほえんだ。真里の頭に軽く手を載せる。

「死なないよ」
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　だが、目の前の気配が変質し、弱まっていくのを純は感じていた。水藤は耳打ちするような低い声で言った。

「十じゆう文もん字じの死の上に成り立っている命だ。絶対に、こんなところでなくしたりはしない」

　背後で、ドアが軋きしみながら開く音がした。見ると、車の中から綾あや佳かが仙せん谷たにを引きずるようにして引っ張り出してきたところだった。仙谷は頭と胸の辺りから血を流していた。綾佳も、深手を負っていそうな様子はないが、体中傷だらけになっている。

　急いで駆け寄ると、綾佳から引き離すようにして仙谷の体を受け取った。綾佳は力尽きたようにその場に座り込む。足の痛みも限界にきているのだろう。それでも綾佳は純に向かって、大丈夫だと言うように首を振ってみせた。

　純は仙谷の体を道の真ん中まで運ぶと、放り捨てるように放した。

「命に関かかわる怪け我がはしていないだろうな」

「なんだ、まだ僕の心配をしてくれるのかい」

「今ここでお前に死なれたら、これ以上腹の立つことはないからだよ」

　水藤は霊れい的てき〈モノ〉の蠱こ毒どくを喰くった。自分たちを執しつ拗ようにつけねらったこの男を、死なせないために。

「心情的にはね、あんたをぶち殺してやれたらどんなに清せい々せいするだろうって思うわよ」

　ふ、と仙せん谷たには口元だけで力無く笑った。その口元からも血が流れている。吐血ではない。おそらく口の中を切っただけだろう。

　純じゆんは仙谷の肩に指を食い込ませるように強くつかんだ。あばらが折れていたらことなので、揺さぶったりはしない。それでも仙谷は小さく呻うめいた。

「水み藤とうがあれを喰くった。……毒を消す手段は」

　強い声で問いつめる。

「……毒を薄める手段ならばないこともない。だが、そのためには一緒に来てもらわなければならないな。今、この体の僕にはどうにもできない」

「お前、この期ごに及んでまだ……」

「純」

　水藤がかすれた声で呼んだ。

「もういいよ」

「いいって、お前」

「いいんだ。死にはしない。彼だって、死なないと見込んだからこそ、霊れい的てき〈モノ〉の蠱こ毒どくを俺おれたちに喰わせようとしたんだろう。殺してしまったら、元も子もないからな」

　そう言う水藤の声はかさかさに乾いて、途中何度か途切れかかった。それでも、口調はきっぱりとしていた。

「はっきり言って、もうこの男とは関かかわりたくないんだよ。確かに、俺たちは半分〈モノ〉で、人を喰ったりもしたし、これからも喰うかもしれない。だから、退治されそうになるのは仕方がないよ。だけど、あんたは一体なんなんだ。あんたにだって、あんたにしかわからない譲ゆずれない価値観があるのかもしれないけどな。だけど、その自分にしか見えない価値のために、何を踏みつけているのかすら見えていない。恐ろしく目の悪い男だ。俺は、あんたの実験材料にされるのはまっぴらごめんだし、治療されるのも嫌いやだよ」

　あんまりしゃべらない方がいいよ。小さな声で真ま里さとが諫いさめるのが聞こえた。

「なら、どうして僕を助けた？」

「今、私はものすごく後悔してるわよ」

　綾あや佳かが即座に切り返した。純は、仙谷の脳天に話しかけるようにして言った。

「化け物だからな。化け物は、人一倍優しくなきゃ、人間のふりもできないんだよ」

　仙谷は息だけで笑った。

「報むくわれない恋のようだな」

「言ってろ」

　今度目の前に現れたら……。そんなような脅おどしを入れようとした。だがやめる。

　どうせ、もしもう一度会うことがあって、また何かされたとしても、結局この男を八つ裂ざきにしてやることはできないのだろう。報むくわれない恋のために、自分たちは「いい子」を演じ続けるのだ。それが、人間様の目にどんなに滑こつ稽けいに映ったとしても。

「目が覚めたら、自分で救急車呼べよ」

　純じゆんはそう言って、仙せん谷たにの首に手刀を落とした。













　　　第五章　人を呪のろわば〈三月三十一日〉







「虫のいい頼みだということはわかっている。でも、他ほかに頼める相手がいないんだ。……助けてくれ」




　純は受話器を置いて、隣の部屋に戻った。ベッドの上に横向けに転がり目を閉じている水み藤とうは、死んでいるように見える。

「七なな倉くらが、始発でこっちに向かってくれるって」

　水藤ではなく、その傍かたわらに座っている綾あや佳かに向かって言った。彼女は厳しい顔つきのまま一つ頷うなずく。

「治せるって？」

「努力はしてみると言ってくれた」

（努力はしてみるよ。だが、私の力では、蠱こ毒どくの毒素を完全に浄化することは難しいと思う。覚悟はしておいてくれ）

　電話の向こうの七なな倉くらの声を思い出して、純じゆんは拳こぶしを握った。

　純たちが取っていたホテルの部屋。向こうが〝壁〟を立てていたお陰か、この部屋での騒ぎはまだばれてはいなかった。

「大丈夫か」

　水み藤とうのベッドに近寄ってそう訊きいた。かける言葉がそれしか見つからなかったのだが、馬ば鹿かな質問だと思う。大丈夫じゃないのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。そんな人間にそんなこと訊いて、無理矢理大丈夫だよとでも言わせたいのか。

　水藤は細く目を開けると、わずかに頷うなずいた。視線を純から真ま里さとに移す。

　真里はずぶ濡ぬれの服を着がえ、その上からさらに毛布をかぶっていた。芯しんから冷えきった体はなかなか温まらないらしく、まだ少し震ふるえている。

「悪かったね」

　水藤は真里に向かって言った。君の母さんを食べてしまって、という意味だ。真里は激しくかぶりを振った。

「お母さんから、君に伝言だ」

　水藤が、ひび割れた声で言う。

「ごめん、ってさ」

　真里は悔くやしそうに唇くちびるを嚙かみ、うつむく。膝ひざの上に涙の粒が数滴落ちた。

「それはもう何度も聞いたよ。こんな形でも、せっかく会えたんだから違うこと言えばいいのに。訊きたいことだって、話したいことだってあったのに。ホント、最後まで馬鹿だ……」

　純たちはしばらくの間黙って真里が泣きやむのを待っていた。真里は声を立てずに静かに泣き続け、やがて赤い目をこすって顔を上げた。

「マサト、お前もちょっと休め」

「そうだよ。みんなにこうして取り囲まれていると、本当に自分が危き篤とく患者みたいな気がして落ち着かない」

　真里はしぶしぶと立ち上がり、隣の部屋へ去っていった。眠れはしないかもしれない。それでも、体を横たえるだけでも少しは違うはずだ。

「七倉さんには、大きな借りを作ることになるな」

　ぐったりとベッドに身を沈ませたまま、水藤が言った。

「もうあんまりしゃべるな。聞いてるこっちが苦しいんだよ。治ってからしゃべれ」

　水藤は困ったように笑うと口を閉じ、目も閉じた。そうしていると死体のようで、目は開けておけと妙なわがままを言いたくなる。

　埠ふ頭とうを去ったあと、純も綾あや佳かも、蠱こ毒どくを少しずつ引き受けると強く言ったのだ。三分の一ずつにしてしまえば、かなり毒素も薄まるはずだ。だが、水藤は頑がんとして首を縦には振らなかった。

（三人仲良く弱ってどうするっていうんだ。何かがあったら文字通り一いち網もう打だ尽じんじゃないか。今俺おれは完全な足手まといで申し訳ないけれど、二人が元気ならばなんとかなる。これは俺が引き受けるよ。二人は別の役を引き受けてくれ）

　きっぱりと言われて、純じゆんも綾あや佳かも黙るしかなかった。

　死にはしない。水み藤とうはそう言ったが、そんな保証はどこにもない。仙せん谷たにだって、実験のつもり、賭かけのつもりで霊れい的てき〈モノ〉の蠱こ毒どくをけしかけたのだろう。死んだら死んだで仕方ない。あいつにとってはその程度のことだったはずだ。

　義理も確執も蹴け破やぶって、助けてくれと純は七なな倉くらに懇こん願がんした。

　七倉は承知してくれた。それが、彼の中にある純たちへの罪悪感のためなのか、それとも……三人を祓はらうチャンスだという認識からきた罠わななのかもわからない。けれど、それを疑っている余裕はなかった。

　壁に掛けられた古びた時計を見上げる。七倉が本当に始発に乗ってくれて、飛行機のチケットもスムーズに取れたとしても、ここに到着するのは九時頃ごろにはなるだろう。

　午前四時前。時刻としては早朝に分類していい時間帯であるにもかかわらず、朝がとても遠く思えた。







　真ま里さとは隣の部屋に移って、身を投げるようにベッドに転がった。ぐったりと疲れていたし、ここ数日間の睡眠不足もあった。首から下は熟睡中のように弛し緩かんして動かなくなっていたのに、頭だけは余計なことを考えるのに忙しくて休もうとしない。

　水藤に喰くわれた母のことを考えた。死んだ母に会うなんて、普通ならありえない機会だったけれど、結局何も話すことはできなかった。

　ねえ、私の名前って誰だれがつけたの？　由来はあるの？

　多分、どこの家でも一度は交わされたことがあるであろう会話を、してみたかった。ずっと自分の名前が嫌いだったけれど、今なら恨うらみ言としてではなく、その意味を尋たずねることができたと思うのに。

（どんな名前だって、意味や理由じゃなく、親しみを持って呼ばれることで価値を持つもんよ）

　綾佳の言葉を思い出して、真里は軽く頭を振った。

　いいや。もう、そんなことはどうでもいいんだ。真里に名前をくれた人間が確かにいて、それを呼んでくれたり、あだ名に変えてくれたりする人たちがいる。それだけでいい。

　ただ、彼女とそんなたわいもない会話ができなかったことが、少し残念なだけ。

　でも彼女は楽になれたんだ。もう仙谷に操られて苦しい思いをしないですむ。

　水藤の容態のことと母親のことが、頭の中をぐるぐる回る。どうせ考えたって何かがよくなるわけじゃないのだから、いっそのこと寝てしまえばいいのに。

　ガーゼに覆おおわれた手足の傷が、ひりひりと痛んだ。ホテルに戻って着がえてみたら、いつの間に負ったのか、真ま里さとも小さなすり傷をたくさん作っていて、特にむき出しだった足はぼろぼろだった。

　こんなつまらない傷だってこんなふうに痛いんだ。水み藤とうさんはどれだけ苦しいんだろう。

　静かな部屋で、じっと一人横になっているのはつらい。静寂が耳から流れ込んできて、頭の中でやかましく回り続ける益やく体たいもない考えと混ざり合い、悪わる酔よいを起こしそうだ。

　真里は起き上がり、部屋の隅に据すえつけられている小さなテレビをつけた。早朝のニュースが流れだした。

　ベッドの上で布ふ団とんを体に巻きつけ、丸くなってそれをぼんやり眺ながめる。

　今日の天気を執しつ拗ように繰り返しながら、その合間に挟はさみ込むように、なんとかという店が今日オープンだとか、昨夜どこかで交通事故が起きたとか、野球チームがどこぞで練習に励はげんでいるだとか、明るいニュースと暗いニュースをチャンポンにして流している。

　なるべく頭を空っぽにするように努めてそれを聞いていると、ゆっくりとまぶたが落ちてきた。

　そのとき、なじみのある地名が真里の耳に飛び込んできた。はっとして目を開ける。

『山中で女性の遺体発見』

　画面下のテロップには、はっきりとした文字でそう書かれている。そのあと映し出された景色も見慣れたもので、真里の心臓は大きく跳はねた。

　伯お父じの家の近くだ。

　起き上がり、画面の前に移動する。

　木と木の間に、立入禁止の黄色いテープが張りめぐらされていた。その中で、青い制服を着た人々が動き回っている。真里は呆ぼう然ぜんとそれを見つめていた。小学校の行事でキノコ狩がりに入ったこともある山。

『女性は所持品等などから、行方ゆくえ不明になっていた森もり山やま玉たま恵えさん四十六歳と見て、確認作業を急いでいます。なお、遺体の首には絞められたような痕あとがあり、殺人の線で捜査が進められている模様です』

　女性アナウンサーの単調な声が頭の中ではね返って反はん響きようを起こす。

　森山玉恵さん、四十六歳。

「噓うそだ」

　真里の口からつぶやきがもれた。

　──ごめんね。

　いつもそう言って真里の頭を撫なでてくれた手を思い出す。

　森山玉恵。伯父さんの、別居中の奥さん。時々、離婚の話し合いのために家にやってきては、申し訳なさそうな顔をして帰っていった。

　彼女が、死んだ？

　殺された？

　誰だれに。

　恐ろしい予感が背中を駆け上り首筋を這はい、脳天に達した。真ま里さとは自分の手を開き、見下ろす。

　違う、私はそんなことしていないと、頭が必死に否定するのに、心が自分を疑っている。

「違うよ。だって私はあの人に対してなんの恨うらみも持ってなかった。殺す理由なんて何一つない」

　口が勝手に動いて誰にともなく弁解の言葉を吐く。

　だけど本当にそうだろうか。あの人が伯お父じさんを捨てなければ、伯父さんはあんなに不幸に染まることもなく、私もこんなあつかいを受けずにすんだだろうにと、そんなふうに思ったことはなかったか。

　真里は公園でからんできた男たちに蛇へびをけしかけたことを思い出した。もし、あの時綾あや佳かが来るのが遅れたら、本当に殺してしまっていたかもしれない。簡単に、あっさりと、人を殺していたかもしれない。

　それなら、伯父さんの奥さんのことだって。

　全身が震ふるえる。私はモノ憑つきだ。人を殺したことなんかすっかり忘れて暮らしていた可能性だってある。知らないうちに、何人もの人を殺した可能性だって。

　三人が体を張って、真里がもう二度と同じ過あやまちを繰り返さないようにしてくれていたのに。

「マサト」

　突然肩をつかまれて、真里は身をすくませた。

　いつの間にか純じゆんが真里の側そばに膝ひざをついて、心配そうな顔を向けてきていた。

「どうした。テレビに張りついて」

　あのニュースはとっくに終わっていた。画面は桜の花であふれて、明るいピンク色に染まっていた。女性アナウンサーが、森もり山やま玉たま恵えの死を告げた同じ口で、楽しげな声を出す。

　ご覧下さい、この華やかな風景！

「純ちゃん。私、他ほかにも人を殺してたのかもしれない」

　純の顔が強こわばった。何言ってんだ、という純の言葉にかぶせるようにして、真里は今のニュースのことを語った。今度こそ見捨てられるかもしれない、軽けい蔑べつされるかもしれないという恐怖より、誰かに聞いてもらって楽になりたいという欲が勝まさった。

「その人は、首を絞められて殺されてた？」

　純の問いかけに、真里は頷うなずくことで答えた。

「じゃあ……違うんじゃないのか。お前がやったんなら、蛇使うだろ」

「呪のろいの蛇を作る前は普通の殺し方をしていたかもしれないじゃないか！」

　声を荒げると、純じゆんは戸惑った顔をした。深刻に受けとめてはいるけれど、その表情には、だだっ子のあつかいに困っているような色も微かすかに見えた。

　そうだ、今は水み藤とうさんの生死がかかっているんだ。

　真ま里さとははっと気づいて顔を伏せる。今こんなことを話したって、純の心の負担を増やすだけだ。

「ごめん」

「謝るなよ。まだ何もわかっちゃいないんだ。落ち着け」

　純の大きな手のひらが真里の背中をさすった。

「午前中のうちに、マサトの〈モノ〉を祓はらってくれる奴やつが来る。とにかく〈モノ〉を祓っちまって、あとのことはそれから考えよう」

　なだめるように言われて、真里は頷うなずくしかなかった。

「今は考えても仕方ないし、寝ちまえ。頭が疲れてるとろくな発想がわかないぞ」

　わずかな笑顔を交ぜて純が言った。真里はもう一度頷き、のろのろとベッドの上に戻る。

　純はタオルを取りにきたらしく、綾あや佳かの荷物の中から数枚引っぱり出すと、部屋を出ていった。考え込むなよ、と、去り際ぎわに言い残す。

　一人残った真里は、ベッドの上で膝ひざを抱かかえ、膝ひざ頭がしらに額をつけた。

（まだ何もわかっちゃいないんだ）

　そう、何もわからない。そのことがひどく苦しかった。







　水藤の体温はひどく上がったり下がったりを繰り返した。

「これは恒こう温おん動物としてどうなの。哺ほ乳にゆう類るい失格じゃないの？」

　綾佳がそう罵ののしった。水藤は困った顔でうっすらと笑っていた。

　真里の件は、二人には黙っていた。とにかく、すべては七なな倉くらが来てからだと、純は暗示のように自分に言い聞かせていた。

　だけど。

「くそっ……」

　午前六時三十分。純は、真里の様子を見に隣の部屋へ行った。ドアを引き開けた姿勢のまま、しばらく立ちつくした。

「あのくそガキっ」

　部屋の中は空っぽだった。どこへ行ったのか。想像できる場所は一つしかなかった。




　　　　　　＊




　駅を出ると、真ま里さとはパーカーのフードを深くかぶって顔を隠した。バスは待たずに、歩いて家の方に向かう。

　途中からは道をそれて林に入った。顔を隠していても、知り合いに会ったらばれてしまう。それに、今はきっと警察の人もうろついているはずだ。見とがめられたらまずい。

　林は真里の家の辺りまで続いている。道から離れすぎないように気をつけながら、ミズナラの木の間をかき分け進んだ。

　ふと足を止める。思い直して、真里は道路の方に戻った。家の庭が見える。二、三度、千ち穂ほと一緒に行ったことのある家だ。

　木の陰から、真里は家の様子をうかがった。誰だれも庭には出ていない。窓の中は見通せず、人がいるのかどうかもわからなかった。二階の角部屋を見つめ、少し迷ってから小枝を手た折おった。周りに人がいないことを確認して、そっと家に近づくと、その二階の部屋めがけて枝を投げる。

　最初は外れて壁に当たった。二回目で窓ガラスにぶつけることに成功する。だが、誰も出てこない。

　いないのかなと思い諦あきらめようとしたとき、その窓の向こうに人影が浮かんだ。窓が細く引き開けられる。

　樹き原はら守まもるの不審げな顔が、窓の隙すき間まからのぞいた。ゆっくりと視線をめぐらせて、辺りをうかがっている。真里がじっと彼を見上げていると、やがて守の目が真里の上にとまった。

　一瞬、息が止まったような顔をして守は真里を凝ぎよう視しし、すぐにぴしゃりと窓は閉じられた。真里はそっと林の中に引き返す。

　少しの間をおいて、ざくざくと雪を踏み鳴らす音が近づいてくる。顔を合わせた瞬間、腕をつかまれた。

「マリ！」

　強く、だが抑えた声で守は呼んだ。彼の内側から、たくさんの言いたいことがわき上がってきているのが顔を見ているだけでわかる。だが、それらの言葉を吞のみ込んだように、守の喉のどが上下した。

「……奧へ。ここじゃ見つかる」

　守は真里の手を引いて走った。二人は無言で、映画の中の恋人たちの逃避行のように、林の奧へと駆けていく。

「マリ、ここにいるってことは、ニュースを聞いたの？」

　真里の体に、痛みを伴うほどの緊張が走った。

「聞いたよ。どういうことなのか知りたくて来たんだ」

　守まもるの足が緩ゆるみ、止まった。もう振り向いても道路が見えないところまで来ていた。固く締まった雪の上に二人分の足跡が残っている。

「死体が発見されたのは、昨日のお昼頃ごろだよ。そのあとすぐに警察が来て、森もり山やま玉たま恵えさんだってことがわかって、マリんちにも刑事が来てた。でも、家に誰だれもいないから騒ぎになって……森山の小お父じさんも、マリも、捜されてる」

「疑われてるの」

　守は泣きだしそうに顔をくしゃくしゃにしながら、首を横に振った。

「わかんないよ。でも、親たちが話してる雰囲気からすると、マリは全然疑われていない。むしろ……もしかしたら、マリも殺されて、どこかに捨てられてるんじゃないかって噂うわさが流れてる」

「私が？」

「森山玉恵さんが見つかった山の捜索がずっと続いてるのは、マリの死体も捜してるためなんじゃないかって」

　一瞬の沈黙が挟はさまった。

「伯お父じさんが、玉恵さんと私を殺して山に捨てたんじゃないかって、そう思われてるってこと？」

　守はぐっと顎あごを引いて頷うなずく。

「違うよ、それ」

「わかってるよ。現にマリは僕の目の前にいるんだ」

　風が吹いて、まだむき出しのままの枝がこすれ合い、かさかさ鳴る。

「祈き禱とう師しの人に会ったよ。マリの事情は聞いた」

「祈禱師。……誰？」

「マリをあずかってるって言った人」

「純じゆんちゃん？」

「名前は聞いてなかったけど」

　守はうつむいて足あし下もとに視線を落とした。何か重大な案件を、自分のつま先と相談しているような感じだった。

「マリ。……森山の小父さんはどうしたの？」

　顔を上げた守は、そう訊きいた。訊きながらもすでに答えを予想して、その衝しよう撃げきに身構えているような顔をしていた。

　真ま里さとは迷った。噓うそはつきたくなかった。だけど、ここで本当のことを守に話してどうなるだろう。守はきっと、真里の罪を表立って暴あばいたりはしない。胸の中にしまっておいてくれる。だからといって、彼に本当のことを言い、共犯者のように巻き込むのか。

「言わなきゃ、駄だ目めかな」

　困り果てて真ま里さとが言うと、守まもるは我に返ったみたいな顔をして、慌あわてて首を横に振った。

「いい。いいよ。話したくないならいいんだ。ただ、事情がわからないのもつらくて。警察、うちにも来たよ。マリと小お父じさんのことをいろいろ訊きいてった。でも、僕も千ち穂ほも余計なことは何も話してないよ」

「ごめん」

　謝ると、守は黙って首を左右に振った。

「本当のこと言うと、私は自分が何をやったのか、よくわからなくなってるんだ。だから、じっとしていられなくて、ここに来た」

「自分が何をやったのか、探りに？」

「うん。……玉たま恵えさんの事情とか、噂うわさでいいから何か知らない？」

　守は何か決心したように顔を引きしめる。

「千穂と千穂のお母さんを通して聞いた話だけど、森もり山やま玉恵さんは、再婚しようとしてたんだって。でも、相手の人にはちゃんと離婚できていないことを言ってなくて、それでこっそり正式な離婚の話し合いに森山の小父さんのところに来てたんだって。……ここからは死体が見つかってからいきなり流れだした噂だから信しん憑ぴよう性せいも半分だけど、森山玉恵さんがいなくなってからもう、二カ月近く経たってるらしいよ。捜索願はその玉恵さんがつきあってた人が出したみたいだけど、その人は森山の小父さんのことは知らなくて、こっちまで捜しに来たりはしなかった」

　二カ月近く前。真里がモノ憑つきになってしまった頃ころだ。真里の両肩に重みがのしかかった。守は真剣な表情で真里の目をのぞく。

「最後に森山玉恵さんが家に来たときのこと、マリは覚えてない？」

　必死に記憶をたぐり寄せた。玉恵さんの最後の姿。それはやはり二カ月ほど前のことのように思えた。

「……多分、私が京都まで家出した直後だと思う。玉恵さんはやっぱり離婚の話をするためにやってきて……その頃、伯お父じさんの機嫌は悪かったから、私は外に出たんだ。喧けん嘩かを側そばで聞くのは疲れるから」

「それで？」

「それで、千穂に会った。しばらく千穂の家にいて、帰ったときにはもう玉恵さんはいなくて……」

「その時じゃないのか」

　守が硬い声を出した。

「もしかしたらその時、森山の小父さんは玉恵さんを……殺してしまったんじゃないのか。こんなこと、憶測で言うべきじゃないのかもしれないけど」

「そんな」

「でももしそうなら、マリにはアリバイがあるってことだろ。出ていって、そのことをちゃんと話した方がいいんじゃないのか」

　真ま里さとは首を左右に振った。

「今はまだ、見つかるわけにはいかないんだ」

　黙って出てきてしまった。〈モノ〉は、まだ私の中にいる。戻ってお祓はらいをしてもらわなければ、またいつ同じことを繰り返してしまうかわからない。

「わかった。なら、僕はどうしたらいい？　僕にできることは何かある？」

「家の様子を見たいんだけど、無理かな」

「見つかりたくないなら、マリは今は行かない方がいい。僕が見てくるよ。……千ち穂ほも心配してた。千穂にだけは、マリが来ていること、教えてもいいかな」

　真里は頷うなずいた。

　ごめんねと言うと、マリは今日謝ってばかりだなと笑われた。

「なんだか、行方ゆくえ不明の間にマリはちょっと変わったね。羽が生えたみたいだ」

　よく意味がわからず見返していると、守まもるは自分の言葉に照れたのか、顔を赤くした。

「いや、ごめん。なんだか、飛んでいっちゃいそうな気がしたんだ。今日のマリがいやに素直でまっすぐだから。……いや、ホントごめん」

　守はちょっと変わってると、真里は常々思っていた。いきなりこんなことを言いだす同年代の男子を、真里は他ほかに知らない。おかしくなって少し笑うと、守は軽く目を見張った。

「本当に、変わったね。でも僕は、今のマリの方が好きだよ」

　今度は恥ずかしそうな顔をすることもなく、守は真顔で言った。じゃあここで待っててと言い残すと、元来た方向へ駆けだしていく。

　真里はその後ろ姿をぼんやりと眺ながめながら、森もり山やま玉たま恵えと最後に会った日のことを考えていた。

　彼女はいつものように玄関の引き戸を開け、家の中に入ってきた。それはもう習慣になっていた。伯お父じは決して、彼女を出迎えようとはしなかった。入りたければ自分でドアを開けて入ってこい。わざわざ玄関ブザーなど鳴らすな。それは戻ってきてほしいというサインだったのかもしれない。

　真里が家出して京都で捕まってから、伯父はとても不機嫌だった。離婚の話などしたら、その不機嫌がさらに高まる気がして、真里は怖くなって家を抜け出した。

　もし、あの時あの家の中で、森山玉恵が殺されていたのだとしたら。

　ニュースを見たときとは種類の違う寒気が背中に走った。

　その日の夜、伯父が車を出してどこかへ出かけたことを思い出した。それは、そんなにめずらしいことではなかった。伯父は真里と二人の暮らしに息が詰まっていたのか、時々夜中に一人でドライブに出かけた。それが、伯父なりのストレス発散の方法だったのだろう。どこへ行っていたのかは知らないし、もう知ることもできないけれど、夜中に車を走らせどこかへ行き、そこで胸にたまった鬱うつ憤ぷんを捨ててきていた。

　けれどあの夜は、もっと別の具体的な物体を捨てに行っていたのではないか。

「責任転てん嫁かしようとしてるのかな」

　そうつぶやくと、心が沈んだ。本当はやっぱり、自分が殺したのかもしれない。それを伯お父じのせいにしようとしているのかもしれない。

　底なしに滅め入いっていきそうになった。真ま里さとは木の幹に寄りかかって、その根元にしゃがみ込む。

　そのままの体勢で、しばらくの間ぼんやりとしていた。

　伯父を呪のろい殺してしまい、純じゆんと出会い、あの家から連れ出されてから、まだ一週間弱しか経たっていない。それなのに、とても長い時間が経過したような気がしていた。閉鎖されたあの家の隅っこで、伯父の顔色をうかがいながら生きた停滞した十年間と、そこから逃げ出して、半分化け物の彼らと行動を共にした目まぐるしい一週間を思った。羽か。真里は考える。

　緩ゆるやかな陽ひ射ざしが、枝の間を通って注いできていた。そろそろ帰らないと、七なな倉くらというモノ祓ばらいをする人が着いてしまうかもしれない。

　その時、足音がした。

「守まもる？」

　返事はない。

　ゆっくりとした、けだるげな足音だけが近づいてくる。

　真里は身構えながら立ち上がり、音を立てないように一本の太い幹の後ろに体を隠してそっと足音がする方をのぞき見た。

　顔色を悪くした少女が一人、おぼつかない足取りで歩いてくるのが見えた。

　有あり田た千ち穂ほ。守に教えられて来たのだろう。ほっとする反面、彼女の顔が見たこともないほど虚うつろなことに不安を覚えた。声をかけられず、黙って見つめてしまう。

　そうしているうちに、千穂が真里に気づいた。目が合った瞬間、お互いの間でいきなり小さな爆発でも起きたかのように、二人してびくりと肩を震ふるわせた。

　数少ない、友達といえる人。それなのに、どうして私たちは怯おびえ合っているのだろう。

「なんで隠れてるの」

　千穂が言った。震えて、棘とげの含まれた声だった。

「誰だれが来たのかわからなかったから」

「わかった時点で声かければいいじゃない」

　棘がむき出しになる。千穂は怖がっている。そして、怒っている。

「千穂、私がやったって思ってる？」

「何が？」

「森もり山やま玉たま恵えさんを殺したこと」

　千ち穂ほの表情がかっと変化した。怒りながら泣いているような顔になり、みるみるうちに血が上って赤くなる。

「知らないよそんなこと！　マリのことなんて、もうなんにもわかんないよ。私、マリの部屋のビンを見たよ。森もり山やまの小お父じさんが祈き禱とう師しの人に書いたメールの下書きも見た。マリに呪のろい殺されそうだって書いてあった。あれ、本当なの？」

　千穂は震ふるえていた。目がうるみ、縁ふちに涙がたまっていく。

　真ま里さとは迷った。さっき守まもるに返したような返答は許されない雰囲気だった。

「ちゃんと答えてよ！」

「本当だよ」

　その答えは、はね返って真里をも打った。足を踏ん張ってそれを受けとめる。それだけは、確かに本当のことだから。

「伯お父じさんを、呪い殺したんだ」

　千穂の唇くちびるが震えた。真里はその唇を見つめ、彼女が次に発する言葉をじっと待った。

「あの……死体は。昨日見つかった、森山玉たま恵えさんの死体は。あれも、あんたがやったの。あんたが殺したの？」

「わからない」

　正直に答えると、千穂は泣きだしたような悲鳴をあげて、両手で顔を覆おおった。

「人殺し！」

「ごめんなさい」

　千穂はばっと顔を上げ、真里を睨にらみつけた。その目には、憎しみのにじんだ怒りが見えた。

「私の家にも警察の人が来たよ。守のところにも来たって言ってた。マリ、友達少ないから、私と守は色々訊きかれたんだ。でも、あんたがいなくなったことについては何も知らないって言い通した。守が、そうしようって言ったの。あんたを守るために。あんたを、あんたなんかを！」

　千穂の目の中に、憎しみの色が濃くなっていく。

「守は、あんたを好きなんだって。馬ば鹿かみたい。どうしてよ。犯罪者を庇かばうと、庇った人も罪になるんだよ。おかげで、私も守も犯罪者になっちゃったじゃないか！」

　どくん。自分の体の中で、何かが大きく鼓こ動どうした。

　真里の体の中で、〈モノ〉が身じろぎ、身構えているのを感じる。真里はそれを抑えるように、とっさに両手を胸に当てた。壊れたような速さの自分の心音を手のひらに感じる。

　真里の視線は、千穂の瞳ひとみに吸い寄せられていた。憎しみの色がどんどん強まっていく千穂の瞳は、強力掃除機のように真里を、真里の中の〈モノ〉を引きつける。

「どうしてあんたがいいんだろう。愛あい想そなしで、友達もほとんどいなくて、私がいなかったら本当の独りぼっちだったような子じゃないか。しかも……人殺しだ！　心配して捜し回ったのに、私たちは裏切られたんだ！」

　千ち穂ほの表情に憎しみ以外のものが浮いた。自分自身を止めようとしている千穂の顔。自分の発した尖とがった言葉に傷つけられている千穂の顔だ。

　だがそれよりも、今この瞬間は、怒りと憎しみが明らかに勝まさっていた。

　千穂は、立ちつくす真ま里さとに向かって声を張りあげた。

「あんたみたいな奴と仲良くしてあげてたのに！」

　その瞬間、真里の中から何かが飛び出した。

　赤い、小さな鬼のようなものが一瞬見えた。それは真里の胸を突き破るように飛び出し、千穂に向かってまっすぐ飛んでいった。
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　水み藤とうのことは綾あや佳かに任せて、純じゆんは真里を捜しに出た。

　あのニュースを見たあとだ。地元に様子を見に行こうとしたとしか考えられない。

　座席に座って、後方に飛び去る景色をぼんやりと眺ながめながら純は考えていた。

　真里は、森もり山やま玉たま恵えも自分が殺してしまったのではないかと怯おびえていた。けれど純は、それをさほど本気で受けとめてはいなかった。

　伯お父じを殺そうとしたとき、呪のろいという尋じん常じようではない方法をとった真里が、それ以前に普通の方法で誰だれかを殺していたとは考えにくい。それに、森山玉恵は首を絞められて殺されていたという。あの小さくてやせっぽちの真里に、大人おとな一人を絞め殺す力があるとも思えない。遺体を山の中に捨てに行くとなると、真里には不可能だろう。

　真里でないならば。

「あの依頼人、か」

　詳しい事情は知らない。けれど真里は、伯父は借金を背負わされてしまったことで、妻に出ていかれたのだと言っていた。姓がまだ森山だということは、正式な離婚は成立していなかったのだろう。そんな二人の間で何かもめ事が起こり、殺人事件に発展してしまった。それはありそうな筋書きであるように思える。

　依頼人は別居中の妻を殺し、その依頼人は姪めいに殺された。こんなふうに事件が相次いだのは偶然か？

　まるで、事件が事件を喰くっているようだ。

　そう考えて、純は蠱こ毒どくを連想した。お互いに喰い合って、最終的な勝者が毒の力を得る呪い。

　純は一つ首を振る。

　いや、違う。これはそんな混こん沌とんとしたものではない。もっと整然とした、直線的な出来事だ。

　駅が近づいてきていた。車両が減速を始める。その時、ある考えにたどり着いて、純は背中を震ふるわせた。

　二カ月前の京都。百ひやつ鬼き夜や行ぎようのあの夜の町。あそこにいたのは、真ま里さとだけではなかった。真里を迎えに行った伯お父じも、あの日京都にいた。

　最初に取り憑つかれたのは、真里ではなかったんじゃないか。

　例えば……例えば、今真里の中にいる〈モノ〉が、人の精神の中で、憎しみの歯止めのようなものを喰くっていくタイプなのだとしたら。

　依頼人に憑いた〈モノ〉は、彼の歯止めを喰らい、依頼人はふとしたことで別居中の妻に憎しみを抱いだいて殺してしまった。そして、彼につらくあたられていた真里が、彼に憎しみを向けた。〈モノ〉は、新たな食べ物を見つけ、依頼人から真里へと移っていった。そんな可能性はないだろうか。

　人から人へ向かう憎しみのリレーに乗って宿やど主ぬしを替えていく〈モノ〉。もしそんな〈モノ〉がいるのだとしたら、そしてそれが今真里に憑いているのだとしたら、次に危険にさらされるのは、真里なのではないのか。

　もし、誰だれかが少しでも真里に対して憎しみを抱いたなら、〈モノ〉はその人間に移り、憎しみの歯止めを喰らう。本当ならば分厚い壁に隔へだてられている怒りと殺意の間を、食い破ってしまう。

　予感にも似た焦あせりが全身を走った。







　純じゆんが真里の家に走り着いたとき、辺りは押しつぶしたような静かなざわめきに満ちていた。家の前には車がつけられている。多分、警察が来ているのだろう。近所の人間らしき者たちがそこここで寄り集まって、何かを深刻ぶった顔でささやき合っている。

　真里はここには姿を出せない。状況はわからないが、この家の行方ゆくえ知れずの住人である真里は間違いなく捜されているだろう。そこに姿を見せれば、一発で捕まってしまう。それとも、まさかもう捕まったのか。

　途方に暮れて周りを見回していると、森もり山やま家の戸口のすぐ横で話し込んでいる塊かたまりの一人が、純を見て目を大きくした。見覚えのある少年の顔だった。

　樹き原はら守まもるだ。前に純がこの家に来たときに顔を合わせてしまった、真里の友達。

　守はすぐにそのおしゃべりの集団から抜けて、純のところへ駆け寄ってきた。純は彼に背を向け、人ひと気けがない場所まで誘導する。足を止めると、小走りでついてきた守が驚おどろいた目をしたまま純を見上げてきた。

「祈き禱とう師しさん」

「マサトを知らないか」

　小さな声で急せいて訊きくと、守はぱちぱちと二回まばたきをした。

「知ってます」

「会ったんだな。今どこにいる」

「一体何が起きてるんですか。マリも、自分が何をしたのかわかってないみたいで」

「俺おれだってわかんねえよ。ただ、もしかしたらマサトが危ないかもしれない。……マサトは一人か」

「千ち穂ほが一緒だと思います」

　純じゆんは眉まゆをひそめた。前に会ったときの、あの少女の硬い表情を思い出した。

「案内してくれ」
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　真ま里さとは、ずっと自分の中に沈殿していた澱おりのようなものがすうっと消えたのを感じた。体が軽くなり、黒く濁にごっていた頭の中が透明になる。思考の足を引っぱって悪い方へと引きずり込もうとしていた力がなくなった。

　真里は、じっと正面に立つ千穂を見つめた。千穂が叫んだ一瞬、確かに見えた。

　小さな赤い鬼。あれがきっと、〈モノ〉だ。

　大きく開かれた千穂の口の中に、それは飛び込んでいった。口から入るには大きすぎるサイズだったけれど、それはずるりと中に入り込み、消えた。

〈モノ〉が、私から千穂へ移っていった。

　千穂の目が、憎しみ一色に変わっていた。じりじりと歩み寄ってくる。真里は千穂が発するオーラに押されるようにして後退する。

　この目は見たことがあった。伯お父じの目だ。京都から帰った頃ころ、ずっと不機嫌そうにしていた伯父の目。真里はその目が怖くて、避けるようにして部屋にこもっていた。森もり山やま玉たま恵えが来たときも、伯父の機嫌がさらに悪化することを恐れて、家を出た。

　今千穂が私に向けるこの目を、伯父もきっと玉恵さんに向けたのだ。そして、私もまたこんな目をして呪のろいの蛇へびを作り、伯父を殺した。

　真里は理解した。〈モノ〉は、憎しみを持つ人の中を転々と移動している。

「千穂」

　真里は呼んだ。だが、その声が届いた様子はなかった。

「あんたなんかいなくていい。あんたなんか、いなくていいんだ！」

　千穂が叫んでつかみかかってきた。胸ぐらをつかまれ、真里は押し倒されて地面に転がる。パーカーのフードが脱げ、土色になった雪の塊かたまりが襟えり元もとに入り込んできた。

　その冷たさに、肌がぎゅうと縮みあがった。頭がようやく現実を受け入れる。私は今、千穂に殺されそうになっているんだ。

　必死に手足をばたつかせて、つかみかかる千穂の手を振り払った。もつれる自分の足に苛いらつきながら起き上がり、駆けだす。

「待てえっ！」

　千ち穂ほの怒声が後ろで響ひびいた。聞いたこともないような千穂の声。彼女は本気だ。

（すごいね。森もり山やまさんは強いね）

　小学校低学年の頃ころ、千穂はそう真ま里さとに話しかけてきた。状況はよく覚えていないが、手を上げてきた男子ととっくみ合いの喧けん嘩かをしたあとか何かだったと思う。真里は、嫌いやみを言う奴やつは完全に無視したが、暴力に訴えてくる奴に対しては必ず反撃していた。千穂がそんなふうに話しかけてきたということは、その喧嘩には勝ったんだったか。それとも、やられっぱなしにならない意気を評して強いと言われたのか。

　それ以来、千穂は真里の味方をするようになった。真里に対する攻撃に、千穂が怒りだすこともあった。そのせいで、千穂が周りに煙けむたがられたこともあった。

（マサトって名前嫌いなの？　ふうん。じゃあ、マリならどう？）

（家出するならその前に私には一言教えてよ！）

（この人は、樹き原はら守まもるくん。馬ば鹿かなオトコドモとは違って、大人おとなっぽいんだよ）

（あのねマリ、守がね）

　千穂の手が真里の服の背中をつかんだ。力任せに引っぱられてよろめき、真里は木の幹に頭をぶつけた。痛みに一瞬目の前が白くなる。その隙すきに千穂の冷たい手が首にかかり、ものすごい力で絞めあげてきた。

　ぐううっと、真里の喉のどが妙な音を立てた。目をつぶり、千穂の腕に爪つめを立てるが、手は外れない。足を振り上げて闇やみ雲くもに蹴けると、腹に入ったらしく千穂がえずくような声をあげて後ろに倒れた。

　咳せき込みながら、真里は再び走る。人のいるところには行けない。林の奧へ奧へと向かって走る。首を絞められたことによって、生理的な涙が目にたまっていた。走っているうちに、それは感情的な涙に変わって頰ほおを流れた。

　千穂が真里を殺そうとしているのは、〈モノ〉のせいだ。けれど、〈モノ〉に食いつかれる憎しみは、確かに千穂の中にあったのだ。

　あんたなんかを信じてやっていたのに、裏切られた。本当に人殺しだった。

　あんたなんかを、守は庇かばおうとする。あんたなんかを好きだって言う。

　あんたなんか。

　それが千穂の本音だ。

　足をすべらせて真里は転んだ。昨夜からの疲労もあって、体力はもう限界だった。

　千穂が真里の上に馬乗りに覆おおいかぶさる。

　これが報むくいなのだろうかと思った。

　人を呪のろわば穴二つ。

　父を呪のろった母は、橋から身を投げて死んだ。伯お父じを呪い殺した私も、ここで死ぬ運命なのかもしれない。

　千ち穂ほが拾った石を振り上げた。呆ぼう然ぜんと真ま里さとはそれを見上げる。右手に持った石を振りかざす千穂のシルエットが、映画のワンシーンのように映る。背景は、葉のない細い枝が張りめぐらされて網をかけられたような白い空。

　ぽたりと、冷たい感触が真里の頰ほおを打った。水滴。雨ではない。

　はっとして、真里はとっさに腕で頭を庇かばった。石は真里の肘ひじに当たった。激痛が走り、腕全体がひどい痺しびれに襲おそわれるが、真里の頭は逆にさえた。萎なえていた背筋に芯しんが通る。

　もし、ここで私が殺されたら、今度は千穂が私になる。

　真里は指先で、頰に落ちた千穂の涙をぬぐった。

　千穂が、私と仲良くしてくれながらも、その心の隅っこに、私のことを見下す気持ちを持っていたことなんか、本当はずっとわかっていた。

　でも、だからなんだ。

　千穂が優しかったのは事実だ。たとえそこに優越感が混ざっていたとしても事実だ。

　兄に借金を押しつけて逃げた裏切り者の娘。そんなふうに有名だった私に、千穂は躊ちゆう躇ちよなく話しかけた。

　千穂は優しくて勇敢だった。自分も仲間はずれにされる危険を冒して私を庇い、私と話し、一緒に笑った。

　彼女が、陰で偽ぎ善ぜん者しやと呼ばれていたこと、私は知っている。

　千穂だってきっと、知っている。

　真里の心に、初めて〈モノ〉に対する怒りがわいた。

〈モノ〉に憑つかれるはめに陥おちいったこと、綾あや佳かや純じゆんに謝られるたびに、真里は別にいいよと返した。本気でそう思っていた。

　だけど、いいわけあるか。

　千穂の混乱と悔くやしさと嫉しつ妬と心しん。そこに混じった真里への憎しみ。そんな当たり前の感情につけ込む化け物。

　真里はぎゅっと拳こぶしを握った。

　絶対に、殺されてなんかやるものか。千穂に、私と同じ思いはさせない。

　千穂は完かん璧ぺきに優しい人なんかじゃない。でも、私の友達だ。

「千穂、聞いて！　千穂の中に今化け物が入ってるの。だから、私を殺そうとしてる。お願いだから落ち着いて。操られないで！」

　千穂は聞かなかった。返事もせず、もう一度石を振り上げる。けれどその頰は涙で濡ぬれている。

　真里はすがるようにして千穂の腕をつかんだ。腕を取り返そうと千穂は体を引き、それでも離さないように必死にしがみついていると、今度はそのまま石を振り下ろそうと腕を押してくる。

　お互い押し合う形で、膠こう着ちやく状態になる。力を込めた二人の腕がぶるぶると震ふるえる。

「千ち穂ほ！」

　真ま里さとは叫んだ。

　その時、真里の顔のすぐ横で、何かがうごめく気配を感じた。目だけを動かしてそちらを見る。

　蛇へびだ。真里の、蠱こ毒どくの蛇。〈モノ〉が抜けたあとも、真里と蛇の関係は切れていなかったのか。

　蛇が鎌かま首くびをもたげた。攻撃の態勢だ。その両の目は、千穂の方を向いている。

「駄だ目めだ」

　蛇が千穂に飛びかかる。真里は千穂の手を離した。自由になった腕を振るって、千穂は真里に殴なぐりかかった。額に石が当たる。蛇が千穂の足を狙ねらって牙きばをむく。真里は地面に叩たたきつけられながらも、蛇から千穂を庇かばおうと手を伸ばす。

「マサト！」

　純じゆんの声が聞こえた。必死の声だった。

　手のひらの外側、小指の下の辺りに、刺すような痛みを感じた。

　咬かまれた。

　呆ぼう然ぜんとしていると、真里の上から千穂の体が消える。視線をめぐらせると、純が千穂を後ろから抱かかえるようにして抑え込んでいるのが見えた。その腕の中で、千穂はまだ暴れていた。

「ごめん」

　純が小さな声でそう言うのが聞こえた。怯おびえたような、力加減はこれで間違っていないか不安がっているような手つきで、純は千穂の首の後ろに手刀を落とした。スイッチを切ったように、千穂の全身からがくりと力が抜けた。純はその体をしっかりと受けとめ、地面にそっと横たえる。

「純ちゃん」

　小さく呼ぶと、純は鋭く真里を見た。気け圧おされて、思わず少し身を引く。

「お前……お前な。俺おれは待てと言ったよな？　なんで人の言葉無視して勝手なことするんだよ、この馬ば鹿か野郎！」

　怒鳴られた。

　真里は目をしばたたかせた。勝手なことをするな。伯お父じにも何度も言われた言葉だ。

　だけど、純が怒っている理由は、伯父とは全然違う。

「ごめんなさい」

　真里は言った。

「ごめんなさい。心配されるなんて、思ってなかった」

　心配されるかもしれないという発想が、すっぽりと抜け落ちていた。正直に言ったのだが、純じゆんはさらに腹立たしそうな顔をした。だが不機嫌そうにしながらも、袖そで口ぐちで真ま里さとの額から流れる血をぬぐってくれた。

「この子とかあの守まもるとかいう奴やつが、なんでお前のこと一生懸命捜してたと思ってるんだよ」

　その言葉がしみ込んでくるまで、少し時間がかかった。しばらくの間をおいて、真里はゆっくりと頷うなずいた。

「純ちゃん、なんでここにいるの」

「お前捜しに来たんだよ。マサトの家の近くで、守って奴に会った。それで、お前がいる場所まで案内してもらって……」

「守は？」

「お前と別れたって場所で待たせてる。なんとなく、何が起こったのか想像はできたから」

　よかった。そうつぶやいた。多分千ち穂ほにとって、あの姿は守にだけは見られたくなかっただろうから。

　ずきずきと手が痛んだ。傷口を見る。手のひらの端はしに、穴が二つあいている。

　純がはっと表情を変えて、真里の手首をつかんだ。しゃがみ込んでいる真里の横で、蛇へびが身をくねらせている。

「お前」

「咬かまれちゃった」

　そう言った声は、泣き笑いのように湿っていた。真里は純の胸に頭をもたせかけた。抱だきしめてほしかったのだけれど、純はそうはしてくれず、真里の肩をつかんで引き離すと傷の状態を確かめる。

　純は真里の傷に口をつけた。血を吸い出す。

「純ちゃん、そんなことしても……」

　マムシの毒は吸い出せても、蠱この毒は無理だ。真里の呪のろいは、最後には自分自身に跳はね返った。

「馬ば鹿かかお前は」

　吸った血を吐き出すと、純は真里を睨にらんだ。

「自分が死にそうかどうかくらいわかんねえのかよ」

　自分の体を見下ろす。あちこちを打ちつけて、傷は増えたようだった。石で打たれた額が痛む。けれど死にそうかと言われれば、とてもそんな気はしない。

「私、死なないの？　呪いの蛇に咬まれたのに」

　蛇に目をやると、奴は口から赤い舌をちろちろと出した。

　なんで？　そう問いかけようとした瞬間、蛇はするりと頭をめぐらし、真里から離れた。波なみ形がたを描えがいて地面をすべっていく。

　蛇へびの姿が木の後ろに回って見えなくなったとたん、真ま里さとは我に返って立ち上がった。蛇が消えた木に駆け寄って手をつき、回り込む。

　だが、蛇はいなかった。どこかへ消え去ってしまっていた。

「おい、動き回るな。呪のろいはかかってなくても、蛇の毒は入ったかもしれないだろ」

「なんで、私には呪いがかからなかったんだろう」

「さあな。あとで、七なな倉くらに訊きいてみろ。……ところで、おい！　あんた、悪いけど、マサトを病院に連れてってくれないか」

　うろたえたように足を踏みかえる音がした。見ると、いつからいたのか守まもるが木の幹からのぞき込むようにしてこちらをうかがっている。

「すみません。どうしても気になって……」

「いいよ。ちょうどよかった。本当は俺おれが連れていけたらいいんだけど、今、この子を一人にするわけにはいかないから」

　純じゆんは横たわったまま動かない千ち穂ほに目を落とした。

「今、〈モノ〉は千穂の中にいるんだよね」

「そうだよ。……マサト、病院着いたらホテルに電話して、綾あや佳かに事情を話しておいてくれ。それで、七倉にこっちに来るよう伝えてって言って」
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　蛇に咬かまれた傷は、腫はれてくることもなかった。

「毒蛇に咬まれても、毒を注入されないケースは結構多いんですよ」

　丸顔の医者は、笑顔を見せてそう言った。むしろ額の傷の方を重要視され、手当てのあと、検査を受けさせられた。結果は異常なし。

　真里は守と並んで、病院の待合室の黒い長なが椅い子すに座っていた。お互い無言だった。

　電話で、綾佳は質問を挟はさんで話を途切れさせることなく、真里が詰まると先を促うながしながら最後まで語らせた。聞き終わると、色々と言いたいこともあっただろうに、ただわかったとだけ答え、今から七倉さんにそっちに行ってもらうから、その病院で待ってろと言った。真里は、千穂のことを先に、と言って詳しい場所の説明をすると電話を切った。

「守」

　真里は、リノリウムの床に視線を落としたまま呼んだ。

「心配かけてごめんね」

「うん」

　車椅子の女性が、母親らしきよく似た人に連れられて受けつけに向かう。ああお久しぶりです、その後どうですか？　穏おだやかなやりとりが交わされている。ほどよく暖められた建物の中。人々が話し、働き、歩き回っているのに、ここはとても静かだと感じた。傷ついた人たちが来る場所なのに、とても平へい穏おんで優しいところに思えた。

「……事情はよくわからないけど、さっき、マリと千ち穂ほは争ってたんだな」

「うん。でも、もう平気だよ」

「あの男の人、僕が案内した場所にマリがいないのを見るとすぐに、ここで待ってろって言って、走りだしたんだ。僕が追いかけようとしたら、来るなって言った。あの二人のことを思うなら、お前は来るなって」

　淡々と話す守まもるの声が、薬くさい空気に溶ける。守はためらいがちに、「何があったの」と訊きいた。

「化け物が取り憑ついたんだ。私と、千穂に。だからこんなことになっちゃった。けどもう、その化け物は退治される」

「……悪い夢は、終わったんだな」

　守はそれだけ言った。真ま里さとの言葉を何かの比ひ喩ゆだと思って、彼なりに理解したのかもしれない。千穂が守を評して『大人おとなっぽい』と言うのは、こういうところなんだろうなと思った。

　悪い夢か。

　床を見つめ続けていると、その視界の中に足が二本入ってきた。黒い革かわ靴ぐつをはいたその足は、真里の前でぴたりと止まった。

　足から視線でたどるようにして見上げていくと、困ったように微笑ほほえんでいる三十歳前後の男の顔にたどりついた。

「森もり山やま真里さんかな」

「七なな倉くらさん？」

　男は頷うなずいた。

「千穂は」

「無事だよ。彼女の中の〈モノ〉は祓はらった。……君は樹き原はら守くんだね。彼女はまだあの林にいる。あとのことを頼んでもいいかい？」

　はい。と、守は戸惑った様子を見せながらも答える。

　真里は少し迷った。みっともない気もしたが、思いきって口を開く。

「私、死にませんか？　自分の呪のろいが自分にかかったりしてはいませんか」

　守がぎょっとした顔を向けてくるのが視界の端はしに映った。七倉は笑ったり呆あきれたりはしなかった。真里の頭のてっぺんから足までゆっくりと眺ながめ、深く頷く。

「死なないよ。呪いなんてかかっていない。……蠱こと決別したんだな。君にはもう、蠱毒の蛇へびとのつながりも見えない」

「え？」

「君が蠱こ毒どくの主あるじになっていると聞いたときは、正直やっかいだなと思っていたんだ。一度主となってしまったら、蠱と決別するのは難しい。蠱を使役する力と引きかえに、蠱が害されたときは共に傷つき、命さえ落としてしまうかもしれないリスクを負って生きていかなければならない。けれど君は、自分で蠱を祓はらったんだ」

　真ま里さとは何度もまばたきを繰り返した。よくわからなかった。だって、私は何もしていない。

「どうやって？」

「君は、友人を守るために自分を咬かませた。結果として、蠱は主を傷つけてしまった。そこで、主と蠱の契約は壊れたんだろう。その時君は、蠱とのつながりを断ち切ったんだ」

　自分で祓ったと言われても、まったくそんな気持ちはしなかった。あの蛇へびは、ただ去っていった。神しん出しゆつ鬼き没ぼつな蛇はいつものように気まぐれに姿を消し、またひょっこり現れるのだと思っていた。けれど、もう姿を現すことはないのか。そう思うと、ほっとする反面、寂しさにも似た気持ちを感じた。

　もしかしたら、あの蛇は蠱毒なんかじゃなかったのかもしれない。呪のろいの儀ぎ式しきめいたことをしたせいで、他ほかとは少し違う力を持っただけの蛇。あいつは私に寄りそって、私を守ってくれた。そして今、私があいつを必要としなくなったことを知って、去っていったんじゃないか。物語の中に出てくるような、ニヒルで無口なヒーローのように。

　変な発想だと、自分で少しおかしくなった。

　母の幽ゆう霊れいと、真里の蛇。真里に絡からみついていたものが一つずつぷつりぷつりと切れて、自由になるのと同時に一人きりになっていくのを感じていた。

　七なな倉くらは、真里の治療費を払うと、二人を連れて病院を出た。

「さて。私は彼らの宿泊しているホテルに行くよ。君はどうする」

「行きます。一緒に」

　間髪を容いれずに答えると、守まもるが真里の肘ひじをつかんだ。

「マリ」

「死にそうな人がいるんだ。心配だから、行くよ」

　そっと腕を引いて守の手をはずす。

「……帰ってこいよ。僕も……千ち穂ほも待ってる。帰ってこいよ」

　真里は返事をしなかった。

　帰ってこいなどという言葉をこんなに真しん摯しに言われたのは初めてだった。帰る場所は破壊してしまい、もう誰だれもいないのだと思っていたのに不思議だな、と、真里は歩きながらずっと考えていた。













　　　エピローグ







　七なな倉くらの〝縄〟によって姿を現した〈モノ〉は、小さな赤い鬼の姿をしていた。

　わかってはいたけれど、目の前にすると本当に取るに足りない小さな〈モノ〉なのだと実感した。

　純じゆんは腕を振った。〈モノ〉は一瞬で喰くわれて消えた。

　純の小腹を満たした〈モノ〉。こんな奴やつが人を二人も死なせ、二人の少女の心に傷を負わせたのかと思うと、どうにもやりきれない気持ちになった。

　戻ってきた守まもるに千ち穂ほを任せてきてしまったが、大丈夫だっただろうか。あの少女は自分がやってしまったことを、どんなふうに思っているだろう。

　考え込んでいると、綾あや佳かに肩を叩たたかれた。

「水み藤とうくんの毒の祓はらい、すんだって」

　純の隣でベッドに腰かけていた真ま里さとが、飛び上がるように立ち上がった。頭と手に包帯を巻いていて痛々しい。

　隣の部屋に移動すると、ベッドの上に起き上がった水藤が苦笑しながら三人を迎えた。

「もう大丈夫なのか」

　水藤に向けた純の言葉を、七倉がさらう。

「毒の除去はできる限りやったよ。あとはもう、私の手の出せることじゃない」

「俺おれは大丈夫だよ。少なくとも、もう死にそうな気持ちはしない」

　水藤は笑った。その顔色はまだ安心させてくれるようなものではなかったが、純も綾佳も笑い返した。死ななかった。それだけで今は幸運に感謝するべきだ。

「しばらくはこの煎せんじ薬ぐすりを飲ませてあげなさい。私の力を通してあるから、少しは毒を薄める役に立つだろう。……森もり山やまさんも一度飲んでおくといいかもしれないな」

　真里は母親の霊れいに何度もまとわりつかれて苦しそうにしていた。念のためにと渡された煎じ薬を、真里は素直に飲んだ。

「水藤くんは、死なないんでしょ」

「少なくとも今すぐ命がどうこうという状態ではないよ。ただ、君たちは〈モノ〉でもあるからね。あまり強い祓いをすると今度は逆にダメージを与えることになる。あとは水藤の回復力次第だろう」

　七倉は水藤を振り返り、軽く頭を振った。

「君たちの体のことは、いまだに私にもよくわからないよ。ただ、君らは今まで多くの〈モノ〉を喰くって体を変化させてきた。もしかしたら蠱こ毒どくでさえ、水み藤とうの体は取り込みなじませて、自らの体の強化へとつなげてしまうかもしれない。だが逆に、蠱毒を取り込んでしまったことによって、今まで強くなる方へ変化していた体が、今度は悪く変化していくかもしれない。それは誰だれにもわからないよ」

「それでいいです」

　水藤が言った。穏おだやかな声だった。

「そんなのは、蠱毒を喰ってしまう前からずっとそうだった。体がどんどん変化していって、自分たちは何になってしまうのか、俺おれたちはずっと不安だった。だから、結局状況は何も変わってはいません」

　変化し、時が経たつほどに化け物に近づいていった体。今回のことでその変化にブレーキがかかるならば、いっそその方が好ましいと思っているような口調だった。

　そうだな、と純じゆんもつぶやく。どうせ、先の見えない道行きだ。何が幸いするかはわからない。

「七なな倉くら。……感謝するよ」

　純は言った。七倉は表情を変えなかった。

「貸し一つと思っておこう。機会があったら返してくれ」
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　純は七倉を送り出すとすぐに、ここに長居するのは危険だと言った。

　ホテルを出るために荷造りをしながら、誰も真ま里さとにこれからどうしろとは言わなかった。水藤でさえ言わなかった。自分で決めろということなのかもしれない。

　チェックアウトをして外に出ると、午後の陽ひ射ざしがまぶしく目を刺した。そういえば、明日から四月になるのだと思い出す。

「私、高校生になる予定だったんだ」

　真里は空を見上げて言った。

「本当は、高校なんかに行かずに、家を出て働きたかったんだけどね。伯お父じさんにものすごく反対されて、受験させられたんだ。私が出ていけば、伯父さんも楽になるのに。変だよね」

　三人は何も言わない。真里も、何かを言ってほしいわけではなかった。

「でも、やっぱり高校に行くのはやめるよ」

（本当に本気で、私たちと一緒に来ることが自分の幸せだと思うなら、おいで）

　綾あや佳かはそう言ってくれた。

　真里は三人の方に向き直った。少しだけ微笑ほほえんでみる。

「帰るよ」

　三人の表情に微かすかな動きがあった。それがどんな感情によるものなのかは、真ま里さとにはわからない。

「帰って、たくさんの面倒なことが全部片づいたら、仕事を見つけて働く。ちゃんと、一人で生きていく」

　お菓子の家から出るときが来たんだ。手を放せ。きちんと、自分から。彼らの罪悪感につけ込んで、手を握り続けているわけにはいかない。

「大丈夫か」

　純じゆんが言った。真里は首を少し傾ける。今はまだ、力強く頷うなずくことはできないけれど。

「守まもるが待ってるって言ってくれたし。千ち穂ほに、大丈夫だよって言ってあげなきゃならないし」

　それに、純たちについていっても、足手まといにしかならない。三人が真里の幸せを考えてくれたように、真里も三人にとって一番いい道を選びたい。

　それはきっと、真里が元の生活に戻ることだろうと思った。元に戻って、もう大丈夫だよと言って笑うことだ。

「帰ったら、きっと色々面倒くさいことがあるだろうけど、家出してましたって言い張るよ。余計なことは何も言わない」

　唐とう突とつに、真里は綾あや佳かに抱だき寄せられた。暖かい腕に包まれる。ちゃんとした、人間の体温だった。耳元で綾佳の硬い声が聞こえる。

「まったくなんにも悔くやまないで生きてくことなんて不可能だけど、私はできる限り後悔しないですむ道を選んだつもり。それを選んじゃったために生まれる悪いことも、それに対する後悔も、全部抱かかえてそれでも納得できるって、そういう覚悟でやってきたの。……でもね、あんたに道を誤らせちゃったことに関しては、どうしてもいまだに気持ちの折り合いがつかない」

　一本調子の口調でそれだけ言うと、綾佳は真里の体をそっと離した。

「ごめんね」

　彼女は不本意そうな顔をして謝った。

　謝ることが嫌いやなわけではなく、ただ、償つぐなえないことに対して謝罪の言葉でごまかそうとする行為が不本意なのだろうと、真里にはわかった。

　真里は返す言葉を考える。自分の気持ちを語ろうとすると、長くしかもまとまらないものになってしまいそうなので、結局結論だけを言った。

「会えてよかった」

　真里は背を向けて歩きだした。あまり長いこと向き合っていると、やっぱり一緒に連れていってと言い出してしまいそうだったから。

　しばらく歩くと、背後で三人が動きだす気配がした。彼らもまた歩きだすのだ。真里とは違う方向に。

　一睡もしていない目がひりひりと痛んだ。にじんだ涙がしみて、さらに痛くなる。

　眠ってもいないのに次の日が来ちゃうなんて、ひどいなあと思った。まだ昨日が終わっていない気がするのに、今日が、別れの日が来てしまうなんてずるい。

　これからのことを考えて、ため息をついた。

　せっかく今日、色んな決意をして立ち上がっても、明日になったらまた新しい日になっちゃって、一からとは言わないまでも、今日という日をまた新しく始めなきゃいけない。

　それはとてもうんざりする、面倒くさいことのように思えた。でも、歩く力くらいは残っている。

　寝ても寝なくても明日は来るし。臆おく病びよう者ものにも人殺しにも化け物にも、明日は来るし。

　ポケットに手を突っ込むと、何かが指に当たった。引っぱり出してみると、それは純じゆんにもらった煙草たばこの箱だった。ひしゃげて、中身もつぶれて折れている。

　ふ、と唇くちびるから息がもれた。

「がんばれよ」

　真ま里さとはつぶやいた。もう、彼らには届かない。けれど、そう言えた自分に少しだけうれしくなって、真里は手に巻かれた包帯を使って涙をぬぐった。
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　　　あとがき







　私は方向音おん痴ちの上にとてつもない優柔不断なので、道だけではあきたらず、日常生活の様々な局面で常に迷い続けています。矛む盾じゆんしているように思われるかもしれませんが、優柔不断人間の最終的な決断の決め手は、その場の勢いと成り行きです。ファミレスなどではメニューと睨にらみあって悩み抜いたあげく、とにかく店員さんを呼んで、決めざるを得ない状況に自分を追い込んで注文したりします。人生万事そんな感じです。（だけど、私が何かを決めるときは勢い任せのことが多いので、ごくまれに、すごく潔いさぎよい人だと思われることもあります）

　私が決断力のあるキャラクターがわりと好きなのは、そういう自分の性格の反動なのではないかと最近思うようになりました。

　こんにちは。来らい楽らく零れいです。はじめましての方も、二度目の方も、こんな迷まい子ごを見つけてくださって、本当にありがとうございます。

　人生のうちのかなりの部分を迷うことに費やしてしまっているのではないかと時々不安になりますが、手を引いてくれたり標識を立ててくれたり遠くから呼んでくれたりして、私に道を示してくれる多くの人たちの助けを借りて、こうして二巻目をお目にかけることができました。




　この小説は、前作のラストから二カ月後の物語となっています。前作は冒頭から結末までで一年半の時間が流れているのに対し、二巻目は六日間構成となっています。もしかすると、前作とは少し雰囲気が違うかな？　とも思いますが、少しでも気に入っていただければと願っています。

　希望的観測であって高らかに宣言できることではないのですが、できることなら主人公たちの結末までちゃんと書きたいなと思っています。よろしければ、あともう少しだけ、この物語につきあっていただけるとうれしいです。




　今回もまた、多くの人たちのお世話になりました。

　色々と面倒や迷惑をおかけしてしまった担当編集者の湯ゆ澤ざわさん。電話でお話するとき、いつも微妙にキョドっていてすみません。精しよう進じんします。

　繊せん細さいなイラストを描かいてくださる、柳やなぎ原はら澪みお様。文庫だけでなく、『電でん撃げきｈｐ』掲載イラストも手がけてくださり、本当にお世話になっています。（この本の発売の前後の月（二〇〇六年六月と八月）に発売される『電撃ｈｐ』（42号と43号）に、柳原さんの素敵な見開きイラストに私の短い文章を添えたものが掲載されます。一巻時の、四人のキメラたちの日常の一場面を切り抜いたものとなっています）

　その他ほかにも、本を出版するために力を貸してくださる方々や、応援や励はげましをくれた友人知人家族など、たくさんの人のおかげで、私はこうやって小説を書くことができています。ありがとうございました。




　その時その時の巡り合わせって大事だよねと唱えつつ、その場の勢いと成り行きに頼りながらも進んで行きたいと思います。




　それでは最後に、これを読んでくださったあなたにたくさんの感謝と、再会の祈りを。





来らい楽らく零れい　
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来らい楽らく 零れい

１９８３年５月６日生まれ。距離感をつかむのが苦手で、フォークで歯を突いたり、口に到達する前にカップを傾けて水をこぼしたり、おにぎりと一緒に指を噛んで血豆を作ったりしています。みんなやっているのかと思ったら、そうでもないことを最近知りました。
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イラスト／柳やなぎ原はら 澪みお

ティラミスが大好物のご老体。趣味は音楽鑑賞。本作『哀しみキメラ』で電撃文庫デビュー。
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